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すべての子供の学力を保障する

教育
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育
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東京教育技術研究所

東
京
教
育
技
術
研
究
所

トークラインを定期購読
いただいている方へ、本
誌の内容をより深く理解
できる動画と写真が満載
　のウェブサイトです！

教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン 

10
月
号 

２
０
１
８

特
集
・
給
食
の
時
間
を
楽
し
く（
ス
ト
レ
ス
ゼ
ロ
）

〈巻頭論文〉

向山 洋一
〈特別連載〉

髙橋 史朗 向山 行雄

日本教育技術学会 会長
TOSS 代表

2018.

給食の時間を楽しく
（ストレスゼロ）
給食の時間を楽しく
（ストレスゼロ）特集

敬愛大学国際学部教授
全国連合小学校長会 顧問

向山行雄　給食奮戦記
木村重夫　『大塚の教育』は給食指導の中にも
　　　　　「人間性の尊重」を溶かし込み、 明文化していた
河田孝文　誰もが満足する平等で優しいシステム
水本和希　ちょっとした工夫が、 ストレスフリーの
　　　　　楽しい給食の時間をもたらす
堀田和秀　おいしくて適量ならば、 子供は給食を残さない！
桜木泰自　東京都区部は恵まれている＆
　　　　　豆料理と酸っぱい料理は不人気傾向
片山育男　どこで作るかで味が変わる
森元智博　地元の食材を給食で食べてほしい
西端信哉　食器洗浄をパンでさせる学校
小林智子　学校全体で、 完食を強いる指導
川原雅樹　給食指導は子供の一生を変える
山田花子　完食を強制する交流学級担任
小野隆行　日本の給食指導は全く異質である
松崎　力　未納給食費を教師が徴収するシステム自体がおかしい

麗澤大学大学院特任教授
モラロジー研究所教授

10

定価 750 円（税込）／年間定期購読料 8,500 円（税込）

〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
TEL. 0120-00-6564
FAX. 0120-88-2384

平日9:30～17:30　土日祝休

＜ご注文・お問合せ先＞

東京教育技術研究所
24時間365日受付中！

トレースくん  学習テンプレート  国語①　©TIOTOSS A-21

ひらがなの　れんしゅう（1）
ひ
ら
が
な
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な
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り
ま
し
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トークライン活用法
❶ トークラインのWEBページ
 「デジタル・トークライン」

本誌には、購読者限定のWEBサービス「デジタル・トークライン」があります。

＜「デジタル・トークライン」の特長＞　※今月の内容は p.80 をご覧ください。
1 本誌掲載のモノクロ画像がカラーで
見られます。

2 コピーフリーページ（p.37）で紹介
しているコンテンツを、ダウンロード
して自由に使えます。

3 「谷編集長の5min. アンサー」をはじめと
する、ここでしか見られない動画を見る
ことができます。

4 今月の表紙人物について、デザインした
水川氏本人の解説を読むことができます。

＜アクセス方法＞

❷ 東京教育技術研究所・TOSSランドとの
 お得なタイアップ企画

〇東京教育技術研究所とのタイアップ※ p.34 をご覧ください。
　→記事で紹介されている教具がお得に購入できます！

〇TOSSランドとのタイアップ※ p.36 をご覧ください。
　→TOSSランド、動画ランド、TOSS-SNS、TOSSメディア
　　それぞれの月号テーマに従って、タイアップを展開！

 読むだけじゃもったいない！

携帯電話・PCで
アクセス！
（下のアドレス）

今月のパスワードを
入力してログイン

WEBページを
ご利用ください。

※ TOSS-SNS に入会されている方は、
SNSからアクセスできます。

トップページに
アクセス後、
ログインページへ

＊TOSSランド
の殿堂入りコン
テンツもこのパ
スワードでご覧
いただけます。

デジタル・トークライン
＆

タイアップ
企画

デジタルトークライン 検索

http://talkline.tos-land.net

今月のトークラインID・パスワード

g 8 1 7 a d
（ジー・はち・いち・なな・エー・デー）

※有効期間：2018年9月15日～ 12月14日

ID：TL10

TOSS のセミナーが
いつでも、どこでも
ご覧いただけます！

TOSS動画ランド

《最新のリリース動画》好評配信中!!
第24回　TOSS 特別支援教育セミナー
in 東京　～発達凸凹のある子への授業の技
・対応の技～

3,000円（税込）
　毎回大人気の特別支
援セミナーですが、 今
回のテーマは 「発達凸
凹のある子への授業の
技・対応の技」 です。
小嶋悠紀氏、 小野隆行
氏の最新の実践を余す
ところなく紹介いたし
ます。 また、 日本より
も格段に進んでいると
いうアメリカでの特別
支援教育について、 実
際に視察された両先生
の解説は、 必見です。 

全ての先生に見ていただきたい、 明日から役に立つ “とって
おきのセミナー” です。

　TOSS の ICT 教育をお伝え
する、TOSS ランド会議。 今年
度のテーマは 「プログラミン
グ教育」 です。 新学習指導要
領で導入が決定したプログラ
ミング教育ですが、 まだまだ
学校現場では議論されていな
いのが現状です。 TOSS ラン
ド会議では、 谷氏を講師にお
招きし、 ２時間で、 プログラ
ミング教育の基礎基本を分か
りやすく解説します！  ここ
でしか聞けない谷氏のプレゼ
ンテーション術も見所です！

TOSSランド会議2018　～２時間で 「プログラミン
グってこういうことです！」 と職員室で語れるようになる！　
はじめてのあなたにもできる！　プログラミング教育～

《お問合せ・ご連絡先》
TEL. 03（5702）4450  mov@tos-land.net

TOSS動画ランド事務局

検索索索索

5,000 円（税込）

絵画工作授業大成功の絵画工作授業

先人に学ぶ
レオナルド・ダ・ヴィンチ
佐藤昌彦

芸術家であり、科学者でもあったレオナルド・
ダ・ヴィンチは、「芸術から科学へ、科学から
芸術へ」という考えを大切にしていた。ものづ
くりをしていく上で重視したい、生命に対する
敬意と人々の生活環境の創造について、ダ・ヴ
ィンチから学ぶことができる。（本誌P32）

TalkLine10H2-3_入稿.indd   1 18/09/05   11:22



向山洋一の教育理論

1   2018. 10

第 回115

第
一
章　

教
育
の
目
標

　

教
育
の
最
も
根
本
的
な
目
標
を
た
だ
一
つ
だ
け
言

え
と
言
わ
れ
た
ら
﹁
人
間
の
生
き
て
い
く
気
力
を
育

て
る
こ
と
で
あ
る
﹂
と
言
え
る
。

﹁
生
き
て
い
く
気
力
﹂
が
あ
っ
て
次
に
﹁
生
き
て
い
く

技
、つ
ま
り
学
問
な
ど
﹂
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

﹁
や
る
気
に
さ
せ
る
﹂
と
き
に
、
最
も
大
切
な
こ
と
は

﹁
は
げ
ま
す
﹂
こ
と
で
あ
る
。﹁
は
げ
ま
し
続
け
る
﹂
こ

と
で
あ
る
。

　

体
育
が
苦
手
な
子
ど
も
が
い
る
。

　

音
楽
が
苦
手
な
子
ど
も
が
い
る
。

　

人
間
だ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
と
欠
点
が
あ
る
。

　

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

﹁
あ
ん
た
、
こ
れ
が
で
き
な
く
て
駄
目
ね
え
﹂
と
言
う

の
な
ら
、
誰
で
も
で
き
る
。
子
ど
も
で
も
で
き
る
︵
こ

れ
が
、
い
じ
め
の
基
本
で
あ
る
︶。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
教
師
が
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。

　

教
師
が
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
な
の
だ
。

︵﹃
向
山
洋
一
教
育
要
諦
集
﹄
第
一
巻 

八
頁
・
新
書
版
１ 

一
四
頁
︶

　

今
年
、
五
月
。

　

セ
ミ
ナ
ー
懇
親
会
に
、
向
山
洋
一
氏
が
来
て
く
れ
た
。

　

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
の
は
、
向
山
氏
、
師
尾
喜
代
子
氏
、
久
野
歩
氏
、

福
岡
の
福
田
辰
徳
氏
、
大
井
隆
夫
氏
、
そ
し
て
林
で
あ
る
。

　

向
山
氏
は
、
大
田
区
の
教
育
に
つ
い
て
、
石
川
正
三
郎
校
長
と
の
出
会
い

に
つ
い
て
、
学
生
運
動
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
た
。

　

特
に
、
石
川
校
長
の
話
を
、
向
山
氏
は
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
話
し
て
く
れ
た
。

　

き
つ
ね
と
ウ
サ
ギ
の
話
 ※
。

　

朝
礼
で
話
す
こ
と
を
全
て
ノ
ー
ト
に
書
い
て
い
た
話
。

　

予
定
し
て
い
た
話
を
全
て
止
め
て
、
子
供
に
空
を
見
上
げ
さ
せ
た
話
。

　

活
字
で
学
ん
だ
情
報
が
、
映
像
と
し
て
再
生
さ
れ
る
。

　

こ
れ
以
上
の
幸
せ
は
、
ほ
か
に
な
い
。

　

生
き
て
い
て
、
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
な
い
。

　

会
が
終
了
す
る
間
際
、
一
人
ず
つ
感
想
を
述
べ
た
。

　

私
は
「
い
つ
死
ん
で
も
い
い
で
す
。
幸
せ
で
す
」
と
言
っ
た
。

　

そ
の
瞬
間
、
向
山
氏
が
言
葉
を
掛
け
て
く
れ
た
。

　

ど
の
よ
う
な
言
葉
か
？

　

死
ん
じ
ゃ
駄
目
だ
よ
。

　

一
緒
に
仕
事
を
し
よ
う
よ
。

　

私
の
人
生
が
確
定
さ
れ
た
瞬
間
で
も
あ
る
。

　

絶
対
に
死
な
な
い
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
仕
事
を
、
熱
く
、
誠
実
に
、
素
早
く
、
続
け
て
い
く
。

（
山
口
県
下
関
市
立
小
月
小
学
校　

林は
や
し 

健た
け

広ひ
ろ

）

※ 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド N

o.2808758 

参
照
。
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和
代
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関
澤
陽
子
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溝
端
久
輝
子
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苅
有
紀
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井
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澤
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安
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直
大
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一
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48
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49

①
本
誌
の
内
容
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
無
断
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
転
載
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。
②
向
山
著
作
を
は
じ

 
め
と
す
る
T
O
S
S
関
連
論
文
を
追
試
、
そ
の
他
の
名
目
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

公
開
す
る
こ
と
も
禁
じ
ま
す
。
③
授
業
ま
た
は
研
究
等
で
必
要
な
場
合
は
、
T
O
S
S
代
表
向
山
洋
一
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
④
著
作
権
法
を
無
視
し
続
け
た
場
合
に
は
、
法
的
措
置
を
取
ら
せ
て
戴
き
ま
す
。

警告 給
食
の
時
間
を
楽
し
く
（
ス
ト
レ
ス
ゼ
ロ
）

︱ 
子
供
を
伸
び
や
か
に
育
て
る
T
O
S
S
の
指
導
法 

︱

基
礎
・
基
本「

水
の
旅
」
学
校
の
水
は
ず
っ
と
さ
か
の
ぼ
る
と

ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
だ
ろ
う

主
体
的
・

対
話
的
で

深
い
学
び

「
世
界
の
水
問
題
」

水
の
サ
イ
ク
ル
図
と
水
紛
争

基
礎
・
基
本
５
年
道
徳
の
「
基
礎
・
基
本
」

主
体
的
・

対
話
的
で

深
い
学
び

５
年
道
徳
の
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

原
爆
投
下
は
本
当
に
必
要
だ
っ
た
の
か

優
れ
た
教
育
技
術
を
学
び
、

「
英
語
が
使
え
る
日
本
人
」
を
育
成
す
る

給
食
奮
戦
記

﹃
大
塚
の
教
育
﹄
は
給
食
指
導
の
中
に
も
「
人
間
性
の

　

尊
重
」
を
溶
か
し
込
み
、
明
文
化
し
て
い
た

誰
も
が
満
足
す
る
平
等
で
優
し
い
シ
ス
テ
ム

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
が
、
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
の

　

楽
し
い
給
食
の
時
間
を
も
た
ら
す

お
い
し
く
て
適
量
な
ら
ば
、

　

子
供
は
給
食
を
残
さ
な
い
！

東
京
都
区
部
は
恵
ま
れ
て
い
る
＆

　

豆
料
理
と
酸
っ
ぱ
い
料
理
は
不
人
気
傾
向

ど
こ
で
作
る
か
で
味
が
変
わ
る

地
元
の
食
材
を
給
食
で
食
べ
て
ほ
し
い

食
器
洗
浄
を
パ
ン
で
さ
せ
る
学
校

学
校
全
体
で
、
完
食
を
強
い
る
指
導

給
食
指
導
は
子
供
の
一
生
を
変
え
る

完
食
を
強
制
す
る
交
流
学
級
担
任

日
本
の
給
食
指
導
は
全
く
異
質
で
あ
る

未
納
給
食
費
を
教
師
が
徴
収
す
る

　

シ
ス
テ
ム
自
体
が
お
か
し
い

特別連載授業が激変!
TOSS指導法最前線

指
名
な
し
討
論
×

　

ア
ン
プ
ラ
グ
ド
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

小
学
三
年
国
語
「
レ
ポ
ー
ト
」
単
元
の

　

指
導
法
の
工
夫

先
人
に
学
ぶ
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ

ク
ラ
ス
全
員
が
熱
中
す
る
こ
の
教
材
！

「
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
ソ
ー
ラ
ン
指
導
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
で

　

教
室
は
熱
狂
の
渦
に
！

勉
強
が
苦
手
な
子
が
取
り
組
め
る
教
材

　
「
あ
か
ね
こ
冬
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）

放
射
線
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
正
し
く
学
べ
る

　
「
放
射
線
学
習
ス
キ
ル
」

向
山
洋
一
氏
の
伸
び
や
か
な
学
級
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

合
理
的
配
慮
分
析
シ
ー
ト
で
、

　

驚
異
の
専
門
性
を
担
保
す
る

新
時
代
の
学
校
物
語
【
7
】

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

■ 

向
山
洋
一
の
教
育
理
論

林　

健
広
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向
山
洋
一
の
授
業
実
践
と
授
業
理
論
　
二
一
二

休
み
時
間
に
机
の
上
に
置
い
て
、

　

無
理
や
り
「
食
べ
ろ
」
と
言
う
の
は
拷
問
だ

社 会道 徳
「
基
礎
・
基
本
の
授
業
例
」
と
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
授
業
例
」

中
学
校
の
授
業
実
践

か
き
込
み
式
四
コ
マ
漫
画
作
文
を

　

ノ
ー
ト
に
ど
ん
ど
ん
か
か
せ
よ
う

特
別
支
援
教
育　

専
門
家
の
視
点
＆
全
国
で
大
人
気 
小
嶋
・
小
野
二
人
の＂
特
別
支
援
教
育
の
指
導
シ
ス
テ
ム
“

人気女性ライター
トークライン
だけの裏話

教師必読！ トラブ
ルに巻き込まれな
いための予備知識

25
年
た
っ
た
今
も
幸
運
の
女
神
は
ほ
ほ
笑
ん
で
く
れ
て
い
ま
す

オ
ク
ム
師
匠
の
教
え
⑦

宣
伝
の
極
意

担
任
以
外
の
先
生
の
授
業
を
受
け
た
子
の
保
護
者
か
ら
、
担
当
の
先
生
を

　

外
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ク
レ
ー
ム
が
き
た
場
合 

Ⓐ

な
ぜ
そ
う
い
う
症
状
が
出
る
の
か
と
考
え
な
が
ら
、

症
状
を
認
め
て
い
く
こ
と
が
大
事

集
団
行
動
や
行
事
を
嫌
が
る
子
供
②

学
習
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
な
い

不
器
用
さ
と
感
覚
統
合

こ
れ
か
ら
の
教
育
界
に
創
っ
て
い
き
た
い
も
の

　

～
新
世
紀
へ
の
教
育
改
革
の
た
め
に
～

教
師
生
活
の
生
涯
に
、
そ
の
時
々
の

　

ト
ラ
ブ
ル
（
ク
レ
ー
ム
）
は
必
ず
発
生
す
る

授
業
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
キ
ル
６ 

「
授
業
で
の
対
応
・
応
答
」
⑦

「
学
校
の
三
悪
」
そ
の
参
は
こ
れ
だ

私
の
新
卒
一
年
目
、
こ
の
教
材
に
救
わ
れ
た
！

生
徒
・
選
手
の
伸
び
を
加
速
さ
せ
る

向
山
氏
の
一
文
を
追
う

あ
な
た
の
指
示
は
届
い
て
い
ま
す
か
？

﹃
大
塚
の
教
育
﹄
の
表
紙
の
一
文
字

最
難
関
「
小
数
の
わ
り
算
」　 

Ⓐ

エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
教
育
研
究
の
進
め
方　

基
礎
講
座

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
最
前
線
！ 

最
新
の
教
育
情
報
が
こ
こ
に
あ
る
!!

科
学
的
研
究
を
進
め
る
上
で
困
難
だ
っ
た
三
つ
の
こ
と

特別連載

慰
安
婦
問
題
の
核
心
に
迫
る

戦
後
七
十
周
年
に
お
け
る
情
報
戦　

第
四
十
五
回

◆ 

T
O
S
S 

最
新
セ
ミ
ナ
ー
情
報

　

 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ 

全
国
の
サ
ー
ク
ル
紹
介

◆ 

向
山
日
記

◆ 

今
月
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ー
ク
ラ
イ
ン

　

 

編
集
後
記
／
次
号
予
告

写真で解説！
TOSS流

板書術・ノート術

社
会

英
語

[国算]　現在進行形の教科書単元
すぐに追試できる開始15分間の発問

国
語「
く
じ
ら
ぐ
も
」
で
は
、
会
話
文
を
楽
し
も
う
！

算
数「
た
し
算
」
の
指
導

国
語「
名
前
を
見
て
ち
ょ
う
だ
い
」

算
数
か
け
算
の
導
入

国
語
二
つ
の
文
章
の
同
じ
と
こ
ろ
、
違
う
と
こ
ろ
、

感
じ
方
を
比
べ
て
、
い
い
方
を
選
ぶ

算
数
は
し
た
の
大
き
さ
の
表
し
方

国
語
秋
の
風
景

算
数「
ジ
ャ
ン
ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・
T
O
S
S
ノ
ー
ト
」
で

「
小
数
の
し
く
み
」
の
基
本
型
を
教
え
る

国
語
情
景
描
写
を
的
確
に
捉
え
さ
せ
る

算
数
小
数
を
分
数
で
表
す
方
法
の
基
本
型
を
教
え
る

国
語
東
京
書
籍
「
物
語
を
作
ろ
う
」

写
真
か
ら
想
像
を
広
げ
て
書
く

算
数「
で
き
る
」
を
保
障
す
る
２
つ
の
指
導

１年２年３年４年５年６年

授業技量向上の法則

特 集

10 CONTENTS
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日
本
教
育
技
術
学
会
会
長
・
T
O
S
S
代
表

向
山
洋
一
の
授
業
実
践
と
授
業
理
論
　
二
一
二

学
校
に
来
る
の
が
嫌
に
な
る
よ
う
な
指
導
は
行
き
過
ぎ
だ

　

給
食
指
導
に
つ
い
て
、
全
国
の
教
室
で
様
々
な
形
で
の
指
導

が
行
わ
れ
て
い
る
。
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ

な
話
を
し
た
り
、
望
ま
し
い
食
事
の
取
り
方
や
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
話
し
た
り
、
指
導
し
た
り
、
励
ま
し
た
り
す
る
こ
と
は
大
切

だ
。
し
か
し
、
全
て
の
子
供
に
、
一
律
に
、
全
部
残
さ
な
い
で

食
べ
さ
せ
る
と
い
う
指
導
は
、
学
校
教
育
の
範は

ん

疇ち
ゅ
う

を
は
る
か

に
超
え
て
い
る
と
思
う
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
食
が
細
か
っ
た
り
、
苦
手
な
食
べ
物
が
あ
っ
た

り
し
て
、
ど
う
し
て
も
食
べ
ら
れ
な
い
子
と
い
う
の
も
い
る
も

の
な
の
だ
。

　

そ
う
い
っ
た
子
供
に
対
し
て
、
学
校
に
来
る
の
が
嫌
に
な
る

よ
う
な
、
苦
痛
を
感
じ
る
よ
う
な
指
導
を
す
る
の
は
明
ら
か
に

行
き
過
ぎ
だ
と
考
え
る
。「
好
き
嫌
い
」
と
い
う
の
は
、
基
本

的
に
は
家
庭
が
責
任
を
も
っ
て
い
る
。
学
校
の
役
割
と
い
う
の

は
、
例
え
ば
「
食
育
」
と
し
て
、
栄
養
や
産
地
の
話
を
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
給
食
の
時
間
に
子
供
た
ち
に
好
き
勝
手
を
さ
せ

て
お
け
ば
よ
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
給
食
の
時
間

に
も
、
適
切
な
子
供
へ
の
言
葉
掛
け
は
大
切
だ
。
子
供
た
ち
に

優
し
く
、一
口
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、「
こ
れ
お
い
し
い
よ
」

「
こ
れ
体
に
い
い
ん
だ
よ
」「
食
べ
る
と
頭
が
よ
く
な
る
か
も
し

れ
な
い
よ
」
な
ど
、
そ
う
い
っ
た
よ
う
な
言
葉
掛
け
は
、
教
師

と
し
て
や
っ
た
方
が
よ
い
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
時
折
、
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
対
応
を
す
る
教
師

の
話
を
耳
に
す
る
。

①　

全
員
に
同
じ
量
を
配
膳
し
、
一
切
残
さ
せ
な
い
。
食

べ
ら
れ
な
い
子
供
に
は
、
掃
除
の
時
間
に
な
っ
て
も
、

五
時
間
目
に
な
っ
て
も
、
ず
っ
と
食
べ
さ
せ
る
。

②　

苦
手
な
も
の
を
無
理
や
り
食
べ
さ
せ
、
食
べ
ら
れ
な

く
て
泣
い
て
い
る
子
供
を
教
師
が
取
り
囲
ん
で
叱
る
。

③　

特
別
支
援
学
級
の
味
覚
過
敏
の
子
供
に
毎
日
無
理
強

い
し
、
食
べ
ら
れ
な
い
と
き
に
は
鼻
を
つ
ま
ん
で
口

の
中
に
流
し
込
ん
だ
。
そ
の
子
は
結
局
不
登
校
に
な
っ

た
。

　

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
例
が
、
私
の
も
と
に
は
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
本
当
に
ひ
ど
い
話
ば
か
り
で
あ
る
。

　

休
み
時
間
に
無
理
や
り
机
の
上
に
給
食
を
置
い
て
「
食
べ

ろ
」
と
言
う
の
は
、
拷
問
だ
と
思
う
。

　

給
食
を
無
理
や
り
に
食
べ
さ
せ
て
不
登
校
に
す
る
な
ど
と
い

う
の
は
、
教
師
の
犯
罪
行
為
に
も
等
し
い
だ
ろ
う
。

　

楽
し
い
は
ず
の
給
食
の
時
間
を
、
地
獄
の
よ
う
な
時
間
に
し

て
は
い
け
な
い
。
子
供
に
き
ち
ん
と
給
食
を
食
べ
て
健
康
に
成

長
し
て
ほ
し
い
気
持
ち
は
分
か
る
。
だ
が
、
食
べ
ら
れ
な
い
か

ら
と
い
っ
て
、
子
供
を
す
ご
く
追
い
詰
め
る
よ
う
な
指
導
は
す

る
べ
き
で
は
な
い
と
、
私
は
強
く
思
っ
て
い
る
。

私
の
弟
だ
っ
て
、
給
食
を
残
し
て
い
た

　

私
の
弟
は
、
小
学
生
の
と
き
、
給
食
を
ほ
と
ん
ど
残
し
て
い

た
。
毎
日
、
パ
ン
を

え
ぐ
っ
て
、
そ
の
中

に
お
か
ず
を
入
れ
、

わ
ら
半
紙
一
枚
で
く

る
み
、
ラ
ン
ド
セ
ル

の
中
に
入
れ
て
持
っ

て
帰
っ
て
、
家
で
犬

に
あ
げ
て
い
た
。
お

か
ず
の
中
に
は
ク

リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
な

ど
も
あ
っ
た
の
で
、
時
に
は
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
中
が
べ
ち
ゃ
べ

ち
ゃ
に
な
る
。
母
は
毎
回
毎
回
、
教
科
書
を
出
し
て
、
拭
い
て

き
れ
い
に
し
て
、
乾
か
し
て
、
次
の
日
に
ま
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を

持
た
せ
て
や
っ
て
い
た
。
し
か
し
、弟
が
帰
っ
て
来
る
と
、せ
っ

か
く
き
れ
い
に
し
た
ラ
ン
ド
セ
ル
は
、
ま
た
べ
ち
ゃ
べ
ち
ゃ
に

な
っ
て
い
る
。そ
れ
で
も
母
は
、何
も
言
わ
ず
に
黙
っ
て
見
守
っ

て
い
た
。

　

弟
は
結
局
、
小
学
校
六
年
間
、
ほ
ぼ
そ
う
や
っ
て
給
食
を
残

し
て
帰
っ
て
来
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
弟
が
、
後
に
小
学

校
の
教
師
に
な
り
、
小
学
校
の
校
長
に
な
り
、
東
京
都
の
小
学

校
の
会
長
に
な
り
、
全
国
連
合
小
学
校
長
会
の
会
長
に
な
っ
た

の
だ
。
こ
れ
で
も
、
本
誌
を
お
読
み
の
先
生
方
は
、
給
食
を
無

理
や
り
全
部
食
べ
さ
せ
る
こ
と
が
子
供
の
人
生
に
と
っ
て
重
要

な
指
導
だ
と
考
え
る
だ
ろ
う
か
。

休
み
時
間
に
机
の
上
に
置
い
て
、

無
理
や
り
﹁
食
べ
ろ
﹂
と
言
う
の
は
拷
問
だ

私
の
弟
は
小
学
校
時
代
毎
日
給
食
を
残
し
て
い
た
が
、
成
長
し
て
教
師
に
な
り
、
校
長
に
な
り
、
全
国
連
合
小
学

校
長
会
の
会
長
に
ま
で
な
っ
た
。
給
食
を
無
理
や
り
食
べ
さ
せ
な
く
て
も
、
子
供
は
立
派
に
育
つ
の
で
あ
る
。
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ち
な
み
に
、
弟
の
好

き
嫌
い
が
な
く
な
っ
た

の
は
、
高
校
生
の
と
き

だ
っ
た
。

　

夏
休
み
に
友
達
と
四
、

五
人
で
、
歩
い
て
東
海

道
を
旅
行
す
る
と
い
う

計
画
を
実
行
し
た
。
公

園
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て

泊
ま
る
と
い
う
、
若
者

に
し
か
な
か
な
か
で
き
な
い
よ
う
な
気
ま
ま
な
旅
で
あ
る
。
静

岡
の
登
呂
遺
跡
の
辺
り
で
テ
ン
ト
を
張
っ
て
泊
ま
っ
た
と
き
の

話
だ
。
暗
闇
の
中
、
鍋
の
中
に
な
ん
だ
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
入
れ
て
食
べ
た
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
闇
鍋

と
い
う
や
つ
だ
。
好
き
嫌
い
な
ど
言
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。
し

か
し
、
そ
う
い
う
と
き
の
御
飯
は
お
い
し
い
も
の
で
あ
る
。
何

だ
か
よ
く
分
か
ら
な
い
も
の
で
も
、
み
ん
な
で
が
つ
が
つ
食
べ

た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
旅
を
境
に
、
弟
は
何
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
高
校
二
年
の
と
き
だ
っ
た
。

　

結
局
、
大
抵
の
人
間
は
、
大
人
に
な
る
ま
で
に
好
き
嫌
い
が

な
く
な
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
弟
を
例
に
挙
げ
る

ま
で
も
な
く
、
給
食
を
残
す
子
供
で
も
、
立
派
な
大
人
に
な
っ

て
い
く
の
で
あ
る
。
子
供
た
ち
に
無
理
や
り
な
言
葉
で
突
き
詰

め
て
、
学
校
に
来
る
の
が
嫌
に
な
る
よ
う
な
こ
と
ま
で
す
る
と

い
う
の
は
、
教
師
の
仕
事
の
範
疇
外
だ
と
思
う
。

　

教
師
は
、「
給
食
を
全
部
食
べ
ら
れ
な
く
て
も
子
供
は
立
派

に
育
っ
て
い
く
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
頭
の
片
隅
に
留
め
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
も
う
少
し
余
裕
を
も
っ
て
対

応
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
指
導

の
仕
方
が
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
の
だ
。

学
習
指
導
要
領
の
中
の
給
食

　

平
成
二
十
九
年
告
示
の
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
食
育
に
関

し
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。

「
給
食
の
時
間
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
健
康
に
よ
い
食
事
の
と

り
方
な
ど
、
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
食

事
を
通
し
て
人
間
関
係
を
よ
り
よ
く
す
る
こ
と
。」

　

こ
の
中
に
は
、
二
つ
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

一
つ
は
、「
食
事
を
取
る
こ
と
に
よ
り
、
体
に
と
っ
て
ど
ん

な
こ
と
が
良
く
な
っ
て
い
く
の
か
」「
ど
の
よ
う
な
栄
養
分
に

な
っ
て
い
く
の
か
」
と
い
う
こ
と
の
話
を
す
る
こ
と
。

　

も
う
一
つ
は
、
食
事
を
通
し
て
人
間
関
係
を
よ
り
良
く
す
る

こ
と
。
人
間
関
係
を
よ
り
良
く
す
る
の
だ
か
ら
、
給
食
の
時
間

は
黙
っ
て
食
べ
る
の
で
は
な
く
、
楽
し
い
話
を
す
る
の
で
あ
る
。

楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
、
グ
ル
ー
プ
や
班
の
中
で
食
事
を
す
る

よ
う
に
指
導
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
二
つ
を
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
を
、
学
習
指
導
要
領
の

中
で
は
、
は
っ
き
り
と
明
記
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
実
行
し
て
ほ

し
い
と
願
う
。

昔
の
給
食
と
今
の
給
食

　

弟
の
こ
と
ば
か
り
書
い
て
き
た
。
で
は
、
私
自
身
の
小
学
校

時
代
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
実
は
、
私
の
時
代
に
は
、

ま
だ
給
食
が
な
か
っ
た
。

　

小
学
校
二
年
生
の
と
き
に
脱
脂
粉
乳
を
一
杯
ず
つ
も
ら
っ
た

の
が
、
私
が
体
験
し
た
学
校
給
食
の
最
初
で
あ
る
。
昭
和
二
十

六
年
の
こ
と
だ
。

　

正
直
、
脱
脂
粉
乳
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
ま
ず
か
っ
た
。

　

何
し
ろ
、
牛
乳
な
ど
か
ら
脂
肪
分
を
取
っ
た
、
あ
る
意
味
カ

ス
な
の
だ
。

　

し
か
し
、
終
戦
直
後
の
こ
と
な
の
で
、
子
供
た
ち
の
栄
養
状

態
は
非
常
に
悪
か
っ
た
。
栄
養
失
調
の
子
や
、
そ
う
で
な
く
て

も
痩
せ
細
っ
た
子
が
た
く
さ
ん
い
た
わ
け
で
あ
る
。
学
校
の
中

で
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
も
、
戦
後
間
も
な
い

の
で
、
学
校
に
も
予
算
が
な
い
。
最
低
限
度
の
形
で
子
供
に
与

え
る
の
な
ら
ば
と
い
う
こ
と
で
、
脱
脂
粉
乳
が
給
食
と
し
て
出

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
そ
れ
で
も
、
終
戦
直
後
の
昭
和

二
十
年
代
で
は
、
脱
脂
粉
乳
は
栄
養
分
が
あ
っ
た
の
で
、
子
供

た
ち
の
助
け
に
な
っ
た
。
当
時
は
感
謝
さ
れ
て
い
た
。

　

ユ
ニ
セ
フ
か
ら
の
支
援
で
あ
っ
た
。

　

脱
脂
粉
乳
を
温
め
て
、
ス
ー
プ
状
に
し
て
、
子
供
た
ち
に
与

え
る
。
そ
こ
か
ら
給
食
が
始
ま
っ
た
。
ユ
ニ
セ
フ
か
ら
の
支
援

は
、
昭
和
二
十
四
年
か
ら
昭
和
三
十
九
年
ま
で
続
い
た
。

　

子
供
た
ち
の
命
を
つ
な
ぐ
昔
の
給
食
と
今
の
給
食
で
は
、
目

的
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
昔
は
全
部
食
べ
な
け
れ
ば
栄
養
失

調
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
。「
食
べ
物
を
残
す

な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
」
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
し
か
し
、
今

は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で
は
、
給
食
を
少
し
し
か
食
べ
な
く
て

も
健
康
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
教
師
の
意
識
も
変
え
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
旧
態
依
然
と
し
た
学
校
の
体
制

も
変
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
一
つ
、
こ
ぼ
れ
話
。

　

一
年
生
を
担
任
し
て
い
た
と
き
、
あ
る
女
の
子
が
ス
プ
ー
ン

と
入
れ
物
を
持
っ
て
来
て
、
べ
そ
を
か
き
な
が
ら
言
っ
た
。

「
先
生
、お
口
に
合
わ
な
い
の
」

　

私
は
思
わ
ず
、「
そ
う
、
お

口
に
合
わ
な
い
の
。
じ
ゃ
あ
、

い
い
よ
。
無
理
し
な
く
て
も
」

と
答
え
た
。

　

今
で
も
時
折
思
い
出
す
、
か

わ
い
い
か
わ
い
い
給
食
の
思
い

出
で
あ
る
。
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向む
こ
う

山や
ま 

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
国
際
学
部
教
授

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

学校

7

の

物
語

新
時
代オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

復
⑺
工
事
完
成　

外
国
選
手
、
ト
ー
キ
ョ
ウ
の

曲
等
プ
ラ
ス
面
の
報
道
の
増
加
（
以
下

略
）

　

今
、
読
み
返
し
て
見
る
と
、
予
測
が
的
中

し
た
面
も
あ
る
し
、
期
待
は
ず
れ
も
あ
っ
た
。

あ
と
二
年
間
で
ど
れ
だ
け
達
成
で
き
る
か
。

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
が
大
切
だ
。

四	

今
後
に
向
け
て

　

最
近
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
て
の
国
民
の
最
大
の
要
望
は
「
テ
ロ

対
策
」
で
あ
る
。

　

中
で
も
、
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
へ
の
対
策
が
最

大
の
課
題
で
あ
る
。
北
朝
鮮
は
じ
め
、
多
く

の
対
外
テ
ロ
リ
ス
ト
が
攻
撃
を
仕
掛
け
て
く

る
。
安
倍
総
理
は
今
年
一
月
に
エ
ス
ト
ニ
ア

を
訪
問
し
た
。
エ
ス
ト
ニ
ア
は
、
サ
イ
バ
ー

対
策
の
先
進
国
で
あ
る
。
官
民
挙
げ
て
サ
イ

バ
ー
対
策
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

サ
イ
バ
ー
テ
ロ
は
国
民
生
活
に
多
大
な
危

機
を
及
ぼ
す
。
学
校
教
育
で
も
、
そ
の
脅
威

と
対
策
に
つ
い
て
、
も
っ
と
取
り
上
げ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

の
機
会
減
少

⑵
次
期
学
習
指
導
要
領
全
面
実
施
（
二
〇
二

〇
年
頃
）
と
の
調
整

⑶
学
校
の
一
層
の
多
忙
感
の
拡
大

⑷
学
校
の
若
手
教
員
増
加
の
な
か
で
の
対
応

⑸
勝
利
主
義
で
の
体
罰
（
体
罰
も
ど
き
）
指

導
の
復
活

⑹
一
定
の
教
員
は
、
選
手
コ
ー
チ
な
ど
で
出

向
⑺
文
科
省
、
東
京
都
、
関
係
区
市
教
委
の
多

忙
と
本
来
業
務
の
停
滞

⑻
東
京
都
、
文
科
省
、
関
係
区
市
で
の
関
連

予
算
増
加

三　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
で
の
効
果

⑴
都
民
の
夢
の
増
加　

心
の
デ
フ
レ
の
改
善

日
本
人
の
自
信
回
復

⑵
「
東
京
情
報
」
の
世
界
的
関
心
の
回
復

⑶
イ
ン
フ
ラ
の
整
備　

競
技
場　

交
通
網　

公
衆
ト
イ
レ　

バ
リ
ア
フ
リ
ー

⑷
各
市
場
で
の
経
済
効
果
、
景
気
の
上
昇

　

失
業
率
の
回
復

⑸
「
一
九
六
四
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
世

代
」
の
生
き
が
い
回
復

⑹
東
京
、
日
本
へ
の
関
心
増
加　

誤
解
の
回

献
す
る
と
信
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
」

三	

五
年
前
の
予
測

　

私
は
、
二
〇
一
三
年
九
月
二
十
六
日
、
研

修
会
用
の
「
二
〇
二
〇
年
五
輪
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
」
の
レ
ジ
ュ
メ
を
作
っ
た
。

一　
東
京
（
日
本
）
の
学
校
教
育
に
期
待
さ

れ
る
児
童
の
資
質

⑴
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
…
…
各
種
ジ
ュ
ニ
ア
ス

ポ
ー
ツ
の
強
化

⑵
規
範
意
識
の
醸
成
…
…
お
客
様
を
も
て
な

す
態
度

⑶
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
…
…
英
会
話
な

ど
交
流
す
る
ツ
ー
ル

⑷
安
全
教
育
の
徹
底
…
…
工
事
箇
所
増
加
に

よ
る
交
通
事
故
防
止

⑸
各
教
科
の
応
用
力
…
…
音
楽
、
図
工
、
リ

ズ
ム
な
ど
で
の
資
質

⑹
特
別
支
援
教
育
の
推
進
…
…
バ
リ
ア
フ

リ
ー
へ
の
理
解

⑺
戦
略
特
区
（
東
京
都
）
で
の
新
し
い
教
育

の
構
想
…
…
教
育
、
財
政
、
医
療
な
ど
の

規
制
緩
和

二　
そ
れ
を
阻
害
す
る
要
因

⑴
土
曜
休
日
授
業
に
よ
る
社
会
教
育
分
野
で

万
人
に
の
ぼ
る
一
般
外
客
 ※
の
来
日
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
我
が
東
京
都
は
栄
誉
あ

る
開
催
都
市
と
し
て
、
東
京
大
会
の
成
功
を

期
し
て
国
や
組
織
委
員
会
と
協
力
し
て
、
競

技
施
設
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
道
路
・
代
々

木
選
手
村
の
建
設
整
備
を
は
じ
め
、
首
都
美

化
、
公
徳
心
の
効
用
、
外
客
受
入
れ
接
遇
対

策
等
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
準
備
事
業
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。（
中
略
）
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
は
単
に
ス
ポ
ー
ツ
を
競
う
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
世
界
平
和
を
希
求
す
る
精
神
運
動
で
あ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
健
全
な
心
身
を
育
成
し

（
中
略
）﹃
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
学
校
﹄
を
発
行

し
、
学
校
教
育
の
全
体
計
画
に
無
理
な
く

﹃
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
﹄
を
導
入
し
、
こ
れ
を
現

場
に
お
け
る
指
針
と
し
た
こ
と
は
、
ま
さ
に

時
宜
を
得
た
も
の
と
し
て
高
く
評
価
す
る
と

と
も
に
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
教
育
に
貢

う
運
動
会
は
、
今
年
と
来
年
の
二
回
し
か
な

い
。
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
を
各
学
校
は
ど

の
よ
う
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

二	

一
九
六
四
年
東
京
五
輪

　

私
は
、
東
京
五
輪
開
催
が
決
ま
っ
て
す
ぐ

に
、
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
に
関
わ
る
学
校
教
育
を
調
べ
た
。

　

一
九
六
四
年
五
月
、
千
代
田
区
が
発
行
し

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
学
習
の
手
引
き
﹃
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
学
校
﹄
に
、
当
時
の
東
龍
太
郎
東

京
都
知
事
・
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
は
次

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。
こ
こ
に
は
、
東

京
五
輪
誘
致
の
た
め
に
尽
力
し
た
東
龍
太
郎

の
信
念
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の
国

民
運
動
も
、
各
方
面
の
協
力
を
得
て
展
開
さ

れ
て
お
り
、
大
会
時
に
は
、
一
〇
〇
か
国
、

七
〇
〇
〇
人
の
役
員
・
選
手
を
は
じ
め
、一
三

一	

二
〇
二
〇
年
大
会
ま
で
あ
と
二
年

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が

始
ま
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
新
橋
駅
、
お
じ
さ
ん

の
聖
地
に
も
、
開
催
ま
で
の
電
光
掲
示
板
が

設
置
さ
れ
た
。
開
催
が
決
ま
っ
た
二
〇
一
三

年
九
月
八
日
の
頃
に
は
、
二
〇
二
〇
年
の
開

始
日
は
は
る
か
先
の
よ
う
に
思
え
た
も
の
だ
。

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
五
年
が
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
た
。
新
国
立
競
技
場
の
建
設
、猪
瀨
・

舛
添
東
京
都
知
事
の
交
代
、
エ
ン
ブ
レ
ム
変

更
、
豊
洲
市
場
移
転
延
期
に
よ
る
環
状
二
号

線
開
通
の
遅
れ
、
競
技
会
場
の
変
更
な
ど
、

次
々
と
課
題
が
表
出
し
た
。

　

そ
し
て
今
、
開
催
ま
で
二
年
を
切
る
に

至
っ
た
。
今
年
の
各
学
校
の
運
動
会
で
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
競
技
や
演
技
が
行
わ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
東
京
大
会
ま
で
に
行

※ 

外
客
＝
外
国
人
旅
行
者
の
こ
と
。
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2018年

10月号
特集給食の を 楽

し
く

（ストレスゼロ）
― 子供を伸びやかに育てるTOSSの指導法 ―

時間

● 給食は "必ず" 最後まで食べさせるべきなのか 
 ― 学校給食システムへの具体的提言 ―
● 向山洋一は学校の給食（生活）指導をどのように組み立てていたか 
 ― 「大塚の教育」に見る生活指導の根本の捉え方 ―
● 弱肉強食を防ぐ向山型おかわり指導手順「完全版」
 ― 食べ物の恨みは恐ろしい……？　
 子供たちがニコニコする向山型おかわりマニュアル ―
● トラブル激減　レストラン型配膳指導のコツ  
 ― 机の配置は？ 配膳の手順は？　
 当番があと片付けを忘れないコツは？ ―
● 子供大好き給食メニュー と 
 ありえない給食メニュー
● ＜こんなにひどい＞　
 子供を壊す給食指導の実態
● 諸外国のランチタイム事情　
 ―個性を伸ばすのが世界標準―
● 給食費の未納問題をどう考え、
 どう対処するか

給
食
の
時
間
を
楽
し
く
（
ス
ト
レ
ス
ゼ
ロ
）
― 

子
供
を
伸
び
や
か
に
育
て
る
T
O
S
S
の
指
導
法 

―

特 集

１	

向
山
代
表
に
よ
る
新
聞
連
載
の
衝
撃

　

産
経
新
聞
二
〇
一
八
年
六
月
二
十
七
日
付
朝

刊
に
掲
載
さ
れ
た
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
代
表
向
山
洋
一
氏

の
記
事
は
、
日
本
中
に
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　

地
獄
の
よ
う
な
給
食
指
導
は
ダ
メ　

校

長
が
「
絶
対
に
全
部
食
べ
さ
せ
る
こ
と
」

と
職
員
会
議
で
命
令
す
る
な
ん
て
…

　

こ
う
題
さ
れ
た
そ
の
記
事
に
は
、
身
の
毛
も

よ
だ
つ
給
食
指
導
の
実
例
が
幾
つ
も
紹
介
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

朝
刊
に
掲
載
さ
れ
る
前
に
、
全
国
の
先
生
方

か
ら
集
め
ら
れ
た
事
例
デ
ー
タ
の
一
覧
を
、
私

も
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
新
聞
に

書
け
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
も
の
で
は
な
い
、
こ

れ
は
裁
判
に
す
る
事
例
で
は
な
い
の
か
、
と
思

え
る
も
の
が
幾
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

２	

行
き
過
ぎ
た
給
食
指
導
は
子
供
を
壊
す

「
無
理
に
食
べ
さ
せ
る
」
よ
う
な
こ
と
は
指
導

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
な
ぜ
、
そ
の
食
べ
物
が
体

に
い
い
の
か
。
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
る
こ
と
が

な
ぜ
大
切
な
の
か
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
、
長

い
時
間
を
掛
け
て
、
丁
寧
に
粘
り
強
く
教
え
る

の
が
教
師
の
仕
事
で
す
。

　

指
導
が
強
引
す
ぎ
て
子
供
の
精
神
が
壊
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
は
本
末
転
倒
で
す
。
取
り
返
し

が
つ
き
ま
せ
ん
。

◆
特
集
１
で
は
、
全
国
の
校
長
先
生
の
ト
ッ
プ

の
仕
事
を
務
め
ら
れ
た
向
山
行
雄
氏
に
、「
そ

も
そ
も
、
本
来
の
給
食
指
導
と
は
、
ど
う
あ
る

べ
き
な
の
か
」
と
い
う
原
理
・
原
則
的
な
提
言

を
頂
き
ま
す
。

◆
特
集
２
で
は
﹃
大
塚
の
教
育
﹄
を
取
り
上
げ

ま
す
。
向
山
洋
一
氏
が
調
布
大
塚
小
で
教
務
主

任
だ
っ
た
時
代
に
作
ら
れ
た
冊
子
で
す
。

　

そ
の
「
生
活
指
導
」
の
ペ
ー
ジ
で
向
山
氏
が

強
調
し
て
い
る
の
が
「
個
性
の
尊
重
」
と
い
う

考
え
方
で
す
。
生
活
指
導
の
原
点
と
も
言
え
る

考
え
方
は
「
個
性
の
尊
重
」
で
あ
り
、
決
し
て

「
躾し

つ
け

の
強
要
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
員
に
同

じ
量
の
給
食
を
、
同
じ
時
間
で
、
同
じ
よ
う
に

食
べ
さ
せ
る
こ
と
を
無
理
強
い
す
る
指
導
と
は

対
極
に
あ
り
ま
す
。

　

理
論
に
も
実
践
に
も
造
詣
の
深
い
木
村
重
夫

氏
に
、
こ
の
﹃
大
塚
の
教
育
﹄
を
改
め
て
ひ
も

と
い
て
い
た
だ
き
、
重
要
な
諸
点
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
特
集
３
は
教
室
実
践
で
す
。
向
山
氏
の
「
お

か
わ
り
指
導
」
を
始
め
て
知
っ
た
と
き
は
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
私
た
ち
は
大
学
の
講
義
で

「
給
食
指
導
の
方
法
」
を
習
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ど
の
先
生
も
、「
自
分
が
子
供
の
と
き
に
や
っ

て
き
た
方
法
」
で
や
ろ
う
と
し
ま
す
。
少
し
マ

シ
な
先
生
は
「
前
の
学
年
の
方
法
」
を
子
供
か

ら
聞
い
て
考
え
ま
す
。
も
う
ち
ょ
っ
と
で
き
る

先
生
は
「
学
校
に
い
る
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
」
に

聞
き
に
行
っ
て
、
コ
ツ
を
学
ぼ
う
と
し
ま
す
。

で
も
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
給
食

の
時
間
は
騒
然
と
な
り
、
学
級
崩
壊
の
遠
因
に

な
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

　

向
山
氏
の
よ
う
な
プ
ロ
中
の
プ
ロ
の
方
法
を

知
り
、
ま
ず
は
ト
レ
ー
ス
し
て
み
る
こ
と
が
、

最
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
弱
肉
強
食
を
防
ぐ
向

山
型
お
か
わ
り
指
導
、
そ
の
考
え
方
の
原
理
か

ら
、
具
体
的
な
手
順
、
言
葉
掛
け
ま
で
、「
完
全

版
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
リ
ー
ダ
ー
格

で
あ
る
河
田
孝
文
氏
に
お
書
き
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
特
集
４
は
実
例
の
紹
介
で
す
。
み
ん
な
が
配

膳
台
の
前
に
並
び
、
そ
こ
に
い
る
給
食
当
番
か

ら
次
々
に
お
か
ず
を
入
れ
て
も
ら
う
、
い
わ
ゆ

る
「
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
方
式
」
で
給
食
の
配
膳

を
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
若
い
先
生
の
ク
ラ
ス

が
混
乱
し
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、「
給
食
の
机
の
配
置
は
ど
う
す

る
の
か
」「
配
膳
か
ら
お
か
わ
り
ま
で
の
流
れ
」

「
給
食
当
番
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
後
片
付
け
を
忘

れ
て
遊
び
に
行
っ
て
し
ま
う
の
を
ど
う
や
っ
て

防
げ
ば
い
い
の
か
」
そ
う
い
っ
た
様
々
な
こ
と

に
も
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
が
存
在
し
ま
す
。
ま

ず
は
先
輩
方
が
伝
え
て
き
た
よ
い
方
法
を
学
び
、

実
践
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
特
集
５
と
６
で
は
、
全
国
か
ら
特
徴
的
な
情

報
を
集
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
笑

え
な
い
給
食
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
、「
さ
す
が
に
そ

れ
は
ひ
ど
い
」
と
思
え
る
指
導
の
実
態
ま
で
、

全
国
の
実
態
の
一
端
を
皆
さ
ん
と
共
有
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
食
は
生
命
の
根
幹
で
す
。

そ
の
時
間
が
子
供
た
ち
に
と
っ
て
苦
し
み
の
時

間
に
な
る
な
ん
て
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
す
。
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
の
楽
し
い
給
食
が
毎

日
続
く
よ
う
、
教
師
も
学
び
続
け
ま
し
ょ
う
。

（
本
誌
編
集
長　

谷 

和
樹
）

イラスト：和田孝子
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1	

昔
、
給
食
で
ト
ラ
ウ
マ
に
な
っ
た

　

四
十
数
年
前
、
教
師
生
活
の
ス
タ
ー
ト
に
当

た
っ
て
ス
ト
レ
ス
が
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
、

学
習
塾
の
高
額
な
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
に
比
し
て
、

給
料
が
大
幅
減
額
に
な
る
こ
と
。

　

も
う
一
つ
は
、
ま
ず
い
給
食
を
食
べ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
。
教
師
に
な
る
に
当
た
っ
て

も
、
小
学
生
時
代
に
強
制
的
に
食
べ
さ
せ
ら
れ

た
給
食
へ
の
ト
ラ
ウ
マ
を
引
き
ず
っ
て
い
た
。

　

脱
脂
粉
乳
が
牛
乳
に
変
わ
っ
た
だ
け
で
、
一

九
七
〇
年
代
の
給
食
は
相
変
わ
ら
ず
の
味
だ
っ

た
。
ラ
フ
で
、
繊
細
さ
に
欠
け
て
い
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
。
教
育
委
員
会
時
代
に
各
区

市
や
各
学
校
の
給
食
を
味
比
べ
し
た
。
千
差
万

別
で
あ
っ
た
。
給
食
の
予
算
額
は
大
差
な
い
。

給
食
運
営
の
仕
組
み
や
関
係
者
の
努
力
で
、
い

か
よ
う
に
も
「
う
ま
い
給
食
」
を
実
現
で
き
る

と
実
感
し
た
。

　

一
九
九
九
年
、
十
年
ぶ
り
に
学
校
勤
務
に

な
っ
た
。
東
京
の
東
部
、
フ
ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
 ※

の
故
郷
、
葛
飾
区
で
あ
る
。
葛
飾
区
立
清
和
小

学
校
。
葛
飾
区
役
所
前
に
立
地
す
る
地
元
の
名

門
で
あ
る
。

　

新
年
度
、
給
食
が
始
ま
っ
た
。
聞
き
し
に
勝

る
ま
ず
い
給
食
で
あ
る
。
十
年
間
味
比
べ
を
し

て
き
て
、
五
段
階
評
価
の
一
か
二
の
レ
ベ
ル
で

あ
っ
た
。

2	

や
は
り
給
食
は
ま
ず
か
っ
た

　

六
月
の
移
動
教
室
。
夜
間
の
教
員
の
話
題
は
、

清
和
小
学
校
の
給
食
の
ひ
ど
さ
。
献
立
に
工
夫

が
な
い
、
食
器
が
二
種
類
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

手
抜
き
し
て
い
る
の
で
ス
ー
プ
に
味
が
な
い
。

小
さ
な
子
供
で
も
一
階
の
給
食
室
ま
で
食
器
を

返
し
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
給
食
の
味

付
け
が
ま
ず
い
の
で
、
ど
ん
な
に
指
導
し
て
も

大
量
の
残
菜
が
出
る
。
そ
れ
で
も
葛
飾
区
内
で

は
優
良
な
学
校
で
あ
る
。

　

特
に
、
一
年
生
で
も
食
器
を
持
っ
て
階
段
を

下
り
て
く
る
危
険
性
は
、
そ
の
と
お
り
だ
と

思
っ
た
。
他
校
で
は
、
階
段
で
転
び
、
け
が
人

ま
で
出
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

子
供
た
ち
の
代
わ
り
に
大
人
が
す
る
よ
う
早

急
に
改
め
れ
ば
い
い
が
、
長
年
、
給
食
主
事
は

食
器
の
上
げ
下
ろ
し
を
し
て
い
な
い
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

　

東
京
に
戻
り
、
翌
日
の
午
前
中
に
給
食
主
事

四
名
を
集
め
た
。
私
か
ら
、「
子
供
た
ち
の
安

全
確
保
の
た
め
に
、
明
日
か
ら
食
器
の
上
げ
下

げ
を
給
食
主
事
が
行
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
告

げ
た
。
男
性
主
事
が
「
明
日
か
ら
で
す
か
？
」

と
尋
ね
た
の
で
、「
今
日
か
ら
で
は
つ
ら
い
で

し
ょ
」
と
切
り
返
し
た
。

　

給
食
主
事
は
渋
々
了
解
し
た
が
、
私
に
反
抗

的
な
態
度
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
。
数
日
し
て
、

教
育
委
員
会
の
幹
部
が
二
人
来
校
し
た
。
食
器

の
上
げ
下
げ
に
つ
い
て
、
元
の
方
法
に
戻
し
て

も
ら
え
な
い
か
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

「
給
食
主
事
は
学
校
で
の
私
の
部
下
で
あ
る
。

所
属
長
で
あ
る
私
が
、
本
来
業
務
で
あ
る
食
器

の
上
げ
下
げ
を
指
示
し
て
は
い
け
な
い
の
か
」

と
反
論
し
た
。

　

そ
の
日
の
話
し
合
い
は
平
行
線
。
そ
の
後
、

校
長
会
で
も
話
題
に
な
っ
た
。
関
係
者
の
努
力

で
、
長
年
の
あ
し
き
慣
行
は
次
第
に
改
善
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

3	

給
食
が
変
わ
っ
た

　

紆う

余よ

曲き
ょ
く

折せ
つ

を
経
て
、
区
内
で
た
っ
た
一
校
、

清
和
小
学
校
が
給
食
の
民
間
委
託
に
な
っ
た
。

職
員
団
体
は
駅
頭
で
「
民
間
委
託
給
食
は
学
校

の
食
の
安
全
を
脅
か
す
」
と
い
う
演
説
や
反
対

署
名
活
動
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
学
区
域
の

全
家
庭
に
民
間
委
託
給
食
の
危
険
性
を
あ
お
る

ビ
ラ
を
戸
別
配
布
し
た
。

　

清
和
小
学
校
に
赴
任
し
て
、
ま
だ
十
か
月
。

土
地
鑑
も
な
く
、
葛
飾
区
内
で
知
人
も
少
な
い

私
に
と
っ
て
は
孤
独
な
戦
い
だ
っ
た
。
本
当
に

民
間
委
託
給
食
が
成
功
す
る
の
か
不
安
も
あ
っ

た
。
こ
の
時
点
で
は
、
教
職
員
や
保
護
者
も
、

他
校
の
校
長
も
「
お
手
並
み
拝
見
」
の
構
え
。

ま
さ
に「
北
風
ビ
ュ
ー
ビ
ュ
ー
」の
中
で
始
め
た
。

　

結
論
を
急
ぐ
。
民
間
委
託
給
食
で
、
清
和
小

学
校
の
給
食
は
激
変
し
た
。

ビ
フ
ォ
ー
：
皮
付
き
の
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
横

に
切
り
、
二
分
の
一
個
を
お
盆
に
ゴ
ロ
ン
。

ア
フ
タ
ー
：
皮
を
む
き
、縦
に
四
分
の
一
に
カ
ッ

ト
し
二
個
。
加
え
て
イ
チ
ゴ
を
二
個
、
小
皿

に
乗
せ
て
お
盆
に
。

○
給
食
が
劇
的
に
う
ま
く
な
っ
た
。

○
メ
ニ
ュ
ー
が
多
様
化
し
た
。

○
残
菜
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。

○
お
弁
当
給
食
、
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
、
世
界
の

味
巡
り
な
ど
を
開
始
し
た
。

○
リ
ン
ゴ
は
毎
回
ウ
サ
ギ
さ
ん
型
。

○
光
熱
水
費
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
。

○
経
費
を
大
幅
に
削
減
し
、
そ
の
費
用
で
区
内

七
十
校
の
児
童
生
徒
数
に
食
器
を
一
枚
購
入
。

○
一
食
一
円
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
し
、
給
食
回
数
を

他
校
よ
り
一
回
多
く
し
た
。

○
子
供
の
嫌
が
る
伝
統
的
な
食
文
化
「
ぬ
た
」

に
も
挑
戦
し
た
。
一
年
目
は
残
菜
が
出
た
が
、

翌
年
は
完
食
し
た
。

4	

改
善
で
き
る

　

給
食
は
、
大
人
の
努
力
で
幾
ら
で
も
う
ま
く

で
き
る
。
保
護
者
は
「
一
食
二
五
〇
円
で
こ
ん

な
に
安
く
て
助
か
る
」
と
い
う
。
こ
れ
は
誤
解

で
あ
る
。
給
食
は
一
食
八
〇
〇
円
程
度
の
費
用

が
掛
か
る
。
人
件
費
、
施
設
整
備
費
、
調
理
器

具
費
、
光
熱
水
費
、
衛
生
費
な
ど
は
税
金
で
賄

う
。
納
税
者
が
差
額
を
負
担
し
て
い
る
の
だ
。

　

利
潤
も
必
要
な
く
、
一
種
類
だ
け
の
メ

ニ
ュ
ー
で
大
量
生
産
だ
か
ら
簡
単
。
民
間
の
八

百
円
の
ラ
ン
チ
と
比
べ
る
と
努
力
が
足
り
な
い
。

　

ま
ず
い
給
食
と
格
闘
中
の
子
供
は
、
全
国
に

大
勢
い
る
。
う
ま
い
昼
飯
を
食
べ
さ
せ
て
や
り

た
い
。
笑
顔
を
作
っ
て
や
り
た
い
。
＂給
食
ト

ラ
ウ
マ
の
爺じ

い

じ
＂
と
し
て
率
直
に
そ
う
思
う
。

※ 

映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」（
松
竹　

山
田
洋
次
監
督
）
の
主
人
公
。

給食奮戦記
給食は大人の努力で改善できる。
うまい給食なら誰でも残さず食べる。
幸福な学校生活を送ることができる。

敬愛大学国際学部教授・教職センター長
全国連合小学校長会顧問

向
むこう

山
やま

 行
ゆき

雄
お

給
食
の
時
間
を
楽
し
く
（
ス
ト
レ
ス
ゼ
ロ
）
― 

子
供
を
伸
び
や
か
に
育
て
る
T
O
S
S
の
指
導
法 

―

特 集

給食は "必ず" 最後まで
食べさせるべきなのか 
― 学校給食システムへの

具体的提言 ―
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給
食
の
時
間
を
楽
し
く
（
ス
ト
レ
ス
ゼ
ロ
）
― 

子
供
を
伸
び
や
か
に
育
て
る
T
O
S
S
の
指
導
法 

―

特 集
向山洋一は学校の給食

（生活）指導をどのように
組み立てていたか

― 「大塚の教育」に見る生活
指導の根本の捉え方 ―

1	

人
間
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
行
為

　

給
食
に
ま
つ
わ
る
、
教
師
の
ひ
ど
い
行
為
が

あ
る
。
体
罰
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

「
残
菜
０
」
に
さ
せ
る
た
め
、

全
員
完
食
を
強
制
す
る
。

　

昼
休
み
・
清
掃
に
食
い
込
む

ま
で
残
し
て
食
べ
さ
せ
る
。

　

こ
れ
ら
は
「
過
度
な
強
制
」
で
あ
る
。

　

人
間
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
行
為
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
行
為
に
対
し
、
個
別
に
管
理
職
が

指
導
し
た
り
、
教
師
同
士
で
注
意
し
合
う
だ
け

で
は
不
十
分
で
あ
る
。
学
校
の
シ
ス
テ
ム
と
し

て
、
冊
子
に
明
文
化
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

東
京
都
大
田
区
立
調
布
大
塚
小
学
校
が
、
教

務
主
任
・
向
山
洋
一
氏
を
中
心
と
し
て
編
成
し

た
﹃
大
塚
の
教
育
﹄
に
は
明
文
化
さ
れ
て
い
る
。

2	

人
間
性
を
尊
重
す
る
た
め
の
﹁
躾し

つ
け

﹂

﹃
大
塚
の
教
育
﹄（
昭
和
六
十
年
度
版
）
の
中

の
「
９　

生
活
指
導
計
画
」
に
、「
生
活
指
導

の
ね
ら
い
」
が
あ
る
。

　

生
活
指
導
の
目
的
は
、
個
性
の
伸
長
、

社
会
性
の
育
成
を
図
る
こ
と
に
あ
る
。

（﹃
大
塚
の
教
育
﹄
三
二
ペ
ー
ジ
）

　

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
最
初
に
「
個
性
の
伸

長
」
が
来
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
そ
の
た
め
の
「
指
導
の
方
法
」
を
三

つ
挙
げ
て
い
る
。

　

ね
ら
い
を
達
成
す
る
た
め
に
人
間
性
を

尊
重
す
る
こ
と
、
可
能
性
を
発
揮
さ
せ
る

こ
と
、
環
境
に
児
童
を
適
用
さ
せ
て
い
く

な
ど
の
指
導
を
行
う
。

　

給
食
指
導
も
ま
た
、「
個
性
の
伸
長
」
の
た

め
の
指
導
で
あ
り
、
第
一
に
「
人
間
性
を
尊
重

す
る
こ
と
」
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
給
食

を
吐
く
ま
で
食
べ
さ
せ
る
行
為
は
、
こ
う
し
た

根
本
理
念
に
反
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

﹃
大
塚
の
教
育
﹄
は
、
具
体
的
に
「
躾
」
と
称

す
る
過
度
な
指
導
を
取
り
上
げ
る
。

　

躾
は
き
ち
ん
と
指
導
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
そ
れ
は
「
忘
れ
物
を
す
る
」

な
ど
の
だ
ら
し
な
さ
が
、
個
性
の
伸
長
等

に
妨
げ
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

従
っ
て
躾
は
段
階
を
ふ
ま
え
、
準
備
を

し
て
す
る
必
要
が
あ
る
。
過
度
に
高
い
水

準
を
実
態
を
ふ
ま
え
ず
、
一
律
に
強
い
る

こ
と
は
行
わ
な
い
。
例
え
ば
、
体
罰
、
授

業
中
・
掃
除
時
間
に
く
い
こ
む
食
事
の
強

制
、
学
校
に
来
る
の
が
い
や
に
な
る
ほ
ど

の
指
導
は
行
わ
な
い
。
そ
れ
に
か
わ
る
よ

い
方
法
を
検
討
し
実
施
す
る
。

（﹃
大
塚
の
教
育
﹄
三
二
ペ
ー
ジ
）

「
体
罰
、
授
業
中
・
掃
除
時
間
に
く
い
こ
む
食

事
の
強
制
、
学
校
に
来
る
の
が
い
や
に
な
る
ほ

ど
の
指
導
」
へ
の
強
力
な
「
抑
止
力
」
で
あ
る
。

3	

毎
日
の
指
導
に
溶
か
し
込
む

　

給
食
指
導
で
「
学
校
に
来
る
の
が
い
や
に
な

る
ほ
ど
の
指
導
は
行
わ
な
い
」
と
明
文
化
す
る

だ
け
で
は
足
り
な
い
。
日
々
の
給
食
を
楽
し
い

時
間
に
し
た
い
。﹃
大
塚
の
教
育
﹄
に
は
、
そ

こ
ま
で
明
記
し
て
あ
る
。

「
給
食
指
導
計
画　

月
別
指
導
計
画
」
を
読
ん

で
み
る
。
多
く
の
学
校
と
は
違
う
「
指
導
事
項
」

が
載
っ
て
い
る
。

「
残
さ
な
い
で
食
べ
よ
う
」
で
は
な
い
。

７
月
の
指
導
事
項

「
き
ら
い
な
物
で
も
少
し
ず
つ

　

食
べ
る
。」

（﹃
大
塚
の
教
育
﹄
五
六
ペ
ー
ジ
）

「
き
ら
い
な
も
の
」
が
あ
っ
て
も
よ
い
。「
少

し
ず
つ
」
で
よ
い
か
ら
食
べ
る
こ
と
を
勧
め
る
。

　

向
山
氏
は
言
う
。

　

自
分
の
体
で
す
か
ら
、
食
べ
ら
れ
な
い

食
品
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ア
レ
ル

ギ
ー
症
と
い
っ
て
、
卵
な
ど
食
べ
る
と
だ

め
と
か
、
そ
の
場
合
は
、
お
家
の
人
に
書

い
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
し
て
も

食
べ
ら
れ
な
い
も
の
が
、
中
に
は
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
、
ほ
ん
の

ち
ょ
っ
と
食
べ
れ
ば
、
後
は
残
し
て
も
構

い
ま
せ
ん
。
た
だ
全
部
食
べ
な
い
と
言
う

の
で
は
、
本
人
の
体
の
た
め
に
な
ら
な
い

で
す
か
ら
、
少
し
努
力
し
て
み
て
下
さ
い
。

（﹃
学
級
経
営
の
急
所
﹄
向
山
洋
一
著　

明
治
図
書
）

　

給
食
の
月
目
標
の
中
に
、「
人
間
性
の
尊
重
」

の
思
想
が
溶
か
し
込
ま
れ
て
い
る
。

「
静
か
に
食
べ
よ
う
」
で
は
な
い
。

１
月
の
指
導
事
項

「
小
さ
な
声
で
楽
し
く
お
話
を

　

し
よ
う
。」

（﹃
大
塚
の
教
育
﹄
五
六
ペ
ー
ジ
）

　

あ
ち
こ
ち
で
小
さ
な
会
話
が
生
ま
れ
、
笑
顔

が
生
ま
れ
る
教
室
風
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。

　

私
は
給
食
時
の
後
半
に
「
ク
イ
ズ
係
」「
読

み
聞
か
せ
係
」「
お
笑
い
係
」
な
ど
の
活
動
を

さ
せ
た
こ
と
が
あ
る
。
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

し
か
し
、
中
に
は
興
奮
し
た
り
、
大
声
に
な
る

子
も
い
た
。
私
は
﹃
大
塚
の
教
育
﹄
の
「
小
さ

な
声
で
」
と
い
う
箇
所
を
読
み
落
と
し
て
い
た
。

﹃
大
塚
の
教
育
﹄
を
読
め
ば
、
＂子
供
を
人
間

と
し
て
尊
重
す
る
思
想
＂
が
学
校
の
教
育
課
程

に
溶
か
し
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

『大塚の教育』は給食指導
の中にも「人間性の尊重」を
溶かし込み、明文化していた
「残して食べさせる」「無理矢理食べさせる」非人間的な行為への
強力な抑止力として機能していた幸福な学校生活を送る。

東京都・日本文化大学講師

木
き

村
むら

 重
しげ

夫
お

※ 

﹃
大
塚
の
教
育
﹄
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
師
の
研け
ん

鑽さ
ん

用
に
、

 

「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
内
部
資
料
」
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。
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１	

平
等
な
給
食
時
間
を
保
証
す
る
シ
ス
テ
ム

　

楽
し
い
給
食
時
間
の
条
件
は
、
次
で
あ
る
。

　

全
員
が
、
食
べ
た
い
だ
け
食
べ
ら
れ
る
。

　

全
員
が
、
食
べ
ら
れ
る
分
だ
け
食
べ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
食
に
合
わ
せ
た
分
量
を
保
証
す

る
た
め
に
は
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
実
現
す
る
の
が
「
向
山
型
お
か
わ
り

シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
。

︿
原
則
１
﹀
準
備
は
子
供
が
す
る

︿
原
則
２
﹀
お
か
ず
は
少
な
め
に
配
膳
す
る

「
お
か
ず
は
、
少
な
め
に
し
な
さ
い
。
余
っ
た

ら
、
先
生
が
調
整
し
ま
す
」

︿
原
則
３
﹀
給
食
当
番
に
バ
イ
ア
ス
を
か
け
る
 ※

「
多
く
入
れ
て
し
ま
っ
て
不
足
し
た
ら
、
給
食

係
の
人
の
分
で
調
整
し
ま
す
よ
」

︿
原
則
４
﹀
担
任
が
調
整
す
る

「
い
た
だ
き
ま
す
」
の
直
後
に
言
う
。

①　

同
じ
班
の
人
と
比
べ
て
、
少
な
い
と
思
う

人
は
、
出
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

②　

も
っ
と
欲
し
い
と
思
う
人
、
出
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
。

※　

大
盛
り
で
出
て
き
た
子
に
は
、
少
し
だ
け

入
れ
て
や
る
。

※　

メ
ガ
盛
り
で
出
て
き
た
子
は
、
逆
に
減
ら

し
て
や
る
。

　

以
上
が
、「
い
た
だ
き
ま
す
」
直
後
の
量
の

微
調
整
で
あ
る
。
平
等
の
た
め
の
調
整
で
あ
る
。

　

次
は
、
給
食
中
盤
、
そ
ろ
そ
ろ
食
べ
終
わ
る

子
が
出
て
き
た
と
き
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

︿
原
則
５
﹀
お
か
わ
り
は
、
原
則
一
回

「
ど
れ
で
も
い
い
で
す
が
、
お
か
わ
り
は
一
回

だ
け
で
す
」

︿
原
則
６
﹀
希
望
者
複
数
の
と
き
は
ジ
ャ
ン
ケ

　
　
　
　

  

ン

「
取
り
合
い
の
と
き
は
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
す
」

　

こ
こ
で
、
向
山
氏
は
、
次
の
メ
ニ
ュ
ー
を
例

に
、
お
か
わ
り
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
て
い
る
。

「
残
っ
て
い
る
の
は
、
次
の
四
品
。

・
牛
乳 

二
箱

・
パ
ン 

一
個

・
ぶ
ど
う 

三
十
粒

・
ワ
ン
タ
ン 

か
な
り
」

︿
原
則
７
﹀
お
か
わ
り
は
汁
物
か
ら

　

汁
物
か
ら
す
る
理
由
は
、「
教
師
が
調
整
で

き
る
か
ら
」
で
あ
る
。

　

牛
乳
や
パ
ン
な
ど
は
、
数
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
か
ら
始
め
て
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
さ
せ
る

と
、
負
け
た
子
が
汁
物
に
交
じ
る
こ
と
に
な
る

の
だ
。

　

担
任
が
注
意
深
く
見
て
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う

な
不
正
は
防
げ
る
が
、
こ
れ
を
シ
ス
テ
ム
と
し

て
ズ
ル
を
生
ま
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
向
山
型
で
あ
る
。

︿
原
則
８
﹀
汁
物
は
少
し
残
し
て
お
く

「
ほ
ん
の
少
し
」
の
汁
物
は
、
様
々
な
子
へ
の

配
慮
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、ト
イ
レ
に
行
っ
て
い
た
子
が
、帰
っ

て
き
た
と
き
、「
ほ
ん
の
少
し
」
か
ら
、
お
か

わ
り
を
も
ら
え
る
こ
と
に
な
る
。

︿
原
則
９
﹀
固
体
の
も
の
は
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン

　

パ
ッ
ク
牛
乳
、
ぶ
ど
う
な
ど
の
固
体
の
も
の

は
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
取
り
合
い
を
す
る
。

　

負
け
た
ら
も
ら
え
な
い
。
公
正
で
あ
る
。

︿
原
則
10
﹀
分
割
可
能
な
も
の
は
分
け
る

　

例
え
ば
、
パ
ン
一
個
に
希
望
が
二
人
の
と
き

は
、
半
分
に
し
て
や
る
。

　

平
等
で
あ
る
。

︿
原
則
11
﹀
お
か
わ
り
は
分
量
限
定

　

向
山
型
に
は
、
食
の
強
い
子
へ
の
配
慮
も
行

き
届
い
て
い
る
。

　

そ
の
配
慮
は
、
先
ほ
ど
の
「
ほ
ん
の
少
し
の

汁
物
」
で
あ
る
。

「
全
部
食
べ
終
わ
っ
た
人
は
、
残
っ
て
い
る
も

の
を
お
か
わ
り
し
て
い
い
で
す
。
た
だ
し
、
お

た
ま
に
一
杯
で
す
」

　

更
に
食
べ
た
い
子
は
、
お
た
ま
一
杯
で
底
の

底
ま
で
さ
ら
っ
て
い
く
。

　

食
の
細
い
子
も
強
い
子
も
、
胃
袋
と
満
腹
中

枢
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

大
抵
の
給
食
指
導
に
は
、
こ
の
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
は
な
い
。

　

余
り
が
あ
れ
ば
、
即
ジ
ャ
ン
ケ
ン
。

　

負
け
た
ら
次
の
余
り
物
に
移
る
。

　

欲
し
い
物
が
あ
れ
ば
、
力
の
強
い
子
、
発
言

力
の
あ
る
子
が
望
み
ど
お
り
と
な
る
。

　

弱
肉
強
食
の
世
界
で
あ
る
。

　

ク
ラ
ス
が
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
と
、
次

の
よ
う
な
こ
と
も
起
こ
り
う
る
。

　

力
の
強
い
子
が
、
弱
い
子
か
ら
デ
ザ
ー
ト
を

ぶ
ん
ど
る
。

「
人
の
も
の
ま
で
取
り
ま
せ
ん
」
と
注
意
す
れ

ば
、
次
の
よ
う
な
言
い
訳
が
返
っ
て
く
る
。

「
〇
〇
君
が
、
い
ら
な
い
と
言
い
ま
し
た
」

　

〇
〇
君
は
、
言
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

気
が
付
い
た
ら
、
ボ
ス
の
皿
に
人
気
の
お
か

ず
が
て
ん
こ
盛
り
状
態
の
と
き
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
力
技
で
な
く
回
避
す
る

の
が
向
山
型
お
か
わ
り
シ
ス
テ
ム
な
の
で
あ
る
。

２	

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
シ
ス
テ
ム
を
導
入

　

本
校
は
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
給
食
で
あ
る
。
毎

日
全
校
児
童
が
集
ま
っ
て
食
べ
る
。
縦
割
り
班

ご
と
に
割
り
当
て
ら
れ
た
給
食
当
番
が
準
備
を

す
る
。
各
班
一
〜
六
年
生
数
名
が
当
番
を
務
め

る
。
全
学
年
が
集
ま
る
の
で
、
食
の
量
も
様
々

バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
。
こ
こ
に
向
山
型
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
。
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
現
状
に
合
わ

せ
て
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
量
は
、
ど
う
す
る
か
。

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
座
席
は
、
月
ご
と
に
固
定
さ

れ
て
い
る
。
テ
ー
ブ
ル
の
座
席
に
ビ
ニ
ル
テ
ー

プ
で
作
っ
た
名
札
を
貼
る
。
名
札
に
は
、学
年
・

名
前
と
大
・
中
・
小
の
ど
れ
か
が
明
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
給
食
の
量
で
あ
る
。
給
食
当

番
は
、
こ
れ
を
見
て
給
食
を
盛
る
。
こ
こ
だ
け

押
さ
え
て
、
向
山
型
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。

給
食
の
準
備
も
お
か
わ
り
も
後
片
付
け
も
、
時

間
内
に
ス
ム
ー
ズ
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

誰もが満足する
平等で優しいシステム
給食の時間は、クラスの状態が最も分かる時間である。
逆に、給食時間を制することができれば、クラスは安定する。
向山型おかわり指導は、そのための優れたシステムである。

給
食
の
時
間
を
楽
し
く
（
ス
ト
レ
ス
ゼ
ロ
）
― 

子
供
を
伸
び
や
か
に
育
て
る
T
O
S
S
の
指
導
法 

―

特 集

山口県下関市立楢崎小学校

河
かわ

田
た

 孝
たか

文
ふみ

弱肉強食を防ぐ向山型
おかわり指導手順「完全版」
― 食べ物の恨みは恐ろしい
……？　子供たちがニコニコ
する向山型おかわり
マニュアル ―

※ 

こ
こ
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
圧
力
を
掛
け
、
責
任
を
も
た
せ
る
意
味
。
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3

　

給
食
で
よ
く
あ
る
ト
ラ
ブ
ル
。
長
い
列
が
で

き
て
し
ま
い
、
騒
が
し
く
な
る
。
並
ん
で
い
る

間
に
も
め
ご
と
が
起
こ
る
。
目
の
前
で
盛
る
の

で
、多
い
少
な
い
の
文
句
が
出
る
。教
師
に
と
っ

て
も
、
子
供
に
と
っ
て
も
ス
ト
レ
ス
な
状
況
で

あ
る
。

１	

﹁
レ
ス
ト
ラ
ン
方
式
﹂
と
は
？

　

給
食
当
番
が
配
膳
す
る
方
式
で
あ
る
。

　

待
っ
て
い
る
子
は
、
座
っ
て
待
っ
て
い
る
。

配
膳
中
、
ク
ラ
ス
全
体
を
レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う

に
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に
す
る
イ
メ
ー
ジ
だ
。

「
レ
ス
ト
ラ
ン
方
式
」
に
対
す
る
も
の
と
し
て
、

「
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
方
式
」
が
あ
る
。
み
ん
な

が
配
膳
台
の
前
に
並
び
、
給
食
当
番
か
ら
次
々

に
お
か
ず
を
入
れ
て
も
ら
う
方
式
だ
。

　

結
論
か
ら
言
う
と
、「
レ
ス
ト
ラ
ン
方
式
」

の
方
が
、
圧
倒
的
に
ス
ム
ー
ズ
で
、
落
ち
着
い

て
配
膳
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
レ
ス
ト
ラ
ン
方
式
」
を
実
践
す
る
上
で
の
ポ

イ
ン
ト
を
十
二
個
に
ま
と
め
た
（
学
校
の
実
態

に
合
わ
せ
て
、
一
部
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
る
）。

２	

﹁
レ
ス
ト
ラ
ン
方
式
﹂
ポ
イ
ン
ト
12

（
１
）
机
の
配
置
は
ど
う
す
る
か
？

　

四
〜
五
人
で
一
つ
の
島
を
作
り
、
向
か
い
合

わ
せ
る
。
島
と
島
の
間
は
、
当
番
が
通
れ
る
よ

う
に
空
け
て
お
く
。
島
を
壁
に
寄
せ
て
お
く
と

喧け
ん

騒そ
う

が
分
散
さ
れ
る
。

　

こ
の
と
き
、
配
膳
台
は
真
ん
中
に
置
い
て
お

き
た
い
。
全
て
の
机
に
最
短
距
離
で
配
膳
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
（
勤
務
校
は
配
膳
台
の
位

置
が
決
ま
っ
て
い
る
。
写
真
の
よ
う
に
な
っ
た
）。

（
２
）
給
食
当
番
の
出
発
時
間
は
？

　

十
二
時
二
十
分
頃
と
決
め
て
い
る
。
十
二
時

十
五
分
に
授
業
が
終
わ
る
の
で
、
五
分
で
給
食

の
準
備
と
当
番
の
身
支
度
を
行
う
。

（
３
）
遅
れ
て
く
る
子
を
ど
う
す
る
か
？

　

基
本
、
待
た
な
い
。
そ
の
場
に
応
じ
て
、
歩

く
の
を
遅
く
し
た
り
、
途
中
で
止
ま
っ
て
列
を

整
え
た
り
し
て
、
時
間
調
整
を
す
る
。

（
４
）
食
缶
の
配
置
を
ど
う
す
る
か
？

　

奥
か
ら
、
①
ト
レ
ー　

②
ご
飯
（
パ
ン
）　

③
お
か
ず
小　

④
お
か
ず
大　

と
な
っ
て
い
る
。

給
食
当
番
が
ト
レ
ー
を
持
ち
、
盛
ら
れ
た
ご
飯

や
お
か
ず
を
ト
レ
ー
の
上
に
置
い
て
い
く
。

（
５
）
ど
こ
か
ら
配
る
か
？

　

廊
下
側
の
一
番
前
の
席
か
ら
配
る
。
次
は
そ

の
隣
の
席
。
前
か
ら
順
々
に
置
き
、
な
る
べ
く

一
方
通
行
で
配
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

（
６
）
盛
り
付
け
る
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

「
少
な
め
に
盛
る
」
こ
と
を
指
導
し
て
い
る
。

多
め
に
盛
っ
て
足
り
な
く
な
る
と
、
調
整
に
時

間
が
掛
か
っ
て
し
ま
う
。

（
７
）
余
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
？

　

基
本
は
児
童
の
お
か
わ
り
で
、
余
り
が
な
く

な
る
。
教
師
が
配
り
に
行
く
こ
と
も
あ
る
。

（
８
）
い
た
だ
き
ま
す
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？

　

最
後
の
席
ま
で
配
り
終
わ
っ
た
と
き
。
私
の

学
級
で
は
、「
い
た
だ
き
ま
す
当
番
」
を
作
り
、

給
食
当
番
が
着
替
え
終
わ
る
の
を
待
た
ず
に
、

号
令
を
掛
け
さ
せ
て
い
る
。
空
白
を
作
ら
な
い
。

（
９
）
ご
ち
そ
う
さ
ま
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
？

　

十
二
時
五
十
五
分
と
決
め
て
い
る
。
食
べ
る

時
間
は
、
二
十
分
程
度
と
な
る
。

（
10
）
誰
か
ら
片
付
け
る
か
？

　

食
べ
終
わ
っ
た
子
か
ら
片
付
け
る
。
学
校
の

規
則
で
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
ご
ち
そ
う
さ
ま
の

前
に
片
付
け
さ
せ
た
方
が
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
。

　

食
べ
終
わ
っ
た
子
の
お
皿
を
、
教
師
が
片
付

け
、
担
当
の
当
番
の
机
に
置
く
と
い
う
実
践
も

あ
る
。
教
師
が
「
ウ
ェ
イ
タ
ー
」
に
な
る
こ
と

で
、
片
付
け
の
混
乱
を
防
ぐ
。
当
番
の
子
が
仕

事
を
忘
れ
な
い
工
夫
に
も
な
る
。

（
11
）
片
付
け
終
わ
っ
た
子
は
何
を
す
る
か
？

　

勤
務
校
に
は
、「
歯
磨
き
タ
イ
ム
」
と
い
う

も
の
が
あ
る
の
で
、
片
付
け
終
わ
っ
た
子
か
ら

机
を
下
げ
、
歯
磨
き
の
準
備
を
す
る
。

（
12
）
食
べ
る
の
が
遅
い
子
は
ど
う
す
る
か
？

　

時
間
に
な
っ
た
ら
、
残
さ
せ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
決
し
て
無
理
に
完
食
さ
せ
な
い
。
あ
と

少
し
食
べ
た
い
と
い
う
子
に
は
、「
配
膳
台
の

周
り
が
、
片
付
け
て
い
る
子
で
混
ん
で
い
る
と

き
」
は
食
べ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

	

﹁
レ
ス
ト
ラ
ン
方
式
﹂
は

	

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
で
き
る

「
レ
ス
ト
ラ
ン
方
式
」
は
、
誰
で
も
、
ど
こ
で

も
追
試
可
能
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
学
校
の
規

則
、
ク
ラ
ス
の
実
態
に
合
わ
せ
て
、
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
で
き
る
。
私
自
身
も
、
毎
年
新
た
な

工
夫
を
追
加
し
て
い
る
。
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
で

楽
し
い
給
食
の
時
間
に
す
る
た
め
に
、
日
々
シ

ス
テ
ム
を
改
善
し
て
い
き
た
い
。

ちょっとした工夫が、
ストレスフリーの楽しい
給食の時間をもたらす
「レストラン方式」でスムーズな配膳を。

神奈川県横浜市立美しが丘西小学校

水
みず

本
もと

 和
かず

希
き

トラブル激減
レストラン型配膳指導のコツ
― 机の配置は？　配膳の
手順は？　当番があと片付
けを忘れないコツは？ ―

給
食
の
時
間
を
楽
し
く
（
ス
ト
レ
ス
ゼ
ロ
）
― 

子
供
を
伸
び
や
か
に
育
て
る
T
O
S
S
の
指
導
法 

―

特 集
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本
校
の
給
食
は
、
非
常
に
恵
ま
れ
て

い
る
。
自
校
で
給
食
を
作
っ
て
い
る
か

ら
だ
。
い
つ
も
温
か
い
給
食
を
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

全
校
的
に
は
、
ラ
ー
メ
ン
、
カ
レ
ー
、

ビ
ビ
ン
バ
が
人
気
で
あ
る
。
特
に
ラ
ー

メ
ン
は
、
自
校
給
食
で
あ
る
か
ら
こ
そ

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
。
北
海
道
の

ラ
ー
メ
ン
は
、全
国
的
に
も
有
名
で
あ
る
。 　

私
の
学
級
で
は
、
マ
ー
ボ
ー
豆
腐
や

炒い

り
豆
腐
な
ど
の
豆
腐
料
理
、
ジ
ン
ギ

ス
カ
ン
、
野
菜
の
お
ひ
た
し
が
人
気
で

あ
る
。時
に
は
ア
イ
ス
が
デ
ザ
ー
ト
と
し

て
出
る
こ
と
も
あ
る
。
児
童
会
の
活
動

に
よ
り
、
デ
ザ
ー
ト
を
選
べ
る
日
も
あ

る
。
作
る
人
が
身
近
に
い
る
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
栄
養
教
諭
が
い

て
、
子
供
の
様
子
を
見
に
来
て
く
れ
る
。

　

以
前
勤
め
て
い
た
ほ
か
の
市
は
、
セ

ン
タ
ー
給
食
で
味
も
今
一
歩
で
あ
っ
た
。

＂地
元
の
食
材
を
＂
と
い
う
気
持
ち
は

分
か
る
が
、
工
夫
の
な
い
か
ぼ
ち
ゃ
や
、

牛
乳
を
練
り
込
ん
だ
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
出

た
。
味
は
さ
ほ
ど
悪
く
は
な
い
の
だ
が
、

色
が
真
っ
黄
色
、
真
っ
白
な
の
で
あ
る
。

子
供
た
ち
は
、
ま
ず
見
た
目
か
ら
拒
否

反
応
を
示
す
。
ま
た
、
も
ち
米
の
産
地

で
も
あ
り
、
赤
飯
も
出
た
。
た
だ
、
一

人
一
パ
ッ
ク
あ
る
の
だ
。
子
供
は
食
べ

切
れ
な
い
、
し
か
も
、
味
付
け
も
薄
い
。

　

給
食
費
未
納
が
多
い
せ
い
か
、
財
政

が
厳
し
い
地
域
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も

推
測
で
あ
る
が
、
そ
の
し
わ
寄
せ
が
メ

ニ
ュ
ー
に
も
現
れ
た
の
だ
ろ
う
。
時
期

に
よ
っ
て
は
品
数
が
減
る
。

　

同
じ
北
海
道
で
も
、
ど
こ
で
、
ど
の

よ
う
に
作
る
か
の
差
が
大
き
い
。

１　

地
元
の
食
材
メ
ニ
ュ
ー

　

勤
務
す
る
名
取
市
の
食
材
と
い
え
ば
、

小
松
菜
・
き
ゅ
う
り
・
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ

で
あ
る
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
と
地
元
の
農
家
が
連

携
し
て
、
採
れ
た
て
で
新
鮮
な
こ
れ
ら

の
野
菜
を
給
食
で
提
供
し
て
い
る
。

「
小
松
菜
の
お
ひ
た
し
」
は
、
シ
ャ
キ

シ
ャ
キ
と
し
た
歯
応
え
が
心
地
良
い
。

「
き
ゅ
う
り
の
ご
ま
漬
け
」
は
、
味
が

染
み
て
い
て
、
ご
ま
の
香
り
が
食
欲
を

そ
そ
る
。「
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
の
ス
ー
プ
」

は
、
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
が
中
華
風
の
味
付

け
の
ス
ー
プ
に
よ
く
合
う
。

　

野
菜
の
苦
手
な
子
供
た
ち
も
、
お
い

し
い
と
言
っ
て
食
べ
て
い
る
。
残
食
も

少
な
い
。

　

住
ん
で
い
る
地
域
の
食
材
を
食
べ
る

「
地
産
地
消
」
が
良
い
の
で
あ
る
。

２　

世
界
の
食
文
化
紹
介
メ
ニ
ュ
ー

　

以
前
勤
務
し
た
自
治
体
で
、
世
界
の

食
文
化
を
紹
介
し
よ
う
と
、
外
国
の
メ

ニ
ュ
ー
が
給
食
に
出
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
聞
い
た
こ
と

も
食
べ
た
こ
と
も
な
い
メ
ニ
ュ
ー
で
あ

る
。

　

例
え
ば
、
ロ
シ
ア
の
「
ボ
ル
シ
チ
」。

ス
パ
イ
ス
が
効
き
す
ぎ
て
い
て
、
子
供

た
ち
に
は
不
評
だ
っ
た
。
中
国
の
「
ラ

イ
チ
」。
味
を
苦
手
と
す
る
子
が
多
か
っ

た
。

　

食
文
化
を
学
ぶ
こ
と
は
大
切
だ
。
し

か
し
、
子
供
の
舌
に
合
っ
た
味
付
け
を

す
る
べ
き
だ
と
思
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
子
供
た
ち
に
は
無
理
に

食
べ
な
く
て
も
よ
い
と
指
示
し
た
。

１
「
地
産
地
消
」
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー

　

淡
路
島
で
は
、
地
元
で
と
れ
た
や
野

菜
や
魚
介
類
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
が
給

食
に
出
る
。
淡
路
産
の
玉
ね
ぎ
を
使
っ

た
料
理
や
、
味
付
け
の
り
が
出
る
の
だ
。

　

そ
の
地
域
で
捕
れ
た
魚
は
、
鮮
度
が

高
く
、
や
は
り
お
い
し
い
。
先
日
は
、

「
ハ
モ
の
天
ぷ
ら
」
が
出
た
。
子
供
た

ち
に
、
ハ
モ
は
高
級
魚
で
あ
る
こ
と
、

滅
多
に
食
べ
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
の
話

を
す
る
と
、
ど
の
子
も
残
さ
ず
食
べ
て

い
た
。「
地
産
地
消
」
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

子
供
た
ち
に
人
気
が
あ
る
。

２　

常
軌
を
逸
し
た
「
主
食
の
量
」

　

メ
ニ
ュ
ー
で
は
な
い
が
、
主
食
の
量

が
あ
り
得
な
い
ほ
ど
多
い
。

　

御
飯
の
量
は
、
大
人
の
茶ち

ゃ

碗わ
ん

ほ
ど
の

大
き
さ
が
あ
る
お
椀
に
、
山
盛
り
に
し

て
も
余
る
ほ
ど
多
い
。
コ
ッ
ペ
パ
ン
の

大
き
さ
は
、
子
供
の
顔
の
長
さ
と
同
じ

ぐ
ら
い
大
き
い
。
ど
ち
ら
も
、
教
師
で

さ
え
食
べ
る
の
に
苦
戦
す
る
ほ
ど
の
量

で
あ
る
。
し
か
も
、
主
食
の
量
が
多
い

の
に
対
し
、
お
か
ず
の
量
が
圧
倒
的
に

少
な
い
。

　

ふ
り
か
け
や
ジ
ャ
ム
な
ど
、
御
飯
や

パ
ン
を
味
付
け
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど

出
な
い
た
め
、
主
食
を
残
す
子
が
多
数

出
る
。
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
あ
る
。

　

こ
の
事
実
は
各
学
校
別
に
調
査
さ
れ
、

「
残
食
を
減
ら
し
て
く
だ
さ
い
」
と
給

食
セ
ン
タ
ー
か
ら
通
達
が
入
る
。
結
果
、

「
残
さ
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
子
供
に

負
荷
の
掛
か
る
給
食
指
導
が
始
ま
る
。

「
残
食
を
減
ら
し
た
け
れ
ば
、
子
供
に

合
っ
た
量
に
見
直
す
べ
き
で
あ
る
」
と

声
を
大
に
し
て
言
い
た
い
。

給
食
の
時
間
を
楽
し
く
（
ス
ト
レ
ス
ゼ
ロ
）
― 

子
供
を
伸
び
や
か
に
育
て
る
T
O
S
S
の
指
導
法 

―

特 集

どこで作るかで
味が変わる
誰が作るのか、どこで作るのか、
どこのものを使うのかでおいしさが大きく変わる。
この差は、子供にとって極めて大きい。

地元の食材を給食で
食べてほしい
住んでいる地域の食材は新鮮でおいしい。
子供たちにも人気がある。しかし、食べ慣れない
外国のメニューは、子供たちに不評であった。

おいしくて適量
ならば、子供は
給食を残さない！
当たり前のことが当たり前でない「非常識な給食」が、
子供の負担を増やす。

北海道旭川市立東光小学校

片
かた

山
やま

 育
いく

男
お

宮城県名取市立高館小学校

森
もり

元
もと

 智
とも

博
ひろ

兵庫県洲本市立洲本第一小学校

堀
ほり

田
た

 和
かず

秀
ひで

子供大好き給食メニューと
ありえない給食メニュー

子供大好き給食メニューと
ありえない給食メニュー

子供大好き給食メニューと
ありえない給食メニュー

　

東
京
都
の
特
に
区
部
は
、
自
校
で
調

理
さ
れ
て
い
る
学
校
が
多
い
。
栄
養
士

も
毎
日
勤
務
し
て
い
る
。
民
間
会
社
が

調
理
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
一
層
お
い

し
く
な
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。

　

私
の
勤
務
す
る
足
立
区
の
教
育
委
員

会
に
は
、「
お
い
し
い
給
食
担
当
」
と

い
う
部
署
が
あ
り
、
十
年
前
か
ら
、「
天

然
だ
し
」
な
ど
、お
い
し
さ
に
こ
だ
わ
っ

た
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。
レ
シ
ピ
本

ま
で
市
販
さ
れ
、
全
国
か
ら
の
視
察
も

絶
え
な
い
。

　

現
任
校
は
今
年
度
七
月
ま
で
の
六
十

二
回
の
給
食
の
う
ち
、
四
十
三
回
の
主

食
が
米
飯
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
複

数
回
出
さ
れ
た
の
は
、
単
な
る
「
白
飯
」

が
九
回
、「
麦
入
り
御
飯
」
が
五
回
、「
ツ

ナ
御
飯
」
が
二
回
だ
け
で
あ
る
。
残
り

の
二
十
七
回
は
全
て
別
の
「
御
飯
給
食
」

で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、「
メ
キ
シ
カ
ン
ピ
ラ

フ
」「
ね
ぎ
塩
豚
丼
」「
カ
ル
ビ
チ
ャ
ー
ハ

ン
」「
ガ
パ
オ
ラ
イ
ス
」。
米
飯
以
外
の
主

食
も
多
彩
だ
。「
ビ
ー
ン
ズ
ド
ッ
グ
」「
ピ

ザ
ト
ー
ス
ト
」「
は
ち
み
つ
レ
モ
ン
ト
ー
ス

ト
」「
ご
ま
だ
れ
サ
ラ
ダ
う
ど
ん
」「
ジ
ャ
ー

ジ
ャ
ー
麺
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

　

都
内
の
仲
間
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

不
人
気
な
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
豆
類
が
多

か
っ
た
。
御
飯
、
ス
ー
プ
、
サ
ラ
ダ
に

入
っ
て
い
る
豆
だ
け
を
避
け
る
子
が
、

少
な
か
ら
ず
い
る
。
ま
た
、
酸
っ
ぱ
い

も
の
も
不
人
気
な
よ
う
だ
。

　

あ
り
え
な
い
献
立
情
報
は
、
市
部
セ

ン
タ
ー
給
食
か
ら
「
手
作
り
い
ち
ご
カ

ス
タ
ー
ド
」。
パ
ン
に
付
け
る
た
め
に

出
た
が
、
温
か
く
て
「
気
持
ち
悪
か
っ

た
」
と
の
こ
と
。

東京都区部は恵まれ
ている＆豆料理と
酸っぱい料理は不人気傾向
４か月の米飯給食43回で30種のレパートリー。
足立区の給食はすごい。

東京都足立区立弥生小学校

桜
さくら

木
ぎ

 泰
たい

自
じ

子供大好き給食メニューと
ありえない給食メニュー
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給
食
の
時
間
を
楽
し
く
（
ス
ト
レ
ス
ゼ
ロ
）
― 

子
供
を
伸
び
や
か
に
育
て
る
T
O
S
S
の
指
導
法 

―

特 集

給食指導は
子供の一生を変える
ダウン症の子は拒食症になり、
自閉スペクトラム症の子は泣き叫ぶ。

兵庫県篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

 雅
まさ

樹
き

＜こんなにひどい＞
子供を壊す
給食指導の実態

＜こんなにひどい＞
子供を壊す
給食指導の実態

１ 

ダ
ウ
ン
症
の
子
の
事
例

　

息
子
（
ダ
ウ
ン
症
）
が
小
四
の
夕
食

時
、
急
に
「
よ
ー
い
ド
ン
」
と
カ
タ
コ

ト
の
言
葉
で
言
い
、
飲
み
物
・
御
飯
・

お
か
ず
を
か
き
込
み
、
空
食
器
を
見
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
家
で
教
え
た
こ
と
は
な
い
。
給
食
し

か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
数
か
月
後
、

息
子
は
好
き
な
唐
揚
げ
だ
け
を
食
べ
る

固
食
と
な
っ
た
。
そ
の
後
何
も
食
べ
な

く
な
り
、
鼻
か
ら
の
チ
ュ
ー
ブ
で
の
栄

養
補
給
を
し
て
い
た
が
、
病
気
に
な
り

他
界
し
た
。
も
ち
ろ
ん
給
食
が
原
因
と

は
断
言
で
き
な
い
が
、
き
っ
か
け
に
は

な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
頑
固
な
ダ
ウ

ン
症
の
子
に
嫌
い
な
物
を
無
理
強
い
し
、

拒
食
に
な
っ
た
例
は
結
構
あ
る
。

２ 

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
子
の
事
例

　

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
子
が
特
別

支
援
学
級
か
ら
私
の
ク
ラ
ス
へ
交
流
に

来
て
い
た
。
そ
の
子
は
感
覚
過
敏
で
、

牛
乳
が
飲
め
な
か
っ
た
。
特
別
支
援
学

級
の
担
任
は
何
と
か
こ
の
子
に
牛
乳
を

飲
ま
そ
う
と
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
物
に

牛
乳
を
掛
け
て
食
べ
さ
せ
て
い
た
。
あ

る
日
、
焼
き
魚
に
牛
乳
を
掛
け
て
食
べ

さ
せ
て
い
た
。
そ
の
子
は
泣
き
叫
ん
だ
。

そ
れ
で
も
担
任
は
許
さ
な
か
っ
た
。
私

は
見
か
ね
て
、
担
任
が
席
を
離
れ
た
瞬

間
、
そ
の
魚
を
食
べ
て
あ
げ
た
。
以
来
、

こ
そ
っ
と
私
が
食
べ
て
あ
げ
る
よ
う
に

し
た
。
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
子
も

給
食
指
導
が
き
っ
か
け
で
、
食
べ
ら
れ

な
く
な
る
事
例
は
結
構
あ
る
。

　

障
害
の
あ
る
子
へ
の
無
理
な
給
食
指

導
は
そ
の
子
の
一
生
を
変
え
る
。
そ
ん

な
権
限
は
決
し
て
教
師
に
は
な
い
。

食器洗浄を
パンでさせる学校
自分が食べるパンで食器をきれいに拭かせて点検し、
返却させる給食指導。

学校全体で、
完食を強いる指導
学校全体で完食を強いる指導を行うため、担任だけでなく、
ほかの教師からも完食を強いられることになる。
一堂に会して食べる場面に遭遇したときのことである。

公立小学校

西
にし

端
はし

 信
しん

哉
や

群馬県沼田市立沼田東小学校

小
こ

林
ばやし

 智
とも

子
こ

＜こんなにひどい＞
子供を壊す
給食指導の実態

＜こんなにひどい＞
子供を壊す
給食指導の実態

　

西
日
本
の
あ
る
小
学
校
を
訪
問
し
た

時
。
給
食
の
時
間
に
な
る
と
、
子
供
た

ち
が
食
器
を
私
の
所
へ
持
っ
て
来
た
。

「
え
っ
？　

何
？
」
と
聞
く
と
、
そ
の

子
は
、「
合
格
で
す
か
？
」
と
私
に
聞
く
。

　

そ
の
子
の
食
器
は
、
新
品
の
よ
う
に

き
れ
い
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
学
校
で

は
、
子
供
た
ち
が
食
べ
終
わ
っ
た
食
器

を
教
師
が
点
検
し
、
ピ
カ
ピ
カ
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
返
却
が
許
可

さ
れ
る
と
い
う
。
担
任
に
聞
く
と
、「
学

校
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
い
う
。

給
食
時
間
に
隣
の
ク
ラ
ス
担
任
が
き
れ

い
に
な
っ
た
食
器
を
わ
ざ
わ
ざ
見
せ
に

来
て
い
た
。
異
常
だ
。

　

も
の
す
ご
く
違
和
感
を
覚
え
る
。

　

子
供
た
ち
が
自
主
的
に
や
っ
て
い
る

な
ら
ば
い
い
。
給
食
で
出
た
デ
ミ
グ
ラ

ス
ソ
ー
ス
な
ど
に
パ
ン
を
付
け
て
お
い

し
そ
う
に
食
べ
る
子
供
た
ち
の
姿
を
見

掛
け
る
こ
と
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
子
供
た
ち
に
パ
ン
で
拭
く

こ
と
を
強
要
し
て
は
い
け
な
い
。

　

校
長
に
な
ぜ
、
子
供
た
ち
み
ん
な
に

パ
ン
で
食
器
を
拭
か
せ
て
い
る
の
か
を

聞
い
て
み
た
。「
残
食
が
ひ
ど
か
っ
た

か
ら
。
こ
の
取
り
組
み
で
残
食
が
少
な

く
な
っ
た
。
食
器
の
返
却
も
き
れ
い
に

な
っ
た
」
と
満
足
そ
う
に
、
校
長
は
答

え
て
く
れ
た
。

　

出
張
に
出
掛
け
た
と
き
の
こ
と
で
あ

る
。
給
食
指
導
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
ち
ら
の
学
校
で
は
、
教
師
、

児
童
が
一
堂
に
会
し
て
給
食
を
食
べ
る

と
い
う
体
制
に
な
っ
て
お
り
、
各
学
級

で
一
律
の
給
食
指
導
を
行
っ
て
い
た
。

あ
る
ク
ラ
ス
の
児
童
に
混
ざ
っ
て
、
給

食
を
頂
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
日
の
デ
ザ
ー
ト
は
、
バ
ナ
ナ
で

あ
っ
た
。
目
の
前
に
座
っ
て
い
た
女
の

子
が
、
最
初
か
ら
「
バ
ナ
ナ
嫌
い
な
の
」

と
つ
ぶ
や
い
て
い
た
。「
無
理
に
食
べ

な
く
て
も
、
一
口
だ
け
、
食
べ
て
み
た

ら
？
」
と
言
う
と
「
全
部
食
べ
な
い
と

…
…
」
と
表
情
を
曇
ら
せ
た
。

　

給
食
の
楽
し
い
時
間
。
そ
の
子
は
顔

を
曇
ら
せ
た
ま
ま
、
バ
ナ
ナ
を
見
て
い

た
。

　

や
が
て
、
担
任
の
先
生
が
、
給
食
終

了
時
刻
が
近
い
こ
と
を
告
げ
た
。
そ
の

子
は
、
バ
ナ
ナ
を
黙
っ
て
か
じ
り
始
め

た
。
一
口
、
二
口
…
…
。
三
口
目
あ
た

り
で
、
涙
を
こ
ぼ
し
始
め
た
。

「
泣
い
て
も
駄
目
よ
！　

食
べ
な
さ

い
」
と
、
担
任
の
先
生
の
叱
責
が
飛
ぶ
。

そ
の
先
生
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
の
子

を
数
人
の
教
師
が
取
り
囲
み
「
早
く
食

べ
ち
ゃ
い
な
さ
い
よ
」「
泣
い
て
も
駄

目
」
と
厳
し
く
言
う
。
そ
の
子
は
激
し

く
泣
き
な
が
ら
、
無
理
に
食
べ
終
え
た
。

そ
の
後
も
、
数
回
、
そ
の
学
校
の
給
食

に
同
席
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
同
様

の
指
導
が
、
ほ
か
の
子
供
に
対
し
て
も

行
わ
れ
て
い
た
。

　

教
師
数
名
と
話
し
た
が
、
そ
の
よ
う

な
指
導
に
対
し
て
疑
問
を
感
じ
て
い
な

い
よ
う
だ
っ
た
こ
と
に
、
更
に
驚
い
た
。

　

私
が
担
任
し
て
い
た
特
別
支
援
学
級

の
児
童
の
例
で
あ
る
。
そ
の
子
は
交
流

学
級
で
給
食
を
食
べ
て
い
た
。
交
流
学

級
に
、
完
食
を
強
制
す
る
担
任
が
数
名

い
た
。
そ
の
担
任
た
ち
は
、
味
覚
過
敏

の
あ
る
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
児
童

に
、
苦
手
な
メ
ニ
ュ
ー
を
必
ず
食
べ
る

よ
う
強
制
的
に
指
導
し
て
い
た
。

︿
事
例
１
﹀
交
流
学
級
担
任
は
、「
完
食
」

「
食
缶
を
空
に
す
る
こ
と
」
を
方
針
に

し
て
給
食
指
導
を
し
て
い
た
。
食
べ
ら

れ
る
量
に
関
係
な
く
、
全
て
の
児
童
に

同
じ
量
を
盛
り
付
け
て
い
た
。
偏
食
が

ひ
ど
く
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
そ

の
児
童
は
途
中
で
お
盆
を
持
っ
て
特
別

支
援
学
級
に
戻
り
、
食
べ
ら
れ
な
い
も

の
は
黒
い
ゴ
ミ
袋
に
捨
て
て
い
た
。
交

流
学
級
担
任
は
、
毎
日
完
食
し
た
か
ど

う
か
確
認
に
来
た
。
必
ず
完
食
さ
せ
る

よ
う
、
特
別
支
援
学
級
担
任
に
強
く
働

き
掛
け
た
。
児
童
は
毎
晩
、
母
と
次
の

日
の
献
立
メ
ニ
ュ
ー
を
見
て
は
給
食
に

恐
怖
心
を
抱
い
た
。
母
子
で
心
を
病
み
、

児
童
は
登
校
渋
り
を
起
こ
し
た
。

︿
事
例
２
﹀
児
童
の
主
治
医
か
ら
給
食

で
無
理
強
い
し
て
は
い
け
な
い
と
言
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
も
、
自
分
の

給
食
指
導
に
自
信
を
も
ち
、
交
流
学
級

担
任
は
完
食
と
い
う
方
針
を
貫
い
た
。

「
自
分
の
給
食
指
導
の
方
針
に
従
わ
な
い

な
ら
交
流
学
級
に
来
な
く
て
よ
い
」と
担

任
は
言
っ
た
。児
童
は
苦
手
な
メ
ニ
ュ
ー

を
強
制
さ
れ
る
の
で
鼻
を
つ
ま
ん
で
飲

み
込
ん
で
い
た
。
給
食
が
恐
怖
と
な
り
、

登
校
渋
り
と
な
っ
た
。
学
年
が
上
が
っ

て
も
、
そ
の
と
き
給
食
を
強
制
さ
れ
嫌

だ
っ
た
こ
と
を
語
り
続
け
て
い
た
。

完食を強制する
交流学級担任
味覚過敏がある児童に完食を強要し、登校渋りにさせた。

公立小学校

山
やま

田
だ

 花
はな

子
こ
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私
の
地
域
で
は
、
給
食
費
は
銀
行
な
ど
を
利
用
し
て
振

り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
全
て
の
保

護
者
が
期
日
以
内
に
振
り
込
む
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

近
隣
の
学
校
で
は
、
毎
月
、
振
り
込
み
状
況
が
報
告
さ

れ
る
。
中
規
模
の
学
校
だ
が
、
ひ
ど
い
と
き
は
百
を
超
え

る
家
庭
が
、
振
り
込
み
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
数
に
、
教
職
員
は
、
皆
苦
笑
い
を
し
た
。
と
い
う

の
も
、
未
納
の
家
庭
か
ら
給
食
費
を
徴
収
す
る
の
は
、
担

任
の
仕
事
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

そ
れ
で
な
く
と
も
、
学
習
指
導
や
生
徒
指
導
な
ど
多
忙

を
極
め
る
中
で
、
家
庭
に
給
食
費
の
督
促
を
す
る
。
こ
の

負
担
が
「
半
端
な
い
」
の
だ
。

　

新
し
く
赴
任
し
て
き
た
教
師
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
保
護

者
と
の
関
係
を
う
ま
く
築
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
家
庭
訪
問
を
す
る
前
か
ら
、
保
護
者
に
対
し
て

「
給
食
費
が
未
納
に
な
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
に
持
っ

て
こ
ら
れ
ま
す
か
」
な
ど
の
電
話
を
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
だ
。
こ
ん
な
こ
と
で
、
保
護
者
と
良
好
な
関
係
を
築

け
る
は
ず
が
な
い
。

　

長
年
勤
務
し
て
い
る
教
師
に
と
っ
て
も
、
お
金
を
徴
収

す
る
電
話
を
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
嫌
な
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
徴
収
に
は
、
明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
ル
ー
ル
が
あ

る
。
最
初
は
電
話
で
督
促
を
す
る
。
そ
れ
を
数
回
繰
り
返

す
。
そ
れ
で
も
持
っ
て
き
て
く
れ
な
い
家
に
は
、
家
庭
訪

問
を
し
て
、
直
接
支
払
い
を
促
す
。

　

こ
れ
は
果
た
し
て
教
師
の
仕
事
で
あ
ろ
う
か
。
こ
ん
な

こ
と
に
時
間
を
費
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
多
忙

感
が
増
す
の
だ
。

　

給
食
は
、
行
政
と
給
食
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
保
護
者
が

契
約
を
し
て
い
る
。
教
師
は
そ
こ
に
加
わ
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
未
納
者
へ
の
督
促
は
教
師
が
担
当
す
る
。
お
か

し
な
話
で
あ
る
。

　

働
き
方
改
革
が
叫
ば
れ
て
い
る
昨
今
、
こ
の
問
題
を
解

決
す
る
の
は
、
教
師
で
は
な
く
行
政
の
仕
事
で
あ
る
。

「
子
供
の
た
め
に
」
と
保
護
者
に
支
払
わ
れ
る
児
童
手
当

な
ど
が
あ
る
が
、
現
金
で
渡
さ
れ
る
た
め
、
別
の
用
途
に

使
わ
れ
て
い
る
事
例
は
山
ほ
ど
あ
る
。

　

こ
の
手
当
が
支
払
わ
れ
る
と
き
、
事
務
職
員
が
未
納
保

護
者
と
一
緒
に
窓
口
へ
行
き
、
支
払
わ
れ
た
現
金
か
ら
給

食
費
を
頂
い
た
と
い
う
先
例
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
児
童
手
当
の
分
を
給
食
費
に
回
す
な
ど
、

行
政
が
工
夫
を
す
れ
ば
、
未
納
問
題
は
解
決
で
き
る
は
ず

だ
。

　

国
会
議
員
の
秘
書
が
、
T
O
S
S
の
中
央
事
務
局
会
議

に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
。「
働
き
方
改
革
」
を
テ
ー
マ

に
、
学
校
の
事
情
を
リ
サ
ー
チ
す
る
た
め
の
参
加
だ
。

　

そ
の
中
に
、「
給
食
費
未
納
問
題
」
が
あ
っ
た
。
ぜ
ひ

と
も
国
会
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
問
題
で
あ
る
。

未納給食費を教師が徴収する
システム自体がおかしい
「働き方改革」を実現するためには、
行政が中心となって徴収をすべきである。

栃木県真岡市立真岡東小学校

松
まつ

崎
ざき

 力
つとむ

給食費の未納問題を
どう考え、

どう対処するか

給
食
の
時
間
を
楽
し
く
（
ス
ト
レ
ス
ゼ
ロ
）
― 

子
供
を
伸
び
や
か
に
育
て
る
T
O
S
S
の
指
導
法 

―

特 集

１	

基
本
的
に
自
由
で
あ
る

　

ア
メ
リ
カ
視
察
に
行
っ
て
、
日
本
の
給
食
指
導
が
い
か

に
画
一
的
で
あ
る
か
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。
日
本
で
当
た

り
前
の
次
の
よ
う
な
光
景
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

①
一
斉
に
、
い
た
だ
き
ま
す
、
ご
ち
そ
う
さ
ま
を
す
る
。

②
黙
っ
て
食
べ
る
。

③
食
べ
物
を
残
さ
な
い
。

④
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
る
。

　

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
使
う
場
合
、
学
年
ご
と
な
ど
で
時
間

が
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
「
準

備
が
で
き
れ
ば
食
べ
る
。
食
べ
終
わ
れ
ば
片
付
け
る
」
が

基
本
。

　

当
然
、
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
と
い
う
発
想
は
な
い
。
お
弁
当

が
あ
る
子
は
お
弁
当
。
そ
う
で
な
い
子
は
、「
ラ
ン
チ
を

購
入
す
る
」「
カ
フ
ェ
で
料
理
を
注
文
す
る
」
な
ど
、
学

校
に
よ
っ
て
仕
組
み
は
違
う
が
、
基
本
的
に
は
自
由
。

　

ボ
ス
ト
ン
に
あ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ス
ク
ー
ル
で
は
、
カ

フ
ェ
で
自
分
の
好
き
な
物
を
選
ん
で
食
べ
て
い
た
。
職
員

も
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
物
を
好
き
な
だ
け
選
ん
で
食
べ
る
。

飲
み
物
も
自
由
。
水
、
牛
乳
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
、
自
分
で

サ
ー
バ
ー
か
ら
と
っ
て
飲
む
。

　

食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
物
は
残
す
の
が
普
通
で
、
教
師
も

同
じ
よ
う
に
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
て
い
た
。
考
え
て
み
れ
ば
、

個
々
の
味
覚
や
家
庭
の
食
環
境
な
ど
が
違
う
の
だ
か
ら
、

食
べ
る
物
や
量
が
違
う
の
は
当
た
り
前
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
食
べ
る
の
が
当
た
り

前
で
、
日
本
の
よ
う
に
黙
っ
て
食
べ
さ
せ
る
の
は
、
ア
メ

リ
カ
の
教
師
か
ら
見
る
と
理
解
不
可
能
で
あ
る
だ
ろ
う
。

　

食
事
内
容
は
自
由
で
あ
り
、
食
や
会
話
を
楽
し
ん
で
食

べ
る
と
い
う
こ
と
が
基
本
的
な
考
え
方
な
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
日
本
の
よ
う
に
、
歩
き
回
っ
た
り
ふ
ざ
け
た

り
と
い
う
子
は
、
ど
こ
の
学
校
に
も
い
な
か
っ
た
。
給
食

指
導
に
力
を
入
れ
て
い
る
日
本
の
方
が
マ
ナ
ー
が
悪
い
と

い
う
の
は
、
考
え
る
余
地
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

２	

ス
ナ
ッ
ク
タ
イ
ム

　

ア
メ
リ
カ
に
は
、
ス
ナ
ッ
ク
タ
イ
ム
と
い
う
時
間
が
設

定
さ
れ
て
い
る
。
お
や
つ
の
時
間
で
あ
る
。

　

こ
れ
も
学
校
に
よ
っ
て
違
う
が
、
自
分
で
家
か
ら
持
っ

て
く
る
の
が
基
本
で
あ
る
。ジ
ッ
プ
ロ
ッ
ク
な
ど
に
、チ
ョ

コ
や
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
な
ど
の
お
菓
子
が
入
っ
て
い
る
の

を
よ
く
見
た
。
飲
み
物
も
自
由
。
こ
ち
ら
も
自
分
の
席
で

騒
ぐ
こ
と
も
な
く
普
通
に
食
べ
て
い
る
。
日
本
で
や
る
と
、

大
騒
ぎ
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
は
あ
れ
も
こ
れ
も

禁
止
に
す
る
か
ら
、
逆
に
、
自
由
に
な
っ
た
途
端
に
タ
ガ

が
外
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

日本の給食指導は
全く異質である
アメリカのランチの基本的な考え方は「自由」である。食べる物や量はもちろん、
時間も自由である。日本のように、全員が同じ時間に同じ物を食べるという発想
の方が異質である。指導が厳しい日本よりも、自由を基本とするアメリカの方が
マナーが良いという事実から様々なことを考えさせられる。

岡山県岡山市立西小学校

小
お

野
の

 隆
たか

行
ゆき

諸外国のランチタイム
事情　―個性を伸ばす
のが世界標準―
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か
き
込
み
式
四
コ
マ
漫
画
作
文
を
ノ
ー
ト
に

ど
ん
ど
ん
か
か
せ
よ
う

か
き
込
み
式
だ
か
ら
創
作
性
が
求
め
ら
れ
る
。
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
高
い
創
作
性
を
引
き
出
す
。

子
供
の
表
現
力
を
一
挙
に
向
上
さ
せ
る
「
ノ
ー
ト
を
活
用
し
た
作
文
ス
キ
ル
」。

村む
ら

野の 

聡さ
と
し

東
京
都
国
立
市
立
国
立
第
六
小
学
校

１ 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

　

ア
メ
リ
カ
に
は
エ
ッ
セ
イ
な
ど
の
論
理
的
な

文
章
に
加
え
、
創
造
力
を
重
視
し
た
「
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
と
い
う
創
作
作

文
（
物
語
作
文
）
が
あ
る
。
日
本
で
は
物
語
作

文
の
指
導
は
、
あ
ま
り
熱
心
に
行
わ
れ
て
い
な

い
。
物
語
を
書
か
せ
た
と
し
て
も
「
丸
投
げ
」

に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
こ
で
、
四
コ
マ
漫
画
を
使
っ
た
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
紹
介
す
る
。

２ 

か
き
込
み
式
四
コ
マ
漫
画
作
文

　

四
コ
マ
漫
画
作
文
と
は
、
四
コ
マ
漫
画
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
再
現
す
る
作
文
で
あ
る
。
子
供
は

喜
ん
で
か
く
。
物
語
の
基
本
で
あ
る
起
承
転
結

を
身
に
付
け
る
に
は
最
高
の
題
材
と
な
る
。

　

た
だ
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

と
は
や
や
言
い
難
い
。な
ぜ
な
ら
、既
に
ス
ト
ー

リ
ー
が
確
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。そ
こ
で
、

こ
う
す
る
。

　

か
き
込
み
式
四
コ
マ
漫
画
作
文

　

か
き
込
み
式
四
コ
マ
漫
画
作
文
は
、
創
作
作

文
を
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
実
現
す
る
。
四
コ

マ
漫
画
に
「
か
き
込
み
」
を
し
て
「
四
コ
マ
漫

画
」
を
改
変
（
創
作
）
し
て
か
ら
、
そ
の
内
容

を
作
文
に
し
て
い
く
。

　

こ
う
す
る
こ
と
で
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
部

分
を
創
り
出
せ
る
と
い
う
わ
け
だ
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
四
コ
マ
漫
画
を
使
用

す
る
。

　

何
に
も
面
白
く
な
い
四
コ
マ
漫
画
で
あ
る
。

こ
こ
に
自
由
に
「
か
き
込
み
」
を
さ
せ
て
、
四

コ
マ
漫
画
を
面
白
く
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
は
ス
テ
ッ
プ
が
あ
る
。

　

１　

一
部
を
「
か
き
込
む
」　

　

２　

一
コ
マ
「
か
き
込
む
」

　

３　

ど
こ
に
で
も
自
由
に
「
か
き
込
む
」

　

４　

四
コ
マ
漫
画
を
自
分
で
全
部
か
く

　

ス
テ
ッ
プ
１
は
こ
ん
な
四
コ
マ
漫
画
だ
。

　

回
転
寿
司
で
次
々
と
寿
司
が
や
っ
て
来
る
。

四
コ
マ
目
の
皿
の
中
に
は
何
も
描
か
れ
て
な

い
。
こ
の
よ
う
な
一
部
が
欠
け
て
い
る
四
コ
マ

漫
画
だ
。

　

子
供
は
次
の
よ
う
な
か
き
込
み
を
し
、
作
文

に
し
た
。
二
年
生
の
作
文
で
あ
る
。

　

配
付
し
た
四
コ
マ
漫
画
は
、
ノ
ー
ト
の
最
後

に
貼
ら
せ
て
お
く
。

　

一
コ
マ
一
段
落
で
書
か
せ
て
い
く
。
こ
う
す

る
こ
と
で
段
落
感
覚
が
一
気
に
高
ま
る
。
自
分

で
考
え
た
オ
チ
な
の
で
、
作
文
に
変
換
す
る
こ

と
も
楽
し
く
な
る
。

　
次
に
ス
テ
ッ
プ
２
で
使
う
四
コ
マ
漫
画
で
あ
る
。

　

四
コ
マ
目
が
空
白
だ
。
こ
こ
を
描
か
せ
る
。

ス
テ
ッ
プ
１
よ
り
も
創
造
性
が
求
め
ら
れ
る
。

　

子
供
は
こ
ん
な
作
文
を
書
い
た
（
下
段
）。

こ
れ
も
二
年
生
だ
。

　

少
し
見
に
く
い
が
、
四
コ
マ
目
に
は
百
万
円

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
て
ピ
ン
チ
を
脱
し
て

い
る
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
よ
う
な
「
ピ
ン
チ
も
の
」

の
か
き
込
み
式
四
コ
マ
漫
画
に
は
、
子
供
が
残

酷
な
内
容
を
か
か
な
い
よ
う
に
、
条
件
を
設
定

す
る
と
い
い
。

「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
な
さ
い
」

　

こ
れ
で
、
悲
惨
な
結
末
で
は
な
く
、
創
作
的

な
ド
ラ
マ
を
生
み
出
す
。

「
か
き
込
み
式
四
コ
マ
漫
画
」
を
た
く
さ
ん
準

備
し
て
お
き
、
ど
ん
ど
ん
子
供
た
ち
に
ノ
ー
ト

へ
書
か
せ
て
い
く
こ
と
で
、
創
作
力
、
起
承
転

結
、
段
落
構
成
力
な
ど
を
身
に
付
け
る
。

　

拙
著
﹃
子
ど
も
が
一
瞬
で
書
き
出
す
！
＂４

コ
マ
ま
ん
が
＂
作
文
マ
ジ
ッ
ク
﹄（
学
芸
み
ら

い
社
）に
四
コ
マ
漫
画
を
た
く
さ
ん
収
録
し
た
。

参
照
の
こ
と
。
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授業が激変！ TOSS指導法最前線

新学習指導要領対応 はこう指導する！はこう指導する！
プログラ
ミング

指
名
な
し
討
論
×

ア
ン
プ
ラ
グ
ド
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
メ
モ
を
討
論
に
活
用
す
る
。

吉よ
し

田だ 

知と
も

寛ひ
ろ

東
京
都
三
鷹
市
立
中
原
小
学
校

１	

指
名
な
し
討
論
×
ア
ン
プ
ラ
グ
ド	

	

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
概
要

　

学
級
で
指
名
な
し
討
論
を
実
践
し
て
い
る
。

討
論
の
最
後
に
は
、
子
供
た
ち
に
意
見
文
を
書

か
せ
て
い
る
。
意
見
文
に
生
か
せ
る
よ
う
に
、

討
論
中
は
メ
モ
を
取
ら
せ
て
い
る
。
そ
の
メ
モ

を
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
形
式
で
取
ら
せ
る
よ

う
に
し
た
。
こ
れ
を
、

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
メ
モ

と
呼
ん
で
い
る
。
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
メ
モ
を
書

か
せ
る
と
き
に
教
え
た
こ
と
は
、「
順
次
」
と

「
分
岐
」
で
あ
る
。

２	

文
部
科
学
省
の
資
料
よ
り

　

平
成
二
十
八
年
六
月
、「
小
学
校
段
階
に
お

け
る
論
理
的
思
考
力
や
創
造
性
、
問
題
解
決
能

力
な
ど
の
育
成
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
関

す
る
有
識
者
会
議
」
か
ら
出
さ
れ
た
「
小
学
校

段
階
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
在
り

方
に
つ
い
て
（
議
論
の
取
り
ま
と
め
）」
に
は
、

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
説
明
文
を
読
ん
で
そ
の
構
造
を
捉
え
る
こ
と

な
ど
は
、
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
作
成
に
つ
な
が

る
力
で
あ
り
、
こ
う
し
た
つ
な
が
り
を
意
識
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。」

３	

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
メ
モ
～
か
き
方
指
導
～

　

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
メ
モ
を
初
め
て
教
え
た
と

き
は
、
過
去
に
実
施
し
た
討
論
を
想
起
さ
せ
て
、

そ
の
討
論
を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
か
か
せ
た
。

「
飛
び
込
み
の
も
う
真
っ
白
な
泡
の
中
」（
神
野

紗
希
）
の
俳
句
で
行
っ
た
討
論
を
想
起
さ
せ
た
。

　

絵
を
描
い
た
後
は
討
論
を
行
う
。
討
論
の
と

き
に
話
し
合
わ
れ
る
こ
と
は
、
二
つ
か
三
つ
で

あ
る
。
よ
っ
て
、︿
写
真
２
﹀
の
よ
う
に
「
分

岐
処
理
」
の
ダ
イ
ヤ
を
使
わ
せ
た
。

︿
写
真
３
﹀

︿
写
真
３
﹀
の
一
段
目
の
四
角
に
書
か
れ
て
い

る
「
プ
ー
ル
に
さ
ん
せ
い
か
、
は
ん
た
い
か
」

は
討
論
の
と
き
に
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

二
段
目
の
四
角
に
書
か
れ
て
い
る
「
反
対
だ
」

は
自
分
の
考
え
で
あ
る
。

　

ノ
ー
ト
に
小
さ
く
か
い
て
い
る
児
童
が
多
く

い
た
。
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
小
さ
く
か
い
て
い

る
と
、
メ
モ
す
る
と
き
に
不
都
合
が
生
じ
る
と

考
え
た
。
こ
こ
で
、
ノ
ー
ト
に
評
定
を
書
い
て

い
っ
て
、そ
れ
を
読
み
上
げ
て
い
っ
た
。一
ペ
ー

ジ
ぴ
っ
た
り
に
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
メ
モ
が
収

ま
っ
て
い
る
子
供
の
ノ
ー
ト
に
「
Ａ
」
を
付
け

た
。
こ
れ
で
、
改
善
さ
れ
た
。

４	

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
メ
モ
～
活
用
さ
せ
る
～

　

今
年
の
七
月
、「
春
雨
や 

も
の
が
た
り
ゆ
く 

蓑み
の

と
傘
」（
与
謝
蕪
村
）の
俳
句
で
討
論
を
行
っ

た
。
討
論
前
に
︿
写
真
４
﹀
ま
で
か
か
せ
た
。

︿
写
真
４
﹀

　

討
論
中
に
、
実
際
に
子
供
が
書
い
た
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
メ
モ
を
掲
載
す
る
。

︿
写
真
５
﹀

︿
写
真
６
﹀

５	

子
供
の
声

次
の
︿
写
真
１
﹀
は
、
子
供
が
か
い
た
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
メ
モ
で
あ
る
。

︿
写
真
１
﹀

　

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
メ
モ
を
か
か
せ
る
前
に
、

「
順
次
」
と
「
分
岐
」
の
意
味
を
辞
書
で
調
べ

さ
せ
た
。

︿
写
真
２
﹀

〔メモは取りやすくなったか？〕
はい：28名
普通のメモだと何が何だか分からないけれど、フ
ローチャートメモを使うとすごく見やすいから。
いいえ：４名
メモの取り方がよく分からないから。

〔意見文は書きやすくなったか？〕
はい：29名
話の流れが分かりやすくなったから。
いいえ：３名
隙間にほかの人の意見を書きにくいから。

（小学５年生、32名。  の下は代表的意見）
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TOSSノート、TOSSメモ、
ジャンボ ホワイト・TOSSノートを使った
プログラミング的思考法

TOSSノート、TOSSメモ、
ジャンボ ホワイト・TOSSノートを使った
プログラミング的思考法

子供の
情報活用術

太お
お

田た 

政ま
さ

男お

島
根
県
邑
南
町
立
高
原
小
学
校

１	

自
分
で
調
べ
ら
れ
る
子
は
半
数
程
度

　

五
・
六
年
生
を
対
象
に
、
図
書
館
で
テ
ス
ト

を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
図
書
館
の
本
を
自
由
に

調
べ
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
を
書
く
テ
ス
ト
だ
。

　

結
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

　

三
十
分
後
、
何
ら
か
の
答
え
を
導
き
出
せ
た

子
は
半
数
。
答
え
を
書
け
な
か
っ
た
う
ち
の
数

人
は
、
必
要
な
本
す
ら
見
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
自
分
で
調
べ
て
書
く
」
と
い
う
こ
と
は
、
教

師
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
難
し
い
こ
と
な
の
だ
。

２	

総
合
の
学
習
と
リ
ン
ク
さ
せ
る

「
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
」
と
い
う
学
習
は
大
き
く

二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

Ａ
．
情
報
収
集　

Ｂ
．
文
章
構
成

　

限
ら
れ
た
時
間
で
両
方
を
扱
う
の
は
難
し
い
。

　

思
い
切
っ
て
軽
重
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
。

⑴
「
テ
ー
マ
」
を
全
員
共
通
に
す
る
。

⑵
「
情
報
収
集
」
を
一
斉
に
行
う
。

　

具
体
策
が
こ
れ
だ
。

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
と
リ
ン
ク
さ

せ
る
。

　

ち
ょ
う
ど
、
地
域
の
宝
で
あ
る
「
ブ
ッ
ポ
ウ

ソ
ウ
」
の
学
習
を
始
め
て
い
た
の
で
、
テ
ー
マ

は
「
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
ど
ん
な
鳥
か
」
と
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
、
地
域
の
Ａ
さ
ん
の
話
を
聞
き

な
が
ら
た
く
さ
ん
の
メ
モ
を
ノ
ー
ト
に
取
っ
て

い
た
。
こ
れ
を
活
用
し
な
い
手
は
な
い
。

「
情
報
収
集
」
の
段
階
ま
で
一
気
に
終
わ
っ
た
。

次
の
三
つ
に
細
分
化
で
き
る
。

①　

調
べ
た
い
こ
と
を
決
め
る
。

②　

情
報
を
探
す
。

③　

見
付
け
た
情
報
を
整
理
し
て
書
く
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
②
と
③
で
あ
る
。
こ
こ
は
時
間

を
掛
け
て
子
供
た
ち
に
考
え
さ
せ
る
。

指
示
１ 

Ａ
さ
ん
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
は
大

き
く
分
け
て
幾
つ
あ
り
ま
し
た
か
。

「
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
○
○
」
と
ま
と
め
な

さ
い
。

「
え
さ
」「
す
み
か
」「
子
育
て
」
な
ど
七
つ
の

項
目
が
出
て
き
た
。

　

ど
の
項
目
を
調
べ
た
い
か
希
望
者
を
募
り
、

子
供
た
ち
を
七
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
。

指
示
２ 

自
分
た
ち
の
選
ん
だ
テ
ー
マ
に
合

う
情
報
を
ノ
ー
ト
か
ら
探
し
な
さ
い
。

　
　

見
付
け
た
ら
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
に
書
き

ま
す
。
一
枚
に
一
つ
ず
つ
書
い
て
い
く

ん
で
す
よ
。

指
示
３ 

自
分
た
ち
の
調
べ
た
こ
と
を
ス

ピ
ー
チ
し
て
も
ら
い
ま
す
。
話
す
よ
う

に
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
を
並
べ
替
え
て
ご
ら

ん
。

　
　

十
点
満
点
の
七
点
で
合
格
で
す
。

　

情
報
の
収
集
と
整

理
に
役
立
つ
の
が
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
で
あ
る
。

自
由
に
動
か
し
な
が

ら
構
成
を
考
え
ら
れ

る
の
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
だ
。

　

組
み
合
わ
せ
た
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
を
見
な
が
ら
、

子
供
た
ち
は
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
い
く
。

　

評
定
は
少
し
厳
し
い
く
ら
い
の
方
が
子
供
た

ち
は
燃
え
る
。

　

合
格
し
た
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
ス
ピ
ー
チ
し
た

内
容
を
作
文
用
紙
に
書
か
せ
て
い
っ
た
。

　

一
グ
ル
ー
プ
一
項
目
な
の
で
、
時
間
差
は
そ

れ
ほ
ど
で
き
な
い
。

　

各
グ
ル
ー
プ
が
作
成
し
た
文
章
を
教
師
が
一

つ
に
ま
と
め
る
。
誤
字
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な

が
ら
パ
ソ
コ
ン
で
レ
ポ
ー
ト
形
式
に
整
え
て
い
く
。

　

完
成
し
た
ら
印
刷
し
て
子
供
た
ち
に
配
付
し
、

原
稿
用
紙
に
写
し
て
い
く
作
業
に
入
る
。

　

子
供
た
ち
は
、
写
し
な
が
ら
「
レ
ポ
ー
ト
の

書
き
方
」
を
学
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

　

一
人
の
脱
落
者
も
な
く
、
時
間
差
も
ほ
と
ん

ど
な
く
、
原
稿
用
紙
六
枚
分
の
レ
ポ
ー
ト
を
全

員
が
完
成
さ
せ
た
。

「
指
導
法
の
工
夫
」
の
結
果
で
あ
る
。

３	

レ
ポ
ー
ト
の
ど
の
項
目
に
力
を
注
ぐ
か

　

教
科
書
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、「
調
べ
た
理
由
」

「
調
べ
方
」「
調
べ
て
分
か
っ
た
こ
と
」「
調
べ

た
感
想
」
な
ど
を
書
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
見
難
し
そ
う
だ
が
、
書
く
こ
と
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
分
、
通
常
の
作
文
よ
り
は
簡
単
だ
。

　

し
か
し
、
子
供
任
せ
に
す
れ
ば
書
け
な
い
子

が
続
出
す
る
だ
ろ
う
。
ど
う
す
る
か
。

　

文
章
構
成
の
指
導
も
重
点
を
絞
る
の
で
あ
る
。

　

調
べ
て
分
か
っ
た
こ
と
。

　

調
べ
た
こ
と
を
「
分
か
り
や
す
く
整
理
し
て

書
く
」
こ
と
が
単
元
の
目
標
で
も
あ
る
。

　

だ
か
ら
、
こ
こ
に
力
を
注
ぐ
。

　

で
は
、
そ
れ
以
外
の
項
目
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

教
科
書
の
モ
デ
ル
の
一
部
を
書
き
換
え
る
。

　

書
き
換
え
る
だ
け
な
の
で
ハ
ー
ド
ル
は
低
い
。

　

一
斉
指
導
で
一
気
に
進
め
た
。

４	

﹁
調
べ
て
分
か
っ
た
こ
と
﹂
も
細
分
化

「
調
べ
て
分
か
っ
た
こ
と
」
を
書
く
作
業
も
、

小
学
三
年
国
語
「
レ
ポ
ー
ト
」
単
元
の

指
導
法
の
工
夫

一
見
難
し
そ
う
な
レ
ポ
ー
ト
も
「
細
分
化
」
と
「
軽
重
」
で
全
員
が
書
け
る
よ
う
に
な
る
。



先
人
に
学
ぶ

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ

芸
術
か
ら
科
学
へ
、
科
学
か
ら
芸
術
へ
。
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絵画工作授業大成功の絵画工作授業
　

ど
の
よ
う
な
人
間
を
目
指
し
て
、
工
作
・
工

芸
な
ど
の
も
の
づ
く
り
教
育
を
進
め
る
の
か
。

こ
の
問
い
に
対
し
て
、﹃
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
﹄

八
月
号
で
は
「
生
命
に
与
え
る
影
響
に
配
慮
し

て
、
人
間
の
生
活
環
境
を
創
造
す
る
人
間
」
と

答
え
た
。
教
育
の
大
前
提
と
な
る
＂生
命
＂
を
、

人
間
像
に
関
わ
る
文
言
に
位
置
付
け
た
い
と
考

え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

で
は
、
も
の
を
つ
く
る
こ
と
に
関
わ
っ
て
、

先
人
に
学
ぶ
と
す
れ
ば
、
生
命
に
対
す
る
深
い

敬
意
と
人
間
の
生
活
環
境
を
創
造
す
る
た
め
の

指
針
を
誰
に
学
べ
ば
よ
い
の
か
。
そ
の
問
い
に

対
し
て
は
、
芸
術
家
で
あ
り
科
学
者
で
も
あ
る

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
（
イ
タ
リ
ア
、

Leonardo da Vinci. 1452-1519

）
と
答
え
た
い
。

　

手
記
に
「
生
命
を
尊
重
し
な
い
も
の
は
、
生

命
に
値
し
な
い
」 ※
と
記
す
と
と
も
に
、「
芸
術

か
ら
科
学
へ
、
科
学
か
ら
芸
術
へ
」
と
い
う
往

還
を
重
視
し
、
人
間
の
生
活
環
境
に
関
す
る

様
々
な
も
の
を
生
み
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
六
月
、
レ
オ
ナ

ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
業
績
を
調
査
す
る
た

め
に
、
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、

ロ
ー
マ
、
そ
し
て
レ
オ
ナ
ル
ド
が
生
ま
れ
育
っ

た
ヴ
ィ
ン
チ
村
を
訪
問
し
た
。（
写
真
参
照
）

　

そ
れ
で
は
、
も
の
づ
く
り
の
教
育
を
考
え
る

上
で
、
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
業
績
は
ど
の
よ
う
な

意
味
を
も
つ
の
か
。
そ
の
意
味
を
表
す
キ
ー

ワ
ー
ド
を
次
に
示
し
た
。

　
　

汽
水
域
（
き
す
い
い
き
）

　

汽
水
域
と
は
、
海
水
と
淡
水
が
混
じ
り
合
う

水
域
を
指
す
。
栄
養
が
豊
富
で
稚
魚
の
成
長
に

適
し
て
い
る
。
芸
術
と
い
う
縦
軸
と
と
も
に
、

「
芸
術
か
ら
科
学
へ
、
科
学
か
ら
芸
術
へ
」
と

い
う
横
軸
を
も
大
切
に
す
る
こ
と
は
、
教
育
に

お
け
る
汽
水
域
と
い
う
栄
養
豊
富
な
世
界
に
、

子
供
が
住
む
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
専
門
化
・

分
業
化
以
前
の
全
体
的
な
基
盤
の
重
要
性
へ
ま

な
ざ
し
を
向
け
る
こ
と
、
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
に
学

ぶ
意
味
は
そ
こ
に
あ
る
。

佐さ

藤と
う 

昌ま
さ

彦ひ
こ

北
海
道
教
育
大
学
教
授

■レオナルド・ダ・ヴィンチは、「最後の晩餐」や「モ
ナ・リザ」を描いた芸術家としてよく知られている。

■ここでは、2018（平成30）年6月のイタリア訪問
（ダ・ヴィンチの生家やレオナルド・ダ・ヴィンチ記
念国立科学技術博物館などへ）を踏まえて、芸術家、
そして科学者としてのダ・ヴィンチの業績の一部を
掲載した。

■ダ・ヴィンチは、生命に対する深い敬意をもちながら、
人間の生活環境を創造する上で、何を重視したのか

↓

芸術から科学へ、科学から芸術へ（往還）

③レオナルド・ダ・ヴィンチのスケッチ（空気スク
リュー／パリ手稿）と模型に関するカード。レオナ
ルド・ダ・ヴィンチ記念国立科学技術博物館で購入
した。

②レオナルド・ダ・ヴィンチ記念国立科学技術
博物館（イタリア：ミラノ）

①レオナルド・ダ・ヴィンチ「最後の晩餐」
＊サンタ・マリア・デッレ・グラツィエ教会

（イタリア：ミラノ）

⑥レオナルド・ダ・ヴィンチのスケッチとそれ
を立体化した模型がたくさん展示されている

（翼、飛行機、空気スクリュー、自転車、橋など）。
レオナルド・ダ・ヴィンチの博物館（ヴィンチ村）。

①レオナルド・ダ・ヴィンチ「最後の晩餐」、②レオナルド・ダ・ヴィンチ記念国立科学技術博物館
（イタリア：ミラノ）、③レオナルド・ダ・ヴィンチのスケッチと模型に関するカード

⑤レオナルド・ダ・ヴィンチのスケッチ（自走車）
を立体化した模型の展示。レオナルド・ダ・ヴィ
ンチの博物館（ヴィンチ村）。

④レオナルド・ダ・ヴィンチのスケッチ
（自走車／アトランティコ手稿、アンブロジアー
ナ図書館、ミラノ）

④レオナルド・ダ・ヴィンチのスケッチ、⑤スケッチを立体化した模型、
⑥スケッチと模型（翼、橋など） 

※ 

﹃
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
手
記
（
上
）﹄

 

（
杉
浦
民
平
訳　

岩
波
書
店　

五
五
ペ
ー
ジ
）

写真撮影／佐藤昌彦（2018年６月）
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TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
東京教育技術研究所　0120-00-6564

クラス全員が熱中するこの教材！クラス全員が熱中するこの教材！

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
東
京
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

「
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
ソ
ー
ラ
ン
指
導
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」で

教
室
は
熱
狂
の
渦
に
！

映
像
を
流
し
、
テ
キ
ス
ト
ど
お
り
に
指
導
す
れ
ば
、

ど
の
子
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
魔
法
の
指
導
教
材
。

西に
し

尾お 

豊
ゆ
た
か

神
奈
川
県
横
浜
市
立
朝
比
奈
小
学
校

　

運
動
会
二
日
前
、
教
室
で
子
供
た

ち
に
「
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
ソ
ー
ラ
ン
の

感
想
」
を
尋
ね
て
い
る
と
、
突
然
子

供
た
ち
が
ア
カ
ペ
ラ
で
ニ
ャ
テ
ィ

テ
ィ
ソ
ー
ラ
ン
を
歌
い
出
し
、
踊
り

始
め
た
。
そ
の
と
き
の
楽
し
そ
う
な

表
情
、
歌
声
、
自
由
な
動
き
は
、
今

も
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
離
れ
な
い
。

　

な
ぜ
子
供
た
ち
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
ソ
ー
ラ
ン
に
夢
中

に
な
っ
た
の
か
？　

そ
れ
は
ニ
ャ

テ
ィ
テ
ィ
ソ
ー
ラ
ン
自
体
の
魅
力
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
指
導
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

完
成
度
が
非
常
に
高
か
っ
た
こ
と
も

大
き
な
要
因
だ
と
考
え
る
。

　

指
導
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
良
さ
は
様
々
に
あ

る
が
、
特
に
私
が
良
い
と
感
じ
た
の

は
次
の
二
点
だ
。

①
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
進
む
指
導

②
パ
ー
ツ
ご
と
に
分
か
れ
た
映
像

　

こ
の
二
点
が
あ
る
こ
と
で
、
子
供

た
ち
は
映
像
を
見
な
が
ら
自
分
で
ど

ん
ど
ん
練
習
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
。
教
師
は
そ
の
分
、
子
供
た

ち
を
「
褒
め
る
」
こ
と
に
専
念
で
き

る
の
だ
。

　

ま
た
、
指
導
Ｄ
Ｖ
Ｄ

と
セ
ッ
ト
で
購
入
で
き

る
テ
キ
ス
ト
に
は
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
だ
け
で
は
分
か
ら

な
い
よ
う
な
細
か
な
指

導
ポ
イ
ン
ト
が
載
っ
て
い
る
。

　

私
は
中
学
年
を
担
任
し
た
と
き
に

指
導
し
た
が
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
低
学
年

用
の
簡
単
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
収
録
さ
れ

て
い
る
。
ぜ
ひ
、
ご
購
入
い
た
だ
き
、

子
供
た
ち
を
熱
狂
の
渦
に
巻
き
込
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

トークライン
読者限定
お得情報!!

くわしくは、下を
ご覧ください。

　

TOSSオリジナル教材
http://www.tiotoss.jp/

『教育トークライン』
東京教育技術研究所
タイアップ企画！

&

勉
強
が
苦
手
な
子
が
取
り
組
め
る
教
材

「
あ
か
ね
こ
冬
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）

量
は
多
す
ぎ
ず
、
内
容
が
充
実
し
て
い
る
の
が
魅
力
で
あ
る
。

塩し
お

沢ざ
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

栃
木
県
真
岡
市
立
物
部
小
学
校

　

勉
強
が
苦
手
な
Ａ
君
は
、
ふ
だ
ん

の
宿
題
を
、
な
か
な
か
提
出
で
き
な

い
。
夏
休
み
に
は
宿
題
の
「
夏
休
み

の
友
」
も
最
後
ま
で
終
わ
ら
ず
、
中

途
半
端
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
冬
休
み
に
採
用
し
た

「
あ
か
ね
こ
冬
ス
キ
ル
」
は
、
宿
題

と
し
て
出
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

見
事
に
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

全
て
の
ペ
ー
ジ
を
宿
題
と
し
て
や
っ

た
の
で
あ
る
。

　

苦
手
な
子
が
最
後
ま
で
取
り
組
む

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。

１ 

適
切
な
量

　

ま
ず
、
量
が
多
す
ぎ
な
い
こ
と
だ
。

見
た
瞬
間
に
「
あ
っ
、
こ
れ
な
ら
で

き
そ
う
」
と
思
え
る
量
な
の
で
あ
る
。

２ 

ゲ
ー
ム
感
覚
で
飽
き
な
い

　

冬
休
み
だ
か
ら
、
自
分
一
人
で
学

習
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
飽
き
ず
に
取
り
組
め
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。「
あ
か
ね

こ
冬
ス
キ
ル
」
の
ペ
ー
ジ
は
、
ゲ
ー

ム
感
覚
で
取
り
組
め
る
楽
し
い
作
り

に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
教
材
を
使
い
、
一
冊

を
き
ち
ん
と
終
え
る
こ
と
で
充
実
感

も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

放射線のメリットとデメリットを正しく学べる
「放射線学習スキル」
身の回りにあふれている放射線について知ろう。
「放射線学習スキル」―放射線は、身の回りのどこにでもある―

伊
い

藤
とう

 拓
たく

也
や

千葉県千葉市立おゆみ野南中学校

「放射線は怖い」。放射線のイメージを生徒に聞くと、このよ
うな返事がくることが多い。福島第一原子力発電所での事故
が影響しているのだろう。そこで「この教室に放射線はあり
ますか？」と問い、放射線測定器を取り出す。実験してみると、
教室だけでなく学校の至る所で放射線が検出され、生徒から
悲鳴があがる。「放射線は、レントゲンなどの医療や工業、農
業など様々な分野で利用されています。仕組みが分かれば怖
くありません。『放射線学習スキル』で学びましょう」。放射線のメリット（有効利用）とデ
メリット（生物に対する悪影響）を正しく理解することができるテキストである。放射線出
前授業も無料で実施。出前授業では、実験で空気中を飛ぶ放射線の跡を見ることができる。

【テキストの申込み先】エネルギー教育全国協議会事務局　misaki@tiotoss.jp（美崎）
【出前授業の申込み先】放射線出前授業事務局　info@eneducation.jp

「あかねこ冬スキル」
https://edusup.jp/navi/20151016

11月号で紹介！
鉄棒くるりんベルト　2,200円（税込）
送料無料でお届けします！
パスワード：5ymvua

期間：2018年9月15日～12月14日

10月号で紹介！
ニャティティソーラン2020 音楽CD　
1,500円（税込）
ニャティティソーラン2020 ダンス指導
【DVD＋テキスト】セット　6,500円（税込）
送料無料でお届けします！
パスワード：a3mnwf

12月号で紹介！
とびなわキング　各色800円（税込）
１回のご注文につき級別シール２種類
（20級～11級、10級～ 1級）をプレゼ
ント！
パスワード：8ytk7b

TOSSオリジナル教材HPのタイアップ
企画からご注文ください。関連商品のプ
レゼントなど、様々な特典をご用意して
おります。10､ 11､ 12月号でご紹介す
る商品は、下記の３か月間ずっとご注文
いただけます。
早めの準備をしたい方や、忙しくて短い
期間だとつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
「トークライン」誌とともに、“クラス全
員が熱中する教材”もぜひご利用ください。

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材HPのタイアップ商品ページに
ある限定コードの枠に半角英数字でご入力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。
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授業が激変！ TOSS指導法最前線

デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説
TOSSランド・TOSS動画ランド・TOSSメディア
を活用した授業実践報告
TOSSランド・TOSS動画ランド・TOSSメディア
を活用した授業実践報告

TOSSランド
タイアップ企画！

　向山洋一氏が指導した劇。個性が生かされている。自由で伸びやかだ。向山学級もこの
ような感じだったのだろう。そんな思いが生じる。
　向山学級をイメージする。そのための動画が、「向山洋一 学芸会」である。
　例えば、劇の冒頭だ。地球探検隊が自己紹介のようなことをする場面がある。
　この自己紹介が、実に個性的である。
　何が個性的なのか。
　自己紹介のときのポーズだ。
　見事なまでに全員が違うポーズで、「我々は……」と自己紹介（任務紹介）をしているの
である。７人目の自己紹介後、その子が「敬礼」と指示を出す。
　全員が、同時に前述の格好をしている。つまり、見事にバラバラなのだ。
　普通は皆で同じ動きをするだろう。教師が同じ動きを教える（いや、強要する）。
「敬礼のときは、右手をおでこの所に持ってきなさい」
　このように言うはずだ。
　しかし、この劇は違う。それぞれが違う動きをする。その違う動きをよしとする。そん
な指導があったから、実現した場面といえる。
　違うのがよい。いや、違う方がよい。
　このような発想の下での指導がなされているのだろう。だから、見ている側を魅了する
劇が完成する。
　このような劇を創り上げるには、「違ってよい」という教師のイメージが求められる。
　そのイメージが、学級経営にも反映されていくのだ。

千葉県我孫子市立
我孫子第三小学校

河
こう

野
の

 健
けん

一
いち

向山洋一氏の伸
びやかな学級を
イメージできる
自由で伸びやかな劇。こ
の劇が学級経営の思想に
生きる。

合
理
的
配
慮
分
析
シ
ー
ト
で
、

驚
異
の
専
門
性
を
担
保
す
る

子
供
の
行
動
に
は
、
必
ず
背
景
や
理
由
が
あ
る
。

そ
れ
を
探
る
こ
と
が
支
援
や
指
導
の
第
一
歩
で
あ
る
。

武た
け

井い 

恒
ひ
さ
し

山
梨
県
立
か
え
で
支
援
学
校

　

こ
の
シ
ー
ト
は
、
よ
り
良
い
も
の

を
目
指
し
て
、
現
在
も
書
式
を
更
新

中
で
あ
る
。

的
配
慮
の
三
観
点
十
一
項
目
に
照
ら

し
て
、
ど
こ
に
分
類
さ
れ
る
か
整
理

す
る
。（
中
教
審
初
中
分
科
会
報
告

平
成
二
十
四
年
七
月
を
参
照
）

の
行
動
・
発
し
た
言
葉 

等
」
を
実

態
と
し
て
記
入
す
る
。
次
に
最
も
大

切
な
Ａ
欄
に
「
対
人
・
環
境
・
生
理
・

時
間
・
授
業
・
場
所
・
言
動 

等
」

の
明
快
な
観
点
を
基
に
し
た
「
背

景
・
原
因
」
を
探
り
、
記
入
す
る
。

そ
の
よ
う
な
、
積
極
的
に
そ
の
児
童

生
徒
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
教
師
の

努
力
あ
っ
て
こ
そ
、
Ｃ
欄
の
「
合
理

的
配
慮
」
が
記
入
で
き
る
。
Ｃ
欄
は
、

背
景
を
基
に
し
た
教
師
の
具
体
的
な

指
導
実
践
で
あ
る
。
そ
の
指
導
・
支

援
を
行
う
こ
と
で
児
童
生
徒
が
ど
う

変
化
し
た
か
を
評
価
し
、
記
入
す
る
。

課
題
の
改
善
が
図
ら
れ
た
指
導
・
支

援
が
、
そ
の
児
童
生
徒
に
合
っ
た
合

理
的
配
慮
と
な
る
。
そ
の
際
、
合
理

１	

合
理
的
配
慮
分
析
シ
ー
ト

　

こ
れ
ま
で
は
、
多
く
の
教
師
が
、

児
童
生
徒
の
課
題
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
と
い
う
「
課
題

―
対
応
」
の
思
考
回
路
だ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
原
因
を
児
童
生
徒
に
求
め

る
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
っ
た
。
今

回
、
こ
の
合
理
的
配
慮
分
析
シ
ー
ト

を
通
し
て
、
児
童
生
徒
の
課
題
の
背

景
を
考
え
る
機
会
を
作
り
た
か
っ
た
。

　

児
童
生
徒
の
行
動
に
は
必
ず
意
味

が
あ
る
。
つ
ま
り
、「
課
題
―
背
景

―
対
応
」
の
思
考
回
路
で
あ
る
。

２	

作
成
手
順

　

ま
ず
Ｂ
欄
に
「
具
体
的
な
子
ど
も

期間限定
無料でご視聴
いただけます!!
※動画ランドの会員
登録（無料）が
必要です

■トークライン読者特典　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://m.tos-land.net
②動画ランド

4 4 4 4 4

の無料会員登録を行う
　（トークライン会員とは別です）
　※既に会員登録を行っている方はログインをお願いします。
③プレイリスト→無料動画より閲覧
　有効期限：2018年9月15日～2018年10月14日
　※無料でご視聴いただけるのは一部のみです。

A B C

プリントは、デジタル・トー
クラインからダウンロードで
きます。

向山洋一の「学芸会」
～地球SOS
　　　環境探検隊～

《主な内容》
今から約20年前に向山
洋一氏が指導した学年による

「学芸会」の映像です。演目は「地
球SOS 環境探検隊」（脚本：師尾

喜代子氏）。４つの場面から成るオムニバス形式の劇です。プロ
の俳優にも引けを取らない、生き生きとした子供たちの演技。
誰一人として同じものがない衣装、音や映像を使った斬新な演
出の数々。向山洋一氏が指導した学芸会がどのようなものであっ
たかが分かる、貴重な第一級の資料です。
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現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

と
っ
て
と
て
も
難
し
い
の
で
、
何
度

も
例
文
を
使
っ
て
練
習
す
る
と
よ
い
。

３	

会
話
文
を
楽
し
む

「
く
じ
ら
ぐ
も
」
に
は
、
多
く
の
会

話
文
が
出
て
く
る
。

　

誰
が
話
し
た
言
葉
で
し
ょ
う

か
。「 

」
の
上
に
丸
付
文
字
で

書
き
ま
し
ょ
う
。

く
じ
ら
ぐ
も
…
…
く

子
供
た
ち
…
…
子

く
「
も
っ
と
た
か
く
。
も
っ
と
た

か
く
。」

子
「
天
ま
で
と
ど
け
、一
、二
、三
。」

　

こ
の
せ
り
ふ
が
三
回
繰
り
返
さ
れ

て
い
る
。
先
生
が
く
じ
ら
ぐ
も
の
役

に
な
る
。
子
供
た
ち
は
全
員
手
を
つ

な
い
で
丸
く
な
り
、
子
の
せ
り
ふ
を

言
う
。
一
回
目
よ
り
二
回
目
。
二
回

目
よ
り
三
回
目
と
、
子
供
た
ち
の
声

が
自
然
と
大
き
く
な
り
、
本
当
に
天

ま
で
届
く
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
。 

　

み
ん
な
が
楽
し
め
る
活
動
で
あ
る
。

１	

音
読
で
す
ら
す
ら
読
ま
せ
る

①
追
い
読
み
（
教
師
の
後
に
続
い
て
）

②
交
代
読
み
（
教
師
と
子
供
で
、
〇

　

で
交
代
。
男
女
で
交
代
な
ど
）

③
一
斉
読
み
（
全
員
で
読
む
）

　

こ
れ
ら
を
テ
ン
ポ
良
く
行
い
、
み

ん
な
が
読
め
る
よ
う
に
す
る
。

２	

会
話
文
の
書
き
方
を
教
え
る

　

教
科
書
に
は
、
こ
の
よ
う
に
提
示

さ
れ
て
い
る
。

　

は
な
し
た
こ
と
ば
は
、
か
ぎ

（「
」）
を
つ
か
っ
て
か
き
ま
す
。

　

マ
ス
に
「 

」
や
句
点
を
書
く
の

は
難
し
い
。
手
立
て
と
し
て
、
マ
ス

に
、
部
屋
の
番
号
を
付
け
る
と
よ
い
。

　

そ
し
て
、「 

」
や
句
点
は
何
番
の

部
屋
に
入
る
の
か
確
か
め
る
。

　

上
の
写
真
に
当
て
は
め
る
と
、
部

屋
の
番
号
で
４
に
「
が
、
１
に
」
が

入
り
、
句
点
は
３
の
部
屋
の
上
部
に

書
き
入
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
年
生
に

指示  かぎ（「 」）を使って、ノー
トに書きましょう。SANSU

算数
1年

大阪府泉佐野市立第三小学校

勇
いさみ

 和
かず

代
よ

KOKUGO

国語
1年

「くじらぐも」では、
会話文を楽しもう！
ペアやグループで会話文を分
担し、お話の世界を楽しもう。

光村図書・１年下・p.4-16

２	

さ
く
ら
ん
ぼ
計
算
も

	

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

　

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
さ
く

ら
ん
ぼ
計
算
も
書
か
せ
る
。

①　

９
た
す
４
の
計
算
。

②　

９
は
、
あ
と
１
で
10
。

③　

４
を
１
と
３
に
分
け
る
。

④　

９
に
１
を
た
し
て
10
。

⑤　

10
と
３
で
13
で
す
。　

　

授
業
の
導
入
を
、
百
玉
そ
ろ
ば
ん

を
使
っ
て
行
う
。

︿
授
業
の
流
れ
﹀

１	

た
し
算
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

　

上
の
図
の
よ
う
に
百
玉
そ
ろ
ば
ん

の
玉
を
動
か
し
な
が
ら
、
教
師
の
後

に
付
い
て
リ
ズ
ム
良
く
復
唱
さ
せ
る
。

教
師
：
９
（
①
の
矢
印
）
た
す
４
（
②

の
矢
印
）
の
計
算
。

児
童
：
９
た
す
４
の
計
算
。

教
師
：
９
は
、
あ
と
１
で
10
。（
残
っ

て
い
る
一
つ
の
玉
を
指
さ
す
）

児
童
：
９
は
、
あ
と
１
で
10
。

教
師
：
４
を
１
と
３
に
分
け
る
。

　
（
図
の
よ
う
に
４
の
１
と
３
の
間

に
隙
間
を
空
け
る
）

児
童
：
４
を
１
と
３
に
分
け
る
。

教
師
：
９
に
１
を
た
し
て
10
。

　
（
図
の
よ
う
に
、
９
に
寄
せ
る
一

玉
と
、
３
か
ら
離
す
一
玉
を
同
じ

タ
イ
ミ
ン
グ
で
動
か
す
）

児
童
：
９
に
１
を
た
し
て
10
。

教
師
：
10
と
３
で
13
で
す
。

児
童
：
10
と
３
で
13
で
す
。

＜百玉そろばんで導入する＞

群馬県館林市立第二小学校

関
せき

澤
ざわ

 陽
よう

子
こ

「たし算」の指導
百玉そろばんで、たし算のア
ルゴリズムに慣れてから、さ
くらんぼ計算に入る。

東京書籍・１年下・p.3-4

部屋の番号

※百玉そろばんだと「３と１にわける」ですが、
　教科書の文言に合わせています。
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富山県富山市立大久保小学校

塩
しお

苅
かり

 有
ゆ

紀
き

SANSU

算数
2年

かけ算の導入
向山洋一氏の「かけ算九九計
算尺」の授業を追試しよう。

KOKUGO

国語
2年

東京書籍・2年下・p.6

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

（
そ
う
で
す
ね
。
３
台
で
す
）

指
示
２ 

１
台
、
２
台
、
３
台
と
鉛

筆
で
囲
み
な
さ
い
。

指
示
３ 

１
台
に
５
人
ず
つ
の
３
台

分
の
計
算
を
、「
５
×
３
＝
15
」

と
言
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
言
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

児
童
：
５
×
３
は
15
。

指
示
４ 

一
番
後
ろ
の
車
両
を
手
で

隠
し
な
さ
い
。

発
問
４ 

こ
れ
な
ら
何
と
言
う
で

し
ょ
う
。

指
示
５ 

隣
の
人
と
相
談
し
て
ご
ら

ん
な
さ
い
。
⋮
⋮
で
は
、
み
ん
な

で
。

児
童
：
５
×
２
は
10
。

（
よ
く
で
き
ま
し
た
）

発
問
５ 

で
は
逆
に
車
両
が
１
台
増

え
た
ら
？
（
図
を
板
書
す
る
）

指
示
６ 

み
ん
な
で
言
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

児
童
：
５
×
４
は
20
。

（
み
ん
な
天
才
で
す
ね
。
算
数
で
一

番
難
し
い
か
け
算
を
簡
単
に
で
き

ち
ゃ
っ
て
い
る
か
ら
）

　

か
け
算
の
学
習
で
は
、「
か
け
算

九
九
の
助
」（
東
京
教
育
技
術
研
究

所
）
を
使
っ
て
い
く
の
が
お
勧
め
だ
。

　

か
け
算
の
導
入
は
、
向
山
洋
一
氏

の
「
か
け
算
九
九
計
算
尺
」
の
授
業

の
追
試
を
す
る
と
よ
い
。

　

教
科
書
の
導
入
ペ
ー
ジ
も
、
こ
の

授
業
の
よ
う
に
や
る
。

発
問
１ 

₂
み
ん
な
で
何
人
の
っ
て

い
ま
す
か
。

児
童
：
15
人
で
す
。

指
示
１ 

子
供
た
ち
の
顔
に
赤
丸
を

付
け
な
が
ら
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

発
問
２ 

５
人
と
５
人
と
５
人
。
式

で
い
う
と
、
ど
う
言
い
ま
す
か
。

児
童
：
５
+
５
+
５
は
15
で
す
。

（
そ
う
で
す
ね
。
５
+
５
+
５
は
15

で
す
）

発
問
３ 

１
台
に
５
人
乗
っ
て
い
ま

す
。
何
台
あ
り
ま
す
か
。

児
童
：
３
台
で
す
。

発問１  ₂ みんなで何人のっています
か。

（中略）
指示３  １台に５人ずつの３台分の計算

を、「５×３＝15」（ごかけるさんは
じゅうご）と言うことがあります。

　　言ってみましょう。
（中略）

発問４  これなら何と言うでしょう。

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
東京教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
東
京
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

兵庫県加古川市立平岡小学校

溝
みぞ

端
はた

 久
く

輝
き

子
こ

「名前を見てちょう
だい」
表を使って、場面ごとに人物
の様子と会話を対比する。

東京書籍・２年下・p.10-23

発
問
3 

最
後
に
、
誰
と
ど
こ

で
会
い
ま
し
た
か
。

２	

会
話
に
着
目
し
、
変
化
の
あ
る	

	

繰
り
返
し
で
役
割
読
み
を
す
る

発
問
4 

「
あ
た
し
の
ぼ
う
し

よ
」
と
え
っ
ち
ゃ
ん
が
言
う

と
、
き
つ
ね
は
何
と
答
え
ま

し
た
か
。

「
あ
た
し
の
ぼ
う
し
よ
」

「
名
前
を
見
て
ち
ょ
う
だ
い
」

　

こ
の
二
つ
の
セ
リ
フ
に
着
目
す
る
。

役
割
読
み
を
隣
同
士
で
練
習
し
、
全

体
の
前
で
発
表
す
る
。
何
度
も
繰
り

返
し
出
て
く
る
セ
リ
フ
だ
が
、
き
つ

ね
と
牛
、
大
男
で
は
、
対
す
る
態
度

が
違
う
こ
と
に
気
付
か
せ
た
い
。

３	

表
に
す
る

　

話
の
大
体
を
捉
え
る
発
問
の
後
は

ノ
ー
ト
に
表
を
作
っ
た
。
構
造
化
す

る
こ
と
で
、
よ
り
内
容
の
大
枠
を
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

１	

内
容
の
大
枠
を
捉
え
る

　

低
学
年
で
は
、
場
面
の
様
子
や
登

場
人
物
の
行
動
、
会
話
を
手
掛
か
り

に
話
の
内
容
の
大
体
を
捉
え
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。（
新
学
習
指
導
要

領
の
解
説
よ
り
要
約
）

　

え
っ
ち
ゃ
ん
が
三
人
の
登
場
人
物

と
次
々
と
会
う
話
は
、
場
面
を
分
け

や
す
く
、
会
話
に
「
変
化
の
あ
る
繰

り
返
し
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

発
問
1 

え
っ
ち
ゃ
ん
は
、
最

初
、
誰
と
ど
こ
で
会
い
ま
し

た
か
。

指
示 

線
を
引
き
な
さ
い
。

　

発
問
の
後
は
必
ず
作
業
指
示
を
す

る
。「
隣
の
人
に
言
い
な
さ
い
」「
分

か
っ
た
ら
手
を
挙
げ
な
さ
い
」
で
も

よ
い
。
以
下
指
示
は
省
略
。

発
問
2 

次
に
、
誰
と
ど
こ
で

会
い
ま
し
た
か
。

発問１  えっちゃんは、最初、誰
とどこで会いましたか。

指示  線を引きなさい。
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KOKUGO

国語
3年

はしたの大きさの
表し方
教科書の図を使って作業させ
たり、繰り返し説明させたり
することで、小数の概念を学
ばせる。

東京書籍・３年下・p.3-4

群馬県太田市立韮川小学校

瀧
たき

澤
ざわ

 美
み

香
か

SANSU

算数
3年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

　

塗
ら
せ
る
こ
と
で
、
１
Ｌ
よ
り
も

少
な
い
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

教
師
：
１
Ｌ
よ
り
小
さ
い
数
を
表
す

た
め
に
昔
の
人
は
考
え
ま
し
た
。

１
Ｌ
の
ま
す
に
、
ど
の
よ
う
な
目

盛
り
を
付
け
た
と
思
い
ま
す
か
。

児
童
：
10
に
等
分
し
た
目
盛
り
で
す
。

教
師
：
そ
の
と
お
り
！　

そ
し
て
、

10
に
等
分
し
た
一
つ
一
つ
に
名
前

を
付
け
ま
し
た
。「
れ
い
て
ん
い
ち
」

と
言
い
ま
す
。
言
っ
て
ご
ら
ん
。

児
童
：
れ
い
て
ん
い
ち
。

　

0.2
の
目
盛
り
を
指
さ
し
て
、
次
の

よ
う
に
問
う
。

教
師
：
じ
ゃ
あ
こ
こ
は
？

児
童
：
0.2
Ｌ

教
師
：
こ
こ
は
？

児
童
：
0.3
Ｌ

　

同
様
に
１
ま
で
続
け
る
。

　

大
切
な
用
語
は
教
科
書
の
四
角
囲

み
の
中
に
書
か
れ
て
い
る
。
隣
同
士
、

前
後
の
人
同
士
な
ど
で
、
教
科
書
の

説
明
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
繰
り
返

し
言
わ
せ
る
こ
と
で
、
小
数
の
概
念

を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

小
数
の
導
入
で
押
さ
え
る
べ
き
こ

と
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

①
１
を
10
等
分
し
た
１
個
が
0.1

で
あ
る
こ
と
。

②
0.1
を
10
個
集
め
る
と
１
に
な

る
こ
と
。

　

こ
の
二
点
を
作
業
を
通
し
て
繰
り

返
し
教
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

₁
水
と
う
に
入
る
水
の
か
さ
を
、

１
Ｌ
の
ま
す
で
は
か
っ
た
ら
、

１
Ｌ
と
あ
と
少
し
の
は
し
た
が

あ
り
ま
し
た
。
水
と
う
に
入
る

水
の
か
さ
は
、
何
Ｌ
と
い
え
ば

よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

次
の
よ
う
に
指
示
す
る
。

教
師
：「
は
し
た
」
を
指
で
押
さ
え

な
さ
い
。

　

隣
同
士
、
押
さ
え
て
い
る
か
を
確

認
さ
せ
る
。

教
師
：
１
Ｌ
に
は
足
り
な
い
部
分
を

「
は
し
た
」
と
い
い
ま
す
。
は
し

た
の
部
分
を
赤
鉛
筆
で
塗
り
な

さ
い
。

発問  （昔の人は）１Ｌのますに、
どのような目盛りを付けたと思
いますか。

広島県東広島市立龍王小学校

笠
かさ

井
い

 美
み

香
か

二つの文章の同じところ、
違うところ、感じ方を比
べて、いい方を選ぶ
書き手の伝えたいことは何か、
うまく伝えるために「取り上げ
方」「説明の仕方」にどんな工
夫をしているかを読み取らせる。

　

最
後
に
、
ど
ち
ら
の
文
章
が
よ
り

強
く
「
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ

て
ほ
し
い
」
と
思
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
か
考
え
、
そ
の
理
由
を
書
く
。

　

そ
の
た
め
に
、
読
ん
だ
後
の
気
持

ち
や
思
い
を
想
像
さ
せ
、
伝
わ
り
方

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。
発
問
に

「
よ
り
強
く
伝
わ
っ
た
の
は
」
と
聞

く
こ
と
に
し
た
の
は
、
伝
わ
り
方
を

比
べ
さ
せ
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

伝
わ
っ
た
か
ど
う
か
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
あ
り
、
測
り
よ
う
が
な
い
が
、
人

は
、
文
章
に
あ
る
「
メ
リ
ッ
ト
」
と

「
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
」
に
心
を
動
か
さ

れ
る
と
言
う
。「
メ
リ
ッ
ト
」
と
は
、

「
そ
れ
を
す
る
こ
と
に
よ
る
価
値
」

で
あ
り
、「
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
」
と
は
、

「
そ
れ
を
す
る
こ
と
に
よ
り
得
ら
れ

る
未
来
」
で
あ
る
。
何
が
い
い
の
か

（
メ
リ
ッ
ト
）、
ど
う
な
る
の
か
（
ベ

ネ
フ
ィ
ッ
ト
）
が
分
か
れ
ば
、
納
得

す
る
。
体
の
仕
組
み
を
説
明
し
た
方

か
、
生
活
改
善
を
呼
び
掛
け
た
方
か
、

価
値
と
未
来
を
よ
り
強
く
感
じ
た
方

を
子
供
た
ち
は
選
ぶ
で
あ
ろ
う
。

発
問 

「
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り

食
べ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
先

生
の
思
い
が
よ
り
強
く
伝

わ
っ
た
の
は
、
ど
ち
ら
の
文

章
で
す
か
。

指
示 

ノ
ー
ト
に
選
ん
だ
理
由

を
書
き
な
さ
い
。

　

二
つ
の
「
ほ
け
ん
だ
よ
り
」
を
読

み
比
べ
て
、
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
自
分

の
考
え
を
書
く
。
そ
の
方
法
は
三
つ
。

　

一
つ
目
は
、
二
つ
の
文
章
の
同
じ

と
こ
ろ
に
線
を
引
か
せ
て
伝
え
た
い

こ
と
（
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か
り
食
べ

よ
う
）
と
価
値
（
朝
ご
は
ん
を
食
べ

る
と
元
気
に
な
る
）
を
読
み
取
ら
せ
る
。

　

二
つ
目
は
、
二
つ
の
文
章
の
違
い

に
つ
い
て
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

事
柄
を
確
か
め
る
。「
朝
ご
は
ん
を

食
べ
る
と
起
こ
る
こ
と
」
と
「
朝
ご
は

ん
を
食
べ
な
い
理
由
」
の
説
明
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
ら
せ
る
。

　

三
つ
目
は
、
取
り
上
げ
て
い
る
図

や
表
の
効
果
を
考
え
さ
せ
る
。

発問  「朝ごはんをしっかり食べて
ほしい」という先生の思いがよ
り強く伝わったのは、どちらの
文章ですか。

指示  ノートに選んだ理由を書き
なさい。

１つ目の文章
「朝ごはんはエネルギーになり、朝ごはんを食
べると、体温が上がり、体を動かす準備がで
きるので午前中を元気に過ごすことができる」
と説明している。
２つ目の文章
朝ごはんを食べなかった理由で最も多かった
のは、「食べる時間がなかった」というものだっ
たから、「早く寝ること」をアドバイスしている。



4445   2018. 10

SANSU

算数
4年

北海道斜里町立斜里小学校

塩
しお

谷
や

 直
なお

大
ひろ

「ジャンボ ホワイト・
TOSSノート」で
「小数のしくみ」の
基本型を教える
そのまま写して学習できるから、
子供が直感的に理解できる。

教育出版・４年下・p.16

KOKUGO

国語
4年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

何
マ
ス
空
け
る
の
か
は
、「
ジ
ャ
ン

ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」

を
見
れ
ば
分
か
る
の
だ
。
子
供
た
ち

は
シ
ー
ン
と
な
っ
て
写
し
て
い
く
。

写
し
終
え
た
ら
、
次
の
よ
う
に
基
本

型
を
読
ま
せ
る
。

　

１
Ｌ
が
１
こ
で
１
Ｌ
、
0.1
Ｌ

が
５
こ
で
0.5
Ｌ
、
０
．０
１
Ｌ
が

８
こ
で
０
．０
８
Ｌ
、
あ
わ
せ
て

１
．５
８
Ｌ
で
す
。

　

そ
の
後
、「
た
し
か
め
１
」
を
解

か
せ
る
。
次
の
問
題
だ
。

「
0.1
Ｌ
を
１
こ
と
、
０
．０
１
Ｌ
を

４
こ
あ
わ
せ
た
か
さ
は
、
何
Ｌ
で

し
ょ
う
か
」

　

問
題
を
読
ん
だ
後
に
発
問
す
る
。

発
問 

問
題
文
に
１
Ｌ
が
書
か

れ
て
い
ま
せ
ん
。
１
Ｌ
は
何

個
と
書
け
ば
い
い
で
す
か
。

　

書
か
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
「
０

個
」
で
あ
る
。
後
は
基
本
型
ど
お
り

に
解
か
せ
る
（
上
の
写
真
参
照
）。

「
小
数
の
し
く
み
」
一
時
間
目
の

ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
未
習
内
容
で
あ
る

０
．
０
１
に
つ
い
て
教
科
書
ど
お
り

に
教
え
た
後
の
場
面
で
あ
る
。

１	

教
科
書
は

	

縦
に
そ
ろ
っ
て
い
な
い

　

教
科
書
に
は
基
本
型
が
載
っ
て
い

る
が
、
Ｌ
（
リ
ッ
ト
ル
）
の
単
位
が

そ
ろ
っ
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。
子

供
た
ち
の
ノ
ー
ト
に
は
単
位
を
全
て

縦
に
そ
ろ
え
て
書
か
せ
た
い
。
そ
う

す
る
こ
と
で
直
感
的
に
小
数
の
仕
組

み
を
理
解
で
き
る
。

２	

﹁
ジ
ャ
ン
ボ 

ホ
ワ
イ
ト
・

	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
﹂
活
用

　

こ
の
基
本
型
を
書
か
せ
る
と
き
に

活
躍
す
る
の
が
「
ジ
ャ
ン
ボ 

ホ
ワ

イ
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
」
だ
（
上

の
写
真
参
照
）。

指
示 

ノ
ー
ト
に
そ
っ
く
り
そ

の
ま
ま
写
し
な
さ
い
。

　

余
計
な
説
明
は
し
な
い
。
ど
こ
を

指示  ノートにそっくりそのまま
写しなさい。

京都府京都市立深草小学校

安
やす

江
え

 愛
あい

秋の風景
俳句を授業する基本型をマス
ターしよう。

光村図書・4年下・p.30

　

区
切
り
目
が
違
う
と
意
味
が
違
っ

て
く
る
。
そ
こ
か
ら
発
問
を
考
え
て

み
る
。

　

例
え
ば
、「
我
れ
と
は
山
彦
の
こ

と
で
す
か
。
話
者
の
こ
と
で
す
か
」

な
ど
で
あ
る
。

２	

季
語
・
季
節

　

季
語
は
ど
れ
で
す
か
。

　

季
節
は
い
つ
で
す
か
。

　

こ
の
二
つ
は
セ
ッ
ト
で
あ
る
。
季

節
を
確
定
さ
せ
る
と
、
頭
の
中
に
場

面
、
情
景
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
。

「
目
を
閉
じ
て
ご
ら
ん
。
何
が
見
え

ま
す
か
」
と
言
っ
て
、
浮
か
ん
で
く

る
物
を
言
わ
せ
て
（
書
か
せ
て
）
い

く
。
そ
れ
ら
を
基
に
、
絵
に
描
か
せ

る
・
対
比
を
扱
う
・
色
を
扱
う
と
い

う
よ
う
に
、
授
業
が
い
ろ
い
ろ
な
方

向
に
発
展
し
て
い
く
。

参
考
文
献
：﹃
子
ど
も
が
燃
え
る
授

業
に
は
法
則
が
あ
る
﹄（
向
山
洋
一

著　

明
治
図
書
）

１	

区
切
り
目

　

黒
板
に
俳
句
を
書
き
、
次
の
指
示

を
出
す
。

　

次
の
俳
句
を
読
み
な
さ
い
。

　

列
指
名
な
ど
で
、
一
人
ず
つ
子
供

に
読
ま
せ
て
い
く
。
そ
し
て
、

　

ど
こ
で
切
れ
ま
す
か
。

と
問
う
。

「
切
れ
る
と
思
う
箇
所
に
手
を
挙
げ

な
さ
い
」
と
言
っ
て
、
確
認
す
る
と

よ
い
。

　

例
え
ば
「
山
彦
の
我
れ
を
呼
ぶ
な

り
夕
紅
葉
」
で
あ
れ
ば
、
次
の
よ
う

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

①　

山
彦
の
／
我
れ
を
呼
ぶ
な
り
／

夕
紅
葉

②　

山
彦
の
我
れ
を
呼
ぶ
な
り
／　

夕
紅
葉

③　

山
彦
の
我
れ
を
／
呼
ぶ
な
り　

夕
紅
葉

＜俳句の授業の基本型（導入）＞
指示  次の俳句を読みなさい。

発問１  どこで切れますか。

発問２  季語はどれですか。
　　　  季節はいつですか。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
東京教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
東
京
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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SANSU

算数
5年 KOKUGO

国語
5年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

　

努
力
し
た
の
に
、
テ
ス
ト
で
五
〇

点
だ
っ
た
。

　

外
を
見
る
と
、

　

次
の
指
示
を
出
す
。

「
外
を
見
る
と
、」
の
後
に
続
く

情
景
描
写
の
文
章
を
書
い
て
ご

ら
ん
な
さ
い
。

　

例
え
ば
、「
外
を
見
る
と
、
枯
れ

た
木
々
が
力
な
く
揺
れ
て
い
た
」
と

い
っ
た
文
章
が
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
心
情
を
考
え
さ
せ
る
。

「
悲
し
さ
」「
残
念
な
思
い
」
と
い
っ

た
意
見
が
出
る
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
く
る
と
、
子
供
た
ち
は
、

情
景
描
写
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

言
う
の
か
、
的
確
に
つ
か
ん
で
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、「
こ
れ
か
ら
﹃
大
造
じ

い
さ
ん
と
ガ
ン
﹄
の
物
語
文
の
学
習

を
し
ま
す
。
幾
つ
か
情
景
描
写
の
文

章
が
出
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
付
け
、

心
情
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

告
げ
る
。

　

教
師
が
幾
つ
か
例
文
を
提
示
す
る
。

︿
例
文
①
﹀

　

難
し
い
テ
ス
ト
で
一
〇
〇
点
を

取
っ
た
。

　

先
生
に
も
の
す
ご
く
褒
め
ら
れ
た
。

　

外
を
見
る
と
、
太
陽
が
美
し
く
き

ら
き
ら
と
輝
い
て
い
た
。

　

こ
れ
を
ノ
ー
ト
に
写
さ
せ
る
。

　

次
に
「
外
を
見
る
と
、
太
陽
が
美

し
く
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
た
」
の

文
章
に
線
を
引
か
せ
る
。

　

そ
し
て
、
次
の
発
問
を
す
る
。

　

線
を
引
い
た
文
章
は
、
心
情

を
情
景
に
反
映
さ
せ
て
表
し
て

い
る
文
章
で
す
。
こ
の
よ
う
な

書
き
方
を
「
情
景
描
写
」
と
い

い
ま
す
。

　

こ
の
文
章
は
、
ど
ん
な
心
情

を
表
し
て
い
ま
す
か
。

「
う
れ
し
さ
」「
す
が
す
が
し
さ
」

と
い
っ
た
意
見
が
出
る
だ
ろ
う
。

　

次
の
例
文
を
写
さ
せ
る
。

︿
例
文
②
﹀

指示  後に続く文章を書いてごら
んなさい。

発問  どんな心情を表していますか。

石川県かほく市立宇ノ気小学校

石
いし

坂
ざか

 陽
あきら

情景描写を的確に捉え
させる
情景描写の指導のポイントの一つは、
簡単な例文をもとにして、捉えさせ
ることである。簡単な例文で情景を
描写させ、心情を考えさせることで、
情景描写とはどのようなものなのか
を体感させる。

光村図書・５年・p.114-134
「大造じいさんとガン」

東京都国立市立国立第六小学校

村
むら

野
の

 聡
さとし

小数を分数で表す方
法の基本型を教える
「変換の基本型」を教えれば
簡単に小数を分数で表せる。

　

小
数
第
二
位
ま

で
の
場
合
も
同
様

で
あ
る
。
①
小
数

の
下
に
100
と
書
く
。

②
29
に
○
を
付
け

る
。
③
そ
れ
を
右

に
写
す
。

　

教
師
が
こ
の
手

順
を
説
明
し
な
が

ら
板
書
し
て
い
く

と
い
い
。

　

小
数
の
下
に
小
数
と
同
じ
桁

数
で
10
（
100
）
と
書
き
ま
す
。

　

小
数
の
１
に
○
を
付
け
な
さ
い
。

　

そ
れ
を
右
側
に
分
数
と
し
て

写
し
ま
す
。

　

こ
の
基
本
型
は

整
数
を
分
数
で
表

す
場
合
に
も
使
用

可
能
だ
。

　

何
度
か
や
っ
て

い
る
う
ち
に
習
熟

す
る
。

　

小
数
を
分
数
で
表
す
指
導
が
あ
る
。

教
科
書
で
は
次
の
と
お
り
示
さ
れ
て

い
る
 ※
。

　

つ
ま
り
、
0.1
＝

1
10
だ
か
ら
、
0.1

の
３
つ
分
（
0.3
）

は
3
10
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

数
学
的
な
考
え

方
と
し
て
、
こ
こ

は
そ
の
よ
う
に
教

え
る
の
だ
が
、
そ

の
後
、
実
際
に
小

数
を
分
数
に
表
す

作
業
で
は
「
変
換

の
基
本
型
」
を
教

え
る
。

　

基
本
型
は
上
に

示
し
た
と
お
り
で

あ
る
。

　

①
小
数
の
下
に

10
と
書
く
。
②
0.1

の
１
に
○
を
付
け

る
。
③
そ
れ
を
右

に
写
す
。

指示１  小数の下に小数と同じ桁数で
10（100）と書きます。

指示２  小数の１に○を付けなさい。

指示３  それを右側に分数として写します。

東京書籍・５年上・p.99
「分数と小数、整数の関係」

変換の基本型
※ 

教
科
書
を
も
と
に
か
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
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SANSU

算数
6年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

山口県下関市立小月小学校

林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

「できる」を保障す
る２つの指導
型を教え、繰り返せる。

「
表
題
を
な
ぞ
り
な
さ
い
」

　

教
科
書
に
は
、
既
に
柱
状
グ
ラ
フ

が
書
か
れ
て
い
る
。「
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
投
げ
」
と
書
か
れ
た
表
題
を
な
ぞ

ら
せ
る
。
な
ぞ
ら
せ
る
こ
と
は
、
型

を
身
に
付
け
る
定
石
で
あ
る
。

３	

繰
り
返
し
練
習
さ
せ
る

　

教
科
書
で
は
、
例
題
で
「
６
年
１

組
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
」
の
柱
状

グ
ラ
フ
、
練
習
問
題
で
「
６
年
２
組

の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
」
の
柱
状
グ

ラ
フ
を
か
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

例
題
で
は
型
を
教
え
る
。
練
習
問
題

で
は
手
放
し
で
か
か
せ
て
い
く
。
指

示
は
「
同
じ
よ
う
に
し
て
か
き
な
さ

い
」
だ
け
、
で
あ
る
。

　

早
く
か
け
た
子
と
な
か
な
か
か
け

な
い
子
の
時
間
差
は
ど
う
す
る
か
？

グ
ラ
フ
に
色
を
塗
ら
せ
て
い
く
。
も

し
く
は
「
自
分
で
何
か
調
べ
て
柱
状

グ
ラ
フ
を
か
き
な
さ
い
」
と
指
示
す

る
。
す
る
と
ク
ラ
ス
の
子
の
身
長
な

ど
を
調
べ
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ち

ら
ば
り
が
分
か
る
よ
う
に
か
か
せ
る
。

１	

心
臓
部
﹁
ち
ら
ば
り
﹂

　

小
学
校
で
習
う
グ
ラ
フ
は
、
七
つ

で
あ
る
。
①
絵
グ
ラ
フ
、
②
棒
グ
ラ

フ
、
③
折
れ
線
グ
ラ
フ
、
④
帯
グ
ラ

フ
、
⑤
円
グ
ラ
フ
、
⑥
比
例
・
反
比

例
の
グ
ラ
フ
、
⑦
柱
状
グ
ラ
フ
、
で

あ
る
。
柱
状
グ
ラ
フ
の
ポ
イ
ン
ト
は

「
ち
ら
ば
り
」
だ
。

　

子
供
た
ち
に
何
度
も
言
う
。

「
柱
状
グ
ラ
フ
は
、
ど
ん
な
と
き
に

使
い
ま
す
か
？
」

（
ち
ら
ば
り
を
見
た
い
と
き
で
す
！
）

　

ノ
ー
ト
に
も
「
柱
状
グ
ラ
フ　

ち

ら
ば
り
」
と
書
か
せ
る
。

２	

型
を
教
え
る

　

グ
ラ
フ
で
は
「
で
き
る
」「
で
き

な
い
」
が
は
っ
き
り
と
分
か
れ
る
。

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
型

が
必
要
で
あ
る
。
教
科
書
に
は
、
グ

ラ
フ
の
か
き
方
が
か
か
れ
て
い
る
。

「
グ
ラ
フ
を
か
き
ま
す
」

「
ま
ず
、
何
を
し
ま
す
か
」

（
表
題
を
書
き
ま
す
）

発問  柱状グラフはどんなときに使いま
すか？

（ちらばりを見たいときです！）

啓林館・6年・p.169

TOSS　SANJO

齋
さい

藤
とう

 一
いち

子
こ

KOKUGO

国語
6年

東京書籍「物語を作
ろう」写真から想像
を広げて書く
想像しづらい子もいる。写真から
「思い付いたこと」をたくさん出さ
せ、物語の「設定」をできるだけ
詳しく書かせることが肝だ。

東京書籍・6年・p.118-122

﹃
時
﹄
と
書
き
、
五
行
空
け
て
﹃
場
﹄

と
書
き
な
さ
い
。
さ
ら
に
五
行
空
け

て
﹃
登
場
人
物
﹄
と
書
き
ま
す
」

　

重
要
な
の
は
、
登
場
人
物
の
設
定
。

名
前
、
年
齢
、
性
格
な
ど
を
な
る
べ

く
詳
し
く
書
か
せ
る
。
は
や
く
書
け

た
子
に
発
表
さ
せ
る
と
例
示
に
な
る
。

時
計
台
の
写
真
で
、
写
り
込
ん
で
い

な
い
人
物
を
設
定
し
た
り
、
大
樹
の

写
真
で
子
供
に
囲
ま
れ
て
い
る
大
樹

を
中
心
人
物
に
し
た
り
、
性
格
や
服

装
、
口
癖
な
ど
細
か
く
書
い
た
り
し

て
い
る
子
な
ど
、
教
師
が
見
付
け
て

紹
介
し
た
い
。「（
前
の
発
表
よ
り
）

も
っ
と
詳
し
く
書
け
た
と
い
う
人
」
と

聞
く
こ
と
も
で
き
る
。
時
や
場
に
つ

い
て
も
詳
し
く
書
く
こ
と
で
、
物
語

の
展
開
を
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

３	

物
語
を
書
く

　

構
成
メ
モ
を
書
く
か
は
選
択
さ
せ

る
。
直
接
物
語
を
書
く
方
が
意
欲
が

途
切
れ
な
い
子
も
い
る
か
ら
だ
。　

教
師
の
例
文
も
用
意
し
、
全
員
が
書

け
る
よ
う
に
す
る
。

１	

思
い
付
い
た
こ
と
を
箇
条
書	

	

き
に
し
、
板
書
で
共
有
す
る

「
写
真
か
ら
想
像
し
て
、
物
語
を
作

り
ま
す
」
と
趣
旨
説
明
し
、
四
枚
の

写
真
に
①
〜
④
と
番
号
を
書
か
せ
る
。

子
供
は
必
然
的
に
写
真
を
見
る
こ
と

に
な
る
。

「
写
真
を
一
つ
選
ん
で
指
を
置
き
な

さ
い
」
と
指
示
し
、
挙
手
で
確
認
。

指
を
置
い
た
だ
け
だ
か
ら
、
ま
だ
変

更
は
可
能
。
そ
の
後
、
一
枚
決
め
て

番
号
に
○
を
付
け
さ
せ
る
。

「
そ
の
写
真
か
ら
思
い
付
い
た
こ
と

を
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
箇
条
書

き
に
し
な
さ
い
」
と
指
示
す
る
。

　

三
分
ほ
ど
た
っ
た
ら
、
数
を
確
認
。

写
真
ご
と
に
分
け
て
板
書
さ
せ
る
。

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
な
ど
を
使
っ
て
、

な
る
べ
く
た
く
さ
ん
書
か
せ
る
。
書

け
な
い
子
も
写
す
こ
と
が
で
き
る
。

２	

設
定
を
書
い
て
い
く

「
物
語
の
設
定
を
考
え
ま
す
。
時
・

場
・
登
場
人
物
で
す
。
ノ
ー
ト
に

指示１  写真を１つ選んで指を置
きなさい。

指示２  その写真から思い付いた
ことを、できるだけたくさん箇
条書きにしなさい。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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教
室
に
帰
っ
て
、
再
度
地
図
帳
を

見
る
。
学
校
の
近
く
の
川
や
、
副
読

本
に
よ
っ
て
は
浄
水
場
が
載
っ
て
い

る
場
合
も
あ
る
。

⑦
グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
で
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

川
の
近
く

に
浄
水
場
が

あ
っ
た
り
、

川
の
水
を
く

み
入
れ
る
装

置
が
見
え
た

り
す
る
こ
と

も
あ
る
。
浄

水
場
の
プ
ー

ル
が
見
え
る

場
合
も
あ
る
。

⑧
浄
水
場
に
見
学
に
行
っ
て
、

調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

見
学
に
行
っ
て
確
か
め
る
。

「
ダ
ム
」「
川
」「
海
」
な
ど
が
出
る
。

最
終
的
に
「
川
」「
ダ
ム
」
で
討
論
。

⑤
ど
う
や
っ
た
ら
調
べ
ら
れ
ま

す
か
。
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

「
調
べ
方
」
を
聞
く
の
が
重
要
だ
。

「
水
道
を
た
ど
っ
て
行
く
」「
市
役
所

で
聞
く
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ

る
」「
地
図
帳
で
調
べ
る
」
な
ど
出
る
。

　

地
図
帳
や
副
読
本
で
調
べ
さ
せ
る
。

川
や
湖
、
ダ
ム
に
た
ど
り
着
く
が
、

よ
く
分
か
ら
な
い
。

⑥
学
校
の
水
道
を
た

ど
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

実
際
に
外
へ
出
て
、
学

校
の
水
道
を
た
ど
っ
て
行

く
。
水
道
管
が
あ
り
、
た

ど
っ
て
行
く
と
メ
ー
タ
ー

に
突
き
当
た
る
。
更
に
た

ど
っ
て
行
く
と
、
学
校
の

外
に
水
道
管
が
出
て
行
く

が
、
そ
れ
以
上
は
難
し
い
。

①
学
校
の
水
道
か
ら
水
が
出
ま

す
。
そ
の
水
は
、
元
を
た
ど
っ

て
、
ち
ょ
っ
と
先
に
行
く
と
、

ど
こ
か
ら
き
て
い
る
の
で
す

か
。
ノ
ー
ト
に
水
道
の
絵
を

か
き
、
↓
を
か
い
て
ご
ら
ん

な
さ
い
。

　

か
け
た
子
か
ら
指
名
す
る
。「
水

道
管
」
な
ど
と
答
え
る
。

②
さ
ら
に
そ
の
前
は
何
で
す
か
。

　

ノ
ー
ト
に
か
き
な
さ
い
。

　
「
ま
だ
水
道
管
」「
川
」
な
ど
も
出

る
。

③
ず
ー
っ
と
さ
か
の
ぼ
っ
て
行

く
と
、
最
後
は
ど
こ
に
行
き

着
き
ま
す
か
。
順
番
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
予
想
を
か
い
て

持
っ
て
来
な
さ
い
。

　

持
っ
て
来
た
子
か
ら
黒
板
に
か
か

せ
、
発
表
さ
せ
る
。
一
番
最
後
だ
け

を
討
論
す
る
。

④
一
番
最
後
は
ど
う
な
る
で

し
ょ
う
。
お
か
し
い
意
見
が

あ
っ
た
ら
発
表
し
な
さ
い
。

基礎
・基本

社会

　

付
け
た
子
か
ら
持
っ
て
こ
さ
せ
、

黒
板
に
×
を
付
け
さ
せ
説
明
さ
せ
る
。

「
酸
性
雨
」「
水
の
汚
染
」
な
ど
、

全
て
の
↓
に
×
が
付
く
。

　

人
間
が
使
え
る
水
が
少
な
い

と
、
ど
ん
な
問
題
が
起
こ
り
ま

す
か
。

　

予
想
し
て
持
っ
て
こ
さ
せ
る
。「
水

不
足
」「
安
全
な
水
が
飲
め
な
い
」「
砂

漠
化
」「
食
料
不
足
」
な
ど
が
出
る
。

　

実
際
に
「
水
紛
争
」
が
起
こ
っ

て
い
る
国
も
あ
り
ま
す
。

　

水
紛
争
の
世
界
地
図
を
見
せ
る
と

よ
い
だ
ろ
う
。

　

世
界
の
水
問
題
を
ど
の
よ
う

に
解
決
し
ま
す
か
。
あ
な
た
の

考
え
を
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

　

自
由
に
発
言
さ
せ
る
。
最
後
に

「
海
水
の
淡
水
化
」「
日
本
の
水
道
シ

ス
テ
ム
を
世
界
に
輸
出
し
て
い
る
」

事
実
を
伝
え
、
授
業
を
終
了
す
る
。

間
の
生
活
に
使
え
な
い
こ
と
に
も
驚

く
だ
ろ
う
。

説
明
２ 

雲
か
ら
雨

が
降
っ
て
、

川
に
流
れ
、

浄
水
場
で

き
れ
い
に

し
て
私
た

ち
が
使
い
、

そ
れ
を
ま

た
下
水
処
理
場
で
き
れ
い
に
し
て
川

に
流
し
、
海
に
行
き
、
そ
れ
が
ま
た

雲
と
な
っ
て
雨
を
降
ら
せ
ま
す
。

指
示 

水
の
サ
イ

ク
ル
図
を

ノ
ー
ト
に

写
し
な
さ

い
。

　

こ
の
中
で
プ
ッ
ツ
ン
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
。
×

を
付
け
な
さ
い
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ドN

o.4184800

「
世
界
の
水
問
題
」
を
開
く
。

　

地
球
上
に
は
た
く
さ
ん
の
水
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
水
の
全
て
、
海

か
ら
水
た
ま
り
ま
で
、
全
部
の
水

を
百
杯
の
マ
ス
に
入
れ
た
と
し
ま

す
。
人
間
が
使
え
る
水
は
そ
の
う

ち
の
何
杯
分
で
し
ょ
う
。

「
十
杯
」
な
ど
出
る
。
そ
ん
な
に
少

な
い
と
は
子
供
は
思
わ
な
い
。

説
明
１ 

百
杯
の
う

ち
、
９
７
．

5
杯
は
海

水
、1
．７

６
杯
が
氷

河
、0
．７

６
杯
は
人

間
が
使
え

な
い
地
下
深
く
に
あ
る
地
下
水
で
す
。

人
間
が
使
え
る
水
は
０
．０
１
杯
だ

け
で
す
。

　

子
供
た
ち
は
そ
の
少
な
さ
に
驚
く
。

海
水
や
氷
河
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
人

社会

「水の旅」学校の
水はずっとさかの
ぼるとどこから来
ているのだろう
学校の水道のちょっと前は
どこを通っているの？　そ
の前は……、ずっとさかの
ぼるとどこからきているの？
（全社　4年）
兵庫県篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

 雅
まさ

樹
き

「世界の水問題」
水のサイクル図と
水紛争
水のサイクル図でどこが
プッツンしているか考え、
世界で起こっている様々な
水問題を考える。
（全社　全学年）

兵庫県篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

 雅
まさ

樹
き

「基礎・基本の授業例」と「主体的・対話的で深い学びの授業例」

主体

的・対
話的で深い学び
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発
問
２ 

先
生
が
言
っ
た
「
や

さ
し
く
し
て
く
だ
さ
い
ね
」

と
は
ど
う
す
る
こ
と
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

発
問
３ 

「
気
の
ゆ
る
み
を
問
わ

れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
が
、「
気
の

ゆ
る
み
」
と
は
何
の
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

　

発
問
１ 

で
は
、相
手
（
転
入
生
）

の
気
持
ち
や
立
場
を
自
分
の
こ
と
に

置
き
換
え
て
推
し
量
ら
せ
る
。

　

発
問
2 

で
は
、「
や
さ
し
い
な

あ
と
思
う
行
為
」
を
挙
げ
さ
せ
、「
思

い
や
り
の
心
と
そ
れ
が
伴
っ
た
親
切

な
行
為
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。

　

発
問
３ 

は
、「
相
手
の
こ
と
を

本
当
に
考
え
た
行
為
」
と
は
ど
ん
な

も
の
な
の
か
、
子
供
た
ち
の
心
の
中

の
「
気
の
ゆ
る
み
」
も
点
検
し
な
が

ら
考
え
さ
せ
る
。
考
え
た
こ
と
を
、

短
い
言
葉
で
い
い
の
で
ノ
ー
ト
に
書

か
せ
、
小
グ
ル
ー
プ
で
発
表
さ
せ
る
。

②
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
記
述

「
相
手
の
立
場
を
考
え
た
り
相

手
の
気
持
ち
を
想
像
し
た
り
す

る
こ
と
を
通
し
て
励
ま
し
や
援

助
を
す
る
こ
と
」

「
相
手
の
存
在
を
受
け
入
れ
、

相
手
の
よ
さ
を
見
い
だ
そ
う
と

す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
」

「
思
い
や
り
の
心
と
そ
れ
が
伴
っ

た
親
切
な
行
為
を
、
児
童
が
接
す

る
全
て
の
人
に
広
げ
て
い
く
」

③
学
級
の
児
童
の
実
態

「
人
の
気
持
ち
を
察
す
る
こ
と

は
で
き
る
が
、
行
動
に
結
び
付

か
な
い
」

④
児
童
か
ら
出
さ
せ
た
い
意
見

「
思
い
や
り
の
心
は
行
動
で
示
す
」

「
思
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
伝

わ
ら
な
い
」

「
行
動
で
心
ま
で
伝
わ
る
」

⑤
授
業
の
発
問

発
問
１ 

転
入
生
の
願
い
は
「
友

達
に
な
り
た
い
」
で
し
た
。

願
い
は
か
な
い
ま
し
た
か
。

そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
。

「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
の
「
基
礎
・

基
本
」
は
、
人
間
と
し
て
よ
り
よ
く

生
き
る
上
で
大
切
な
「
道
徳
的
価

値
」
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
台
湾
か
ら
の
転
入
生
」
の
あ
ら
す

じ
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
五
年
一
組
に
台
湾
か
ら
転
入
生
が

や
っ
て
き
た
。
日
本
語
が
十
分
に
話

せ
な
い
転
入
生
ケ
イ
さ
ん
は
、
ク
ラ

ス
の
子
供
た
ち
の
質
問
攻
め
に
遭
う
。

と
こ
ろ
が
、
二
週
間
ほ
ど
し
て
ケ
イ

さ
ん
は
学
校
を
休
ん
で
し
ま
う
。
ク

ラ
ス
の
子
供
た
ち
は
気
に
留
め
る
こ

と
な
く
、
ふ
だ
ん
ど
お
り
の
生
活
を

す
る
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
先
生
が
休

ん
で
い
る
ケ
イ
さ
ん
の
手
紙
を
読
む
。

み
ん
な
は
ケ
イ
さ
ん
が
今
度
学
校
に

や
っ
て
き
た
ら
、﹃
優
し
く
し
よ
う
﹄

と
か
、﹃
言
葉
を
笑
わ
な
い
よ
う
に

し
よ
う
﹄
な
ど
と
言
う
の
だ
が
、
先

生
に
﹃
そ
れ
だ
け
で
い
い
の
か
な
﹄

と
言
わ
れ
、
考
え
直
し
た
」

　

私
は
、﹃
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
﹄（
学
芸
み
ら
い
社
）
六
号
に

載
っ
て
い
た
石
坂
陽
氏
の
「
道
徳
の

授
業
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」
に
当

て
は
め
な
が
ら
、
こ
の
教
材
の
価
値

（
基
礎
・
基
本
）
の
方
向
性
を
明
ら

か
に
し
、
授
業
し
た
。

①
本
時
の
内
容
項
目

「
親
切
・
思
い
や
り
」

基礎
・基本

　

子
供
た
ち
は
、
す
ぐ
に
ノ
ー
ト
に

書
い
た
の
で
、
話
し
合
い
の
時
間
を

取
ら
ず
、
全
体
の
場
で
次
々
に
発
表

さ
せ
た
。

「
相
手
の
頑
張
り
を
認
め
、
自
分
も

頑
張
る
こ
と
」「
お
互
い
を
尊
敬
す

る
こ
と
」「
Ｆ
さ
ん
が
言
っ
た
よ
う

に
、﹃
愛
の
反
対
は
無
関
心
﹄
だ
か
ら

関
心
を
寄
せ
る
こ
と
」「
不
得
意
な

こ
と
を
み
ん
な
で
得
意
に
す
る
雰
囲

気
を
作
る
こ
と
」
な
ど
が
出
て
き
た
。

自
分
の
経
験
を
思
い
出
し
、
悪
い
こ

と
を
し
た
と
反
省
す
る
子
も
い
た
。

　

話
し
合
い

の
後
、
も
う
一

度
、
自
分
の
考

え
を
ノ
ー
ト

に
書
か
せ
た
。

ど
の
子
も
、
友

達
の
意
見
を

取
り
入
れ
な

が
ら
、
自
分
な

り
の
結
論
（
価

値
）
を
書
い
て

い
た
。

「
台
湾
か
ら
来
た
ケ
イ
さ
ん
が
欠
席

す
る
ほ
ど
い
け
な
い
こ
と
を
し
た
の

で
、
悪
い
ク
ラ
ス
だ
と
思
い
ま
す
」

「
ケ
イ
さ
ん
の
気
持
ち
も
考
え
ず
、

面
白
が
っ
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
」

「
で
き
な
い
こ
と
を
笑
う
の
は
、
人

と
し
て
良
く
な
い
と
思
い
ま
す
」

　

次
に
、「
悪
い
ク
ラ
ス
と
は
言
え

な
い
」
と
答
え
た
子
供
た
ち
に
発
表

さ
せ
た
。

「
や
り
方
は
間
違
っ
て
い
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ケ
イ
さ
ん
に
関
わ
ろ

う
と
し
た
の
だ
か
ら
、
悪
い
ク
ラ
ス

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

「
反
省
し
て
、
ど
う
に
か
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
」

「
こ
れ
か
ら
良
く
な
る
と
思
い
ま

す
」

「
こ
れ
か
ら
良
く
な
る
」
と
い
う
意

見
が
出
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
更
に
発

問
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
良
い
ク
ラ
ス
に

な
っ
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ

と
は
、
何
で
し
ょ
う
か
。

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

に
な
る
授
業
展
開
と
し
て
、
ま
ず
他

者
の
思
い
を
理
解
さ
せ
る
。「
台
湾

か
ら
の
転
入
生
」
の
教
材
で
は
、
転

入
生
の
ケ
イ
さ
ん
の
手
紙
か
ら
思
い

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
読
ん
で
い

る
最
中
も
「
日
本
語
が
で
き
な
い
こ

と
を
笑
う
な
ん
て
ひ
ど
い
！
」
と
思

わ
ず
言
う
子
が
い
て
、
ケ
イ
さ
ん
の

立
場
に
立
て
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

登
場
人
物
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

「
や
さ
し
く
し
た
い
」「
言
葉
を
笑
わ

な
い
」
と
答
え
る
の
だ
が
、
担
任
の

先
生
に
指
摘
さ
れ
、
主
人
公
の
み
ど

り
は
、「﹃
気
の
ゆ
る
み
﹄
を
問
わ
れ

た
よ
う
な
気
が
し
た
」
と
は
っ
と
す

る
。
こ
の
「
気
の
ゆ
る
み
」
こ
そ
が

「
人
間
の
弱
さ
」
な
の
で
あ
る
が
、

誰
に
で
も
あ
る
こ
と
と
十
分
理
解
さ

せ
る
。
そ
の
上
で
、
更
に
次
の
よ
う

に
発
問
し
、
ペ
ア
の
子
と
話
し
合
っ

た
後
、
討
論
さ
せ
る
。

　

こ
の
ク
ラ
ス
は
思
い
や
り
の

な
い
悪
い
ク
ラ
ス
な
の
で
す
か
。

　

こ
の
発
問
に
子
供
た
ち
は
考
え
込

ん
で
い
た
が
、「
悪
い
ク
ラ
ス
だ
」

と
言
う
意
見
と
「
悪
い
ク
ラ
ス
と
は

言
え
な
い
」
と
い
う
意
見
に
分
か
れ

た
。
な
ぜ
そ
う
思
う
の
か
理
由
を
書

か
せ
、
少
数
の
「
悪
い
ク
ラ
ス
だ
」

と
い
う
意
見
か
ら
発
表
さ
せ
た
。

５年道徳の
「基礎・基本」
よりよい人間関係を築く上
で求められる基本的姿勢と
しての道徳的価値を、人と
の関わりで考える。

５年道徳の
「主体的・対話的
で深い学び」
話し合い、ノートに思いを
書いて自分なりの価値を見
いだしていくことによって
「主体的・対話的で深い学
び」にする。

広島県東広島市立龍王小学校

笠
かさ

井
い

 美
み

香
か

学研・５年・p.44-47

広島県東広島市立龍王小学校

笠
かさ

井
い

 美
み

香
か

「基礎・基本の授業例」と「主体的・対話的で深い学びの授業例」

主体

的・対
話的で深い学び

道徳道徳

　やさしくするということは、話をするだけ
ではなくて、相手の立場に立って、困ってい
ることはないか聞いたり、よく見てさっと手
助けしたりすることが大切なんだなと思いま
した。Ｍ君の言った「尊敬」し合うことがや
さしくなることだと思いました。

学研・５年・p.44-47
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禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
を
確

認
す
る
。

　

③
に
つ
い
て
は
、
次
の
三
名
の
発

言
を
紹
介
す
る
。

「
日
本
の
敗
色
は
濃
厚
で
、
原
爆
の

使
用
は
全
く
不
必
要
だ
と
い
う
信
念

を
も
っ
て
い
た
」（
連
合
軍
最
高
司

令
官
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
）

「
私
の
意
見
で
は
、
広
島
と
長
崎
に

対
し
て
こ
の
残
忍
な
兵
器
を
使
用
し

た
こ
と
は
対
日
戦
争
で
何
の
重
要
な

助
け
に
も
な
ら
な
か
っ
た
」（
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
リ
ー
ヒ
大
将
）

「
史
上
初
の
原
爆
投
下
は
全
く
必
要

の
な
い
実
験
だ
っ
た
」（
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ハ
ル
ゼ
ー
大
将
）

　

そ
し
て
、
最
後
に
も
う
一
度
問
う
。

発
問
２ 

再
度
聞
き
ま
す
。
先

程
の
ト
ル
ー
マ
ン
の
発
言
に

賛
成
で
す
か
、
反
対
で
す
か
。

　

再
度
分
布
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
反

対
が
や
や
多
く
な
っ
た
。

　

今
後
も
、
ム
ー
ド
で
は
な
く
事
実

に
基
づ
い
て
授
業
を
展
開
し
て
い
く
。

多
く
の
人
の
命
が
助
か
っ
た
と
言
え

る
か
ら
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

反
対
派
の
主
な
意
見
は
、「
米
軍
の

兵
士
の
命
は
助
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
日
本
人
は
多
数
の
人
が
亡
く

な
っ
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。

　

人
数
の
分
布
は
、
お
よ
そ
半
々
と

い
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

２	

史
料
を
基
に
検
討
す
る

　

そ
の
後
、
史
料
を
提
示
し
な
が
ら
、

ト
ル
ー
マ
ン
の
発
言
の
是
非
を
検
討

し
て
い
く
。
提
示
し
た
史
料
は
、
次

の
三
種
類
で
あ
る
。

①
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
（
一
部
）

②
ハ
ー
グ
陸
戦
条
約
（
一
部
）

③
ア
メ
リ
カ
軍
首
脳
の
発
言

　

①
に
つ
い
て
は
、「
人
口
密
集
地
」

に
対
し
て
「
好
天
日
」
に
投
下
す
る

計
画
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

　

②
に
つ
い
て
は
、「
民
間
人
を
殺

害
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」「
不
必

要
な
苦
痛
を
与
え
る
兵
器
の
使
用
は

１	

原
爆
投
下
の
責
任
を
問
う

　

向
山
洋
一
氏
は
、
著
書
﹃
旧
文
化

教
師
は
真
っ
赤
な
嘘う
そ

を
「
事
実
」
と

し
て
ど
う
教
え
た
の
か
﹄（
明
治
図

書
）
の
中
で
、
原
爆
の
投
下
に
関
し

て
、

　

こ
の
よ
う
な
大
量
殺
害
の
兵

器
を
ア
メ
リ
カ
は
な
ぜ
使
っ
た

の
か

と
い
う
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
主
張

し
て
い
る
。
氏
の
主
張
を
基
に
、
授

業
を
展
開
し
た
。

　

ま
ず
、
教
科
書
を
使
い
、
原
爆
投

下
の
日
時
、
場
所
、
犠
牲
者
数
な
ど

に
つ
い
て
確
認
す
る
。

　

そ
の
後
、
次
の
よ
う
に
問
う
。

発
問
１ 

ア
メ
リ
カ
大
統
領
ト

ル
ー
マ
ン
は
、「
原
爆
投
下
に

よ
り
、
何
十
万
人
も
の
命
が

救
わ
れ
た
」
と
発
言
し
て
い

ま
す
。
こ
の
発
言
に
賛
成
で

す
か
、
反
対
で
す
か
。

　

賛
成
な
ら
ば
〇
、
反
対
な
ら
ば
×

を
ノ
ー
ト
に
か
か
せ
、
挙
手
さ
せ
て

人
数
の
分
布
を
把
握
す
る
。
そ
の
後
、

な
ぜ
そ
う
考
え
た
の
か
、
理
由
も
書

か
せ
、
数
名
に
発
表
さ
せ
る
。

　

賛
成
派
の
主
な
意
見
は
、「
原
爆

投
下
に
よ
り
終
戦
が
早
ま
っ
た
の
で
、

④
外
で
は
遊
び
た
く
な
い
。

　

い
き
な
り
全
て
は
扱
わ
ず
に
、
ま

ず
は
①
、
次
時
に
②
の
よ
う
に
細
分

化
し
て
積
み
重
ね
た
。

　

音
声
的
な
や
り
取
り
を
繰
り
返
す

中
で
、
生
徒
も
徐
々
に
発
言
す
る
こ

と
へ
の
抵
抗
感
が
薄
ら
い
で
い
っ
た
。

　

ま
た
、
教
科
書
の
本
文
を
用
い
て
、

文
字
と
し
て
も
導
入
し
て
い
っ
た
。

　

何
度
も
音
読
し
て
イ
ン
プ
ッ
ト
し

な
が
ら
、「
ほ
か
に
理
由
や
根
拠
と

な
る
考
え
方
は
な
い
か
」
と
相
談
さ

せ
た
。「
夏
は
花
火
が
楽
し
め
る
」「
冬

は
夜
が
長
い
の
で
星
空
が
長
く
楽
し

め
る
」
な
ど
の
意
見
が
出
て
き
た
。

　

そ
し
て
デ
ィ
ベ
ー
ト
後
に
は
自
ら

の
主
張
と
理
由
を
書
く
活
動
も
実
施
。

　

教
科
書
で
使
用
さ
れ
て
い
る
英
文

を
参
考
に
書
く
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

　

教
師
が
添
削
後
、
定
期
試
験
の
問

題
と
し
て
も
出
題
。
一
連
の
サ
イ
ク

ル
を
、
加
藤
氏
の
実
践
を
元
に
し
て

作
り
出
し
て
い
る
。

「
聞
く
・
話
す
」
を
先
に
、「
読
む
・

書
く
」
は
後
に
。
今
後
も
続
け
る
。

ベ
ー
ト
指
導
だ
。
加
藤
氏
は
言
う
。

　

音
声
の
や
り
取
り
で
あ
る
「
即

解
・
即
答
」
を
最
後
で
は
な
く

最
初
に
身
に
付
け
、
時
間
差
を

お
い
て
後
に
文
字
学
習
を
す
る
。

　

こ
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
指
導
法

を
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
貫
く
か
ら
こ
そ
、

英
語
を
使
え
る
生
徒
が
育
つ
。

　

中
学
二
年
生
を
担
当
し
た
と
き
、

教
科
書
に
次
の
テ
ー
マ
で
賛
成
・
反

対
意
見
を
言
う
ペ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。

　

夏
と
冬
、
ど
ち
ら
の
方
が
好

き
か
。

　

こ
の
問
い
に
答
え
る
の
は
簡
単
だ
。

し
か
し
、
理
由
や
根
拠
を
添
え
て
主
張

す
る
と
な
る
と
複
雑
に
な
っ
て
く
る
。

　

そ
こ
で
誰
で
も
で
き
る
形
に
組
み

替
え
、
少
し
ず
つ
指
導
し
た
。

　

例
え
ば
教
科
書
本
文
か
ら
次
の
よ

う
な
主
張
や
理
由
を
対
話
に
し
た
。

①
私
は
夏
よ
り
冬
の
方
が
好
き
だ
。

②
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
め
る
か
ら
だ
。

③
反
対
に
、
夏
の
暑
さ
は
ひ
ど
い
。

１	

優
れ
た
教
育
技
術
を
学
ぶ

　

新
卒
一
年
目
。
授
業
を
重
ね
る
た

び
に
荒
れ
の
兆
候
が
表
れ
た
。

　

机
に
突
っ
伏
す
生
徒
、「
な
ぜ
英

語
を
勉
強
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

か
」
と
反
抗
・
反
発
す
る
生
徒
、
他

教
科
を
内
職
し
て
い
る
生
徒
ら
が
い

た
。
そ
ん
な
彼
ら
に
ひ
る
む
自
分
。

反
抗
は
増
す
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
手
応
え
を
感
じ
て
い
た

授
業
パ
ー
ツ
が
あ
っ
た
。
音
読
指
導

と
新
出
単
語
指
導
で
あ
る
。

　

音
読
で
は
た
だ
教
師
の
後
に
続
く

だ
け
で
な
く
、
男
女
で
一
文
交
代
さ

せ
た
り
、
ペ
ア
で
読
ま
せ
た
り
し
た
。

　

変
化
を
付
け
な
が
ら
指
導
す
る
と
、

生
徒
も
楽
し
そ
う
に
活
動
し
て
い
た
。

ま
た
、
新
出
単
語
指
導
で
は
、
列
指

名
や
個
別
指
名
を
取
り
入
れ
な
が
ら

リ
ズ
ム
と
テ
ン
ポ
を
意
識
し
た
。
自

然
と
授
業
に
メ
リ
ハ
リ
が
生
ま
れ
た
。

　

我
流
で
な
く
、
優
れ
た
教
育
技
術

を
学
ぶ
必
要
性
を
強
く
実
感
し
た
。

２	

﹁
聞
く
・
話
す
﹂
を
先
に

　

小
学
校
で
の
外
国
語
科
・
外
国
語

活
動
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

中
学
校
で
の
英
語
教
育
も
、
早
急

な
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
時
流
を
読
み
、
切
り
開
い
て

い
る
の
が
加
藤
心
氏
に
よ
る
デ
ィ

中学校の授業実践

原爆投下は本当に
必要だったのか
史料を基に、トルーマンの
発言の是非を考える。

優れた教育技術
を学び、「英語が
使える日本人」
を育成する
「聞く・話す」を先に、
「読む・書く」は後に。
TOSS型英会話指導で
英語を使える生徒が育つ。

中

学校
の授業実践

中

学校
の授業実践

社会英語

福島県白河市立五箇中学校

上
うえ

野
の

 一
かず

幸
ゆき

山梨県南アルプス市立甲西中学校

広
ひろ

瀬
せ

 翔
かける
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から見た特別支援教育医師の目 な
ぜ
そ
う
い
う
症
状
が
出
る
の
か
と
考
え
な
が
ら
、

症
状
を
認
め
て
い
く
こ
と
が
大
事

一
部
分
だ
け
を
見
て
い
て
全
体
を
見
て
い
な
い
の
だ
か
ら
「
概
念
化
・
概
略
化
」
が

苦
手
な
の
だ
。
特
別
支
援
教
育
の
原
点
を
探
る
。

医
学
博
士　

宮み
や

尾お 

益ま
す

知と
も 　

　
構
成
：
松ま

つ

山や
ま 

英ひ
で

樹き

神
奈
川
県
川
崎
市
立
西
御
幸
小
学
校

１	

﹁
不
注
意
﹂
の
二
つ
の
ケ
ー
ス

「
不
注
意
」
の
傾
向
に
は
二
つ
あ
る
。
意
識
が

外
に
向
い
て
い
る
場
合
と
内
側
に
向
い
て
い
る

場
合
で
あ
る
。
前
者
は
、
周
り
に
あ
る
い
ろ
い

ろ
な
も
の
に
注
意
が
い
き
、
注
意
を
集
中
で
き

な
い
ケ
ー
ス
。
後
者
は
、
意
識
が
自
分
の
内
部

に
入
り
、「
な
に
ボ
ー
っ
と
し
て
い
る
の
？
」

と
周
り
か
ら
言
わ
れ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
。

　

外
に
向
く
場
合
は
抑
制
が
掛
か
り
に
く
く
な

り
、
多
動
を
伴
う
こ
と
が
多
く
な
る
。
内
に
向

く
場
合
は
、
自
分
の
内
面
（
自
分
の
世
界
）
に

入
っ
て
い
く
の
で
、
自
閉
症
の
症
状
と
な
っ
て

現
れ
る
。

　
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
 ※
の
場
合
も
自
分
の
世
界
に
入
る
の

だ
が
、「
こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ
う
か
な
ぁ
」「
ど

こ
か
に
行
っ
て
、
何
か
し
た
い
な
あ
」
と
現
実

的
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
自
閉
症
の
場
合
の

＂自
分
の
世
界
に
入
る
＂
と
は
、
例
え
ば
「
自

分
の
頭
の
中
で
、
小
田
急
線
の
操
車
場
が
あ
っ

て
、
そ
こ
に
電
車
が
三
つ
あ
り
、
三
つ
の
電
車

は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
て
、
一
つ
は
○
○
系
、

隣
は
○
○
系
、
車
両
の
色
は
…
…
」
な
ど
の
よ

う
に
、
自
由
に
考
え
て
遊
ん
で
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
世
界
に
い
る
の
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ

る
「
マ
イ
ワ
ー
ル
ド
」
と
言
わ
れ
る
別
の
世
界

に
い
る
の
が
自
閉
症
の
特
徴
で
あ
る
。

２	
全
体
的
に
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

　

自
閉
症
に
は
、
次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
。

・
全
体
的
に
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

・
物
事
に
軽
重
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

・
大
事
な
も
の
を
選
び
出
せ
な
い
。

　

あ
る
一
部
分
だ
け
を
見
て
い
て
、
全
体
を
見

て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
順
番
は
付
け
ら
れ
な
い

し
、「
概
念
化
・
概
略
化
」
が
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
平
面
的
に
も
の
を
見
て
い
る
傾
向
が

あ
る
の
で
、
白
い
紙
の
上
に
白
い
帽
子
が
あ
る

と
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。

　

自
閉
症
の
人
は
、
相
手
の
気
持
ち
や
立
場
を

な
か
な
か
理
解
で
き
な
い
が
、
相
手
の
立
場
に

な
れ
ば
分
か
る
。「
馬
鹿
野
郎
」
と
言
わ
れ
た

人
の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
い
が
、「
馬
鹿
野
郎
」

と
自
分
が
言
わ
れ
れ
ば
分
か
る
。

３	

人
の
顔
の
表
情
を
読
め
な
い

　

自
閉
症
の
子
供
は
、
人
の
顔
を
見
な
い
、
目

を
見
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
大
人
に
な
る

と
人
の
目
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

さ
ら
に
、
自
分
が
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
識

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
を
意
識
す
る
よ
う
に
な

る
。
目
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
い
う

意
識
が
強
く
な
っ
て
い
く
が
、
表
情
の
背
後
に

あ
る
感
情
が
読
め
な
い
の
で
、
じ
っ
と
見
て
理

解
し
よ
う
と
す
る
。
見
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

眺
め
て
い
る
の
か
、
味
方
な
の
か
敵
な
の
か
な

ど
が
分
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
人
が
怖
く
な
り

不
安
が
強
く
な
っ
て
い
く
。
こ
う
し
て
、
時
に

は
統
合
失
調
症
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
。

「この学習困難場面」での合理的配慮はこれだ 7小嶋が答える

宮尾 益知
どんぐり発達クリニック 
院長／ギフテッド研究所 
理事長／東京大学大学院
情報理工学系知能機械情
報学 非常勤講師／国立成
育医療研究センター 医療
機器開発部 共同研究員／
白百合女子大学 発達臨床
センター 研究員

※ 

注
意
欠
如
・
多
動
症

集
団
行
動
や
行
事
を
嫌
が
る
子
供
②

高
学
年
以
上
の
子
供
た
ち
に
は
「
個
別
の
合
理
的
配
慮
」
を
設
定
す
る
。

小こ

嶋じ
ま 

悠ゆ
う

紀き

長
野
県
長
野
市
立
川
田
小
学
校

　

集
団
行
動
や
行
事
を
苦
手
と
す
る

子
供
た
ち
の
中
で
も
「
高
学
年
以

上
」
の
場
合
、
対
応
が
ま
た
変
わ
っ

て
く
る
。

　

四
年
生
以
上
で
、
集
団
行
動
や
行

事
な
ど
を
嫌
が
る
子
供
の
多
く
は

「
特
性
」
と
併
せ
て
「
傷
つ
き
体
験
」

を
も
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

　

過
敏
性
が
あ
っ
た
の
に
、
低
学
年

時
期
に
参
加
を
強
制
さ
れ
た
。

　

前
号
で
掲
載
し
た
「
三
項
関
係
」

が
未
達
な
こ
と
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 ※

さ
れ
ず
に
、
無
理
や
り
集
団
行
動
を
、

泣
き
な
が
ら
で
も
や
ら
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
「
傷
つ
き
体
験
」
か
ら
、

本
当
に
既
に
「
三
項
関
係
」
も
発
達

し
、
過
敏
性
も
和
ら
い
で
き
て
い
る

の
に
、
集
団
行
動
や
行
事
な
ど
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

こ
の
よ
う
な
子
供
た
ち
の
場
合
、

支
援
策
は
次
の
順
序
で
行
っ
て
い
き

た
い
。

⑴
苦
手
さ
や
困
難
性
を
ア
セ
ス
メ
ン

ト
す
る

　

集
団
行
動
や
行
事
の
ど
の
部
分
に

苦
手
さ
を
抱
え
て
い
る
の
か
、
ど
の

部
分
に
困
難
性
が
あ
る
の
か
を
、

し
っ
か
り
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
た
い
。

　

音
の
過
敏
性
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
し
、
人
の
多
さ
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。
過
去
の
傷
つ
き
体
験
か
ら
、

そ
れ
ら
が
苦
手
だ
と
感
じ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ら
を
本
人
と
確

認
し
て
お
き
た
い
。

⑵「
環
境
調
整
」
を
す
る

　

そ
れ
ら
の
苦
手
さ
や
困
難
性
が
ア

セ
ス
メ
ン
ト
で
き
た
ら
、
次
に
、「
環

境
」
を
変
え
て
み
る
。

　

体
育
館
の
ど
の
位
置
だ
っ
た
ら
参

加
で
き
る
の
か
。

　

誰
と
だ
っ
た
ら
参
加
で
き
る
の
か
。

　

セ
ン
サ
リ
ー
ツ
ー
ル
（
感
覚
器

具
）
な
ど
を
持
て
ば
過
敏
性
は
和
ら

が
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
環
境
を
調
整
し
て
み
る
。

　

こ
れ
で
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
け
る
の
は
、「
傷
つ
き
体
験
」

が
少
な
い
証
拠
で
あ
る
。

「
そ
う
い
う
形
で
参
加
す
る
の
も
、

参
加
で
き
て
い
る
っ
て
こ
と
だ
よ
」

と
認
知
を
修
正
し
て
い
く
。

「
私
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
い
う
事
実
が
、
集
団
行
動
や

行
事
へ
の
抵
抗
を
少
な
く
し
て
い
く
。

そ
し
て
、
子
供
自
身
の
認
知
が
変

わ
っ
て
い
く
。

⑶
傷
つ
き
体
験
で
参
加
が
難
し
い

場
合

　

し
か
し
、
⑵
の
よ
う
な
環
境
調
整

を
し
て
も
な
お
参
加
が
難
し
い
場
合
、

重
大
な
傷
つ
き
体
験
が
参
加
を
難
し

く
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
様
々
な
支

援
手
段
を
講
じ
て
も
な
か
な
か
参
加

で
き
な
い
。

　

支
援
を
す
る
た
び
に
失
敗
し
て
い

く
の
で
、
子
供
の
「
自
尊
感
情
が
支

援
の
た
び
に
低
下
し
て
い
く
」
と
い

う
悪
循
環
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

　

悪
環
境
に
陥
る
前
に
、
こ
こ
で
初

め
て

「
参
加
し
な
く
て
も
い
い
よ
」

と
い
う
状
況
を
用
意
す
る
。

　

行
事
な
ど
の
時
間
は
、
そ
の
子
に

あ
っ
た
活
動
を
用
意
す
る
こ
と
で
、

大
人
か
ら
認
め
ら
れ
、
褒
め
ら
れ
る

の
で
、
自
尊
感
情
が
落
ち
る
こ
と
は

な
い
。
最
初
か
ら
参
加
を
諦
め
る
の

で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
順
序
を
追
っ

て
支
援
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

※ 

個
人
の
状
態
像
（
自
覚
症
状
や
表
情
、
言
動
か
ら
の
判
断
）
を
理
解
し
、
必
要
な
支
援
を
考
え
た
り
、

 

将
来
の
行
動
を
予
測
し
た
り
、
支
援
の
成
果
を
調
べ
る
こ
と
。
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小お

野の 

隆た
か

行ゆ
き

岡
山
県
岡
山
市
立
芥
子
山
小
学
校

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
岡
山
サ
ー
ク
ル
Ｍ
Ａ
Ｋ

「この学習困難場面」での合理的配慮はこれだ小野が答えるプロが教え
る

プロが教え
る 不

器
用
さ
と
感
覚
統
合

Ｄ
Ｃ
Ｄ
（
発
達
性
協
調
運
動
障
害
）
の
子
供
へ
の
対
応
。

１	

不
器
用
さ
の
特
徴

　

発
達
に
偏
り
の
あ
る
子
供
は
、
幼
児
期
後
半

か
ら
不
器
用
さ
が
目
立
っ
て
く
る
。
特
に
、
就

学
す
る
と
制
限
時
間
内
に
課
題
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
頻
繁
に
他
児
と
比
較
さ
れ
て
注
意

を
受
け
、
自
信
喪
失
に
な
る
。
失
敗
の
多
い
子

供
は
、「
不
器
用
」
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。「
滑
ら
か
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
歩
行
や
走
行
」

「
片
足
立
ち
、
平
均
台
、
跳
び
箱
、
な
わ
跳
び
が

上
手
に
で
き
な
い
」「
身
体
の
模
倣
運
動
が
下

手
」「
箸
や
は
さ
み
の
使
い
方
が
上
手
に
で
き

な
い
」「
力
の
加
減
が
不
適
切
」「
タ
イ
ミ
ン
グ

が
合
わ
せ
ら
れ
ず
下
手
さ
が
目
立
つ
」
な
ど
の

状
態
は
、
運
動
や
学
習
場
面
の
み
な
ら
ず
、
日

常
生
活
の
諸
動
作
に
お
い
て
も
生
じ
て
い
る
。

家
庭
で
は
特
訓
で
教
え
込
む
傾
向
に
あ
る
が
、

家
族
の
努
力
が
報
わ
れ
ず
、葛
藤
が
生
じ
て
い
る
。

２	

不
器
用
さ
の
原
因

　

原
因
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
な
い
。
考
え
ら
れ

る
こ
と
と
し
て
、
遺
伝
的
素
因
、
微
細
な
神
経

学
的
問
題
、
情
報
処
理
機
能
不
全
、
体
験
で
き

な
い
環
境
要
因
な
ど
が
あ
る
。

３	

不
器
用
さ
へ
の
対
応

　

特
訓
で
改
善
で
き
る
不
器
用
さ
は
、
経
験
や

努
力
不
足
の
状
態
で
あ
り
、
障
害
（
Ｄ
Ｃ
Ｄ
）

と
は
い
え
な
い
。
Ｄ
Ｃ
Ｄ
の
子
供
は
苦
手
な
運

動
や
課
題
を
避
け
る
傾
向
に
あ
り
、
得
意
な
言

語
能
力
で
弱
点
を
補
う
場
面
が
よ
く
見
ら
れ
る
。

　

近
年
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
断
片

的
（stereo-typed

）
に
眼
球
運
動
が
改
善
し

て
い
る
が
、
前
述
の
動
作
へ
の
波
及
効
果
に
つ

い
て
触
れ
た
も
の
は
少
な
い
。
感
覚
統
合
面
か

ら
見
る
と
、
視
知
覚
系
検
査
で
低
値
を
示
し
て

い
る
子
供
が
多
い
。
前
庭
機
能
※1
を
促
進
す
る

空
間
動
作
で
、
運
動
と
知
覚
面
が
う
ま
く
協
応

し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
特
訓
は
不
要
だ
が
、

日
常
生
活
を
通
し
改
善
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
だ
。

　

心
地
良
く
身
体
活
動
を
す
る
こ
と
は
、
身
体

図
式
※2
が
で
き
、
自
分
を
環
境
に
適
応
さ
せ
て

い
く
自
然
な
方
法
で
あ
る
。
能
動
的
に
繰
り
返

す
こ
と
が
学
習
に
な
り
、「
不
器
用
さ
」
が
改

善
さ
れ
て
い
く
と
考
え
る
。
苦
手
で
う
ま
く
で

き
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
検
査
結
果
の
心
身
両

面
か
ら
考
え
る
。「
で
き
る
よ
う
に
な
る
方
法
」

を
子
供
と
と
も
に
考
え
る
こ
と
で
、
子
供
は
自

ら
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

感
覚
統
合
療
法
で
は
、
遊
具
を
活
用
し
た
空

間
遊
び
を
た
く
さ
ん
取
り
入
れ
て
い
る
。

　

遊
具
は
マ
ッ
ト
、
大
き
な
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、

ボ
ル
ス
タ
ー
ス
イ
ン
グ
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
、

シ
ー
ソ
ー
な
ど
を
活
用
す
る
。
動
作
は
寝
返
り
、

捻
転
、上
下
運
動
、加
速
運
動
、イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー

な
関
わ
り
な
ど
、
子
供
が
恐
怖
心
を
抱
か
な
い

で
楽
し
く
遊
べ
る
よ
う
に
し
、
苦
手
な
感
覚
系

に
も
取
り
組
め
る
よ
う
工
夫
す
る
。

　

皮
質
野
が
運
動
企
画
※3
と
関
係
す
る
Ｄ
Ｃ
Ｄ

で
あ
る
が
、
皮
質
下
の
視
点
で
対
応
す
る
必
要

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

作
業
療
法
士　

福ふ
く

田だ 

恵え

美み

子こ　
　

構
成
：
関せ

き

根ね 

朋と
も

子こ

福田 恵美子

障害科学博士
長野保健医療大学
　教授
小山こども発達
　支援センター
　リズム園 顧問

T
O
S
S
音
楽
教
育
サ
ー
ク
ル

教室でできる　作業療法

※1 

平
衡
に
関
わ
る
機
能
。

※2 

自
分
が
無
意
識
に
感
じ
て
い
る
身
体
の
状
態
の
こ
と
。

※3 

何
を
す
る
か
を
考
え
、
そ
の
た
め
の
動
作
を
考
え
、
実
行
す
る
流
れ
。

学
習
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
な
い

脳
科
学
を
使
う
こ
と
で
、
記
憶
の
定
着
を
効
果
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
マ
ル
チ
セ
ン
サ
リ
ー
」「
チ
ャ
ン
ク
」
を
使
っ
た
実
践
を
紹
介
す
る
。

１	

マ
ル
チ
セ
ン
サ
リ
ー
を
使
う

　

マ
ル
チ
セ
ン
サ
リ
ー
と
は
、
多
感

覚
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
、
ボ
ス
ト
ン
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
ス
ク
ー
ル
で
は
、
こ
の
マ
ル

チ
セ
ン
サ
リ
ー
を
使
っ
た
指
導
が
多

く
行
わ
れ
て
い
た
。

　

例
え
ば
、
算
数
の
時
間
に
５
の
補

数
を
学
習
す
る
場
面
が
あ
っ
た
。

　

教
室
で
学
習
し
た
後
、
外
に
出
て

お
も
む
ろ
に
教
師
が
地
面
に
チ
ョ
ー

ク
で
〇
を
か
き
始
め
た
。

　

そ
し
て
、
ケ

ン
パ
の
よ
う
に

足
で
答
え
が
５

に
な
る
た
し
算

を
行
っ
た
。

　

３
＋
２
で
あ
れ
ば
、
最
初
に
手
前

の
二
つ
の
〇
に
両
足
を
置
き
、
次
に

真
ん
中
の
丸
に
両
足
を
置
く
。
そ
こ

ま
で
で
「
３
」
で
あ
る
。
次
に
、
一

番
奥
の
二
つ
の
丸
に
両
足
を
置
く
。

そ
れ
が
「
２
」
と
な
る
。こ
れ
を
、「
３

＋
２
」
と
言
い
な
が
ら
計
算
し
て
い

く
の
で
あ
る
。

　

教
師
は
、「
２
」「
４
」
と
い
っ
た

カ
ー
ド
を
提
示
す
る
。「
２
」
で
あ

れ
ば
、「
２
＋
３
」
と
な
り
、「
４
」

で
あ
れ
ば
、「
４
＋
１
」
と
な
る
。

　

だ
ん
だ
ん
と
流り
ゅ
う

暢ち
ょ
う

に
５
の
補
数

を
計
算
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

２	

マ
ル
チ
セ
ン
サ
リ
ー
の
実
践

　

か
つ
て
担
任
し
た
ク
ラ
ス
で
は
、

都
道
府
県
の
暗
唱
に
全
員
が
合
格
し

た
。
そ
の
や
り
方
も
、
マ
ル
チ
セ
ン

サ
リ
ー
を
使
っ
た
方
法
で
あ
っ
た
。

　

九
州
地
方
で
あ
れ
ば
、「
長
崎
、

佐
賀
、
福
岡
、
大
分
、
宮
崎
、
鹿
児

島
、
熊
本
」
と
言
い
な
が
ら
、
空
中

に
手
で
県
の
位
置
を
示
し
て
い
く
。

　

す
る
と
、
口
頭
で
言
わ
せ
る
だ
け

の
と
き
よ
り
、
定
着
率
が
は
る
か
に

上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

岡
山
県
の
学
習
を
行
っ
た
際
に
も

こ
の
方
法
で
全
員
が
記
憶
で
き
た
。

「
岡
山
県
の
土
地
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
に
し
て
、
北
か
ら
順
番
に
手
で
位

置
を
示
し
な
が
ら
言
っ
て
い
く
。

「
蒜ひ
る

山ぜ
ん

高
原
、
津
山
盆
地
、
吉
備
高

原
、
岡
山
平
野
」
と
い
う
よ
う
に
で

あ
る
。
こ
の
方
法
で
、
発
達
障
害
の

子
も
学
力
の
低
い
子
も
楽
に
覚
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
は
、
様
々
な
教
科
・
領
域
で

応
用
が
可
能
で
あ
る
。

３	

チ
ャ
ン
ク
を
活
用
す
る

　

チ
ャ
ン
ク
と
は
固
ま
り
の
こ
と
で

あ
る
。
例
え
ば
、
式
、
筆
算
、
答
え

を
そ
れ
ぞ
れ
覚
え
よ
う
と
す
る
と
、

三
つ
の
こ
と
を
覚
え
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
を
「
三
点
セ
ッ
ト
」
と
名
付
け

れ
ば
一
つ
の
こ
と
だ
け
を
覚
え
れ
ば

い
い
こ
と
に
な
る
。

　

つ
ま
り
、「
三
点
セ
ッ
ト
」
を
覚

え
て
い
れ
ば
、「
式
、
筆
算
、
答
え
」

が
自
動
的
に
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
関
連
付
け
を
行
う
こ

と
で
、
記
憶
の
固
ま
り
を
作
る
の
で

あ
る
。
一
つ
の
こ
と
に
対
し
て
、
関

連
付
け
は
三
つ
が
適
当
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
何
か
を
学
習

し
た
ら
、
そ
の
こ
と
に
関
連
し
た
こ

と
を
三
つ
挙
げ
さ
せ
る
よ
う
に
習
慣

化
し
て
い
く
と
よ
い
。

「
昆
虫
の
か
ら
だ
」
で
あ
れ
ば
、「
①

あ
た
ま
・
む
ね
・
は
ら
」「
②
足
は

六
本
」「
③
足
は
む
ね
か
ら
出
て
い

る
」
と
い
う
よ
う
に
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
脳
科
学
を
活
用
す

る
こ
と
で
効
果
的
に
学
習
で
き
る
。
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向
山
氏
の
提
案
で
企
図
さ
れ
た
こ
の
鼎
談
。

　

板
倉
氏
の
緻
密
な
シ
ナ
リ
オ
と
資
料
に
よ
っ

て
、
ま
さ
に
歴
史
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

鼎
談
に
先
駆
け
て
、
三
つ
の
テ
ー
マ
が
出
さ

れ
た
。

第
一
章　

日
本
の
学
校
を
近
代
化
さ
せ
る
た
め

に
必
要
な
こ
と

　
　
　

︱
﹃
大
塚
の
教
育
﹄
を
例
に
し
て
︱

第
二
章　

プ
ロ
教
師
の
条
件
は
二
つ

第
三
章　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
教
材
・
教
具
開
発

　

当
日
は
、
第
一
章
の
最
初
か
ら
、
炸
裂
す
る

盛
り
上
が
り
と
な
っ
た
。

　

日
本
の
学
校
に
は
、
い
ま
だ
「
シ
ス
テ
ム
」

の
意
識
が
欠
如
し
て
い
る
。
個
人
の
職
人
技
に

頼
っ
て
い
る
。
前
近
代
的
な
ま
ま
低
迷
し
て
い

る
原
因
は
何
か
。
向
山
氏
は
﹃
大
塚
の
教
育
﹄

で
四
十
年
以
上
前
に
近
代
的
な
シ
ス
テ
ム
を
提

案
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
失
敗
の
本

質
」
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
原
因
は
何
か
。

　

日
本
の
教
育
に
最
も
欠
け
て
い
る
部
分
が
語

ら
れ
た
。
第
一
章
、
第
二
章
と
「
そ
の
道
の
プ

ロ
」
が
話
す
内
容
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
参
加
し
た
教
師
た
ち
か

ら
も
次
々
に
事
例
や
感
想
が
出
さ
れ
た
。
あ
ま

り
の
盛
り
上
が
り
に
時
間
切
れ
と
な
っ
た
た
め
、

第
三
章
は
別
日
に
収
録
さ
れ
た
。

　

鼎
談
の
様
子
は
動
画
と
書
籍
で
提
供
さ
れ
る
 ※
。

　

ち
な
み
に
、
動
画
収
録
の
監
督
は
名
取
哲
氏
。

ト
ヨ
タ
、
キ
ャ
ノ
ン
な
ど
数
々
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
、

中
島
美
嘉
氏
、
森
山
直
太
朗
氏
な
ど
の
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
手
掛
け
る
日
本
屈
指
の
演
出

家
、
映
像
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

　

鼎
談
の
公
開
を
ぜ
ひ
お
待
ち
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
か
ら
の
教
育
界
に
創
っ
て
い
き
た
い
も
の

〜
新
世
紀
へ
の
教
育
改
革
の
た
め
に
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鼎て
い

談だ
ん
：
向
山
洋
一
・
伴
一
孝
・
谷
和
樹　

司
会
：
板
倉
弘
幸

教
育
界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
向
山
洋
一
と
、
伴
、
谷
が
語
り
尽
く
す
。
向
山
洋
一
・
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

が
提
案
し
続
け
て
き
た
こ
と
。
そ
し
て
、
日
本
の
教
育
の
未
来
を
明
る
く
す
る
に
は
。

谷た
に 

和か
ず

樹き

東
京
都
・
玉
川
大
学
教
職
大
学
院 

教
授

TOSS最前線！　
最新の教育情報が
ここにある!!

　　　　　のある教育研究の進め方　基礎講座エビデンス

く
れ
た
担
任
三
名
の
ク
ラ
ス
、
合
計
四
名
の
児

童
が
対
象
と
な
っ
た
。
急
に
協
力
を
お
願
い
し

て
も
限
界
が
あ
る
。日
頃
か
ら
科
学
研
究
の
グ
ル
ー

プ
を
作
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
痛
感
し
た
。

　

第
二
に
、
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質
の
保
証
で

あ
る
。
私
が
子
供
に
直
接
指
導
す
る
の
で
は
な

い
。
担
任
が
応
用
行
動
分
析
学
で
指
導
す
る
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
学
習
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

が
必
要
だ
っ
た
。
一
緒
に
本
を
読
み
、
一
緒
に

講
座
を
受
け
た
。
応
用
行
動
分
析
の
指
導
が
で

き
る
ま
で
、共
に
学
習
を
続
け
た
。「Fidelity

」

（
忠
実
性
）
の
確
保
で
あ
る
。
指
導
の
方
法
を

忠
実
に
実
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
教

え
る
側
の
バ
イ
ア
ス
を
最
小
限
に
し
よ
う
と
し

た
。
だ
が
、
不
十
分
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

人
に
学
習
し
て
も
ら
う
難
し
さ
を
感
じ
た
。

　

第
三
に
倫
理
問
題
へ
の
配
慮
で
あ
る
。
研
究

が
終
わ
っ
た
頃
、
別
の
保
護
者
に
「
う
ち
の
子

供
に
も
指
導
し
て
ほ
し
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
。

　

研
究
と
は
い
え
、
公
教
育
で
、
一
部
の
子
供

だ
け
が
指
導
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
不
利

益
が
出
な
い
よ
う
な
研
究
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
べ

き
で
あ
っ
た
。

　

大
学
院
で
修
士
論
文
を
書
く
機
会
を
得
た
。

エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
研
究
に
な
る
よ
う
努
力
し

た
。
だ
が
、
結
果
と
し
て
不
足
し
て
い
た
こ
と

が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
人
た
ち
の
た
め
に
、
ま

と
め
て
お
き
た
い
。

　

研
究
テ
ー
マ
は
、「
応
用
行
動
分
析
学
を
用

い
た
お
手
伝
い
行
動
の
般
化
と
維
持
」。
自
閉

症
の
児
童
に
食
器
洗
い
や
洗
濯
を
学
校
で
教
え
、

そ
れ
が
家
庭
で
般
化
・
維
持
す
る
か
、
一
年
間

追
跡
調
査
し
た
。
幸
い
、
対
象
と
し
た
四
人
の

児
童
は
、
い
ず
れ
も
家
庭
で
一
年
間
、
ほ
ぼ
毎

日
、
お
手
伝
い
を
行
っ
た
。
発
達
障
害
が
あ
る

子
供
に
お
手
伝
い
の
力
を
付
け
、
そ
れ
が
家
庭

で
維
持
さ
れ
た
の
は
、
実
践
と
し
て
は
良
か
っ

た
と
思
う
。
だ
が
、
研
究
の
面
で
は
不
足
し
て

い
た
こ
と
も
多
い
。
主
に
次
の
三
つ
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
サ
ン
プ
ル
数
（
対
象
児
の
数
）
で

あ
る
。
向
山
洋
一
氏
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
一
つ
や
二
つ
の
成
功
」
で
、「
全
体
」
を

語
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
十
年
前
、

保
護
者
で
あ
っ
た
、
東
京
労
災
病
院
の
外

科
部
長
の
ド
ク
タ
ー
は
、「
医
学
の
世
界
で

は
、
最
低
で
五
十
例
、
で
き
た
ら
百
例
欲

し
い
」
と
、
私
に
よ
く
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
対
象
児
は
四
名
。
科
学
研
究
の
視
点

で
言
え
ば
、「Case Study

」（
事
例
研
究
）
で

あ
る
。
四
つ
の
事
例
で
は
、
因
果
関
係
の
証
明

に
は
不
十
分
と
批
判
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。

　

四
事
例
で
は
あ
る
が
、
研
究
の
協
力
を
得
る

た
め
に
か
な
り
苦
労
し
た
。
勤
務
す
る
特
別
支

援
学
校
で
共
同
研
究
を
呼
び
掛
け
た
。「
私
が

指
導
の
方
法
を
伝
え
る
の
で
、
担
当
す
る
子
供

に
指
導
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。
賛
同
し
て

五い

十が

嵐ら
し 

勝か
つ

義よ
し

富
山
県
立
ふ
る
さ
と
支
援
学
校

教師が取り組む
教育実践の
「エビデンス」

TOSS最前線！  最新の教育情報がここにある!!

科
学
的
研
究
を
進
め
る
上
で

困
難
だ
っ
た
三
つ
の
こ
と

①
サ
ン
プ
ル
の
確
保
　
②
指
導
の
質
の
保
証
　
③
倫
理
問
題
へ
の
配
慮

※ 

第
三
章
は
場
を
改
め
た
た
め
、
書
籍
の
み
の
収
録
と
な
る
。
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幾
ら
読
ん
で
も
駄
目
で
あ
る
。
役
に
立
た
な
い
。

授
業
の
技
量
が
上
が
っ
て
、
ク
ラ
ス
の
中
が
平

和
に
な
る
。
若
く
て
素
直
な
先
生
な
ら
、
ト
ラ

ブ
ル
は
激
減
す
る
。
が
、
平
和
で
は
あ
っ
て
も
、

ヤ
ン
チ
ャ
坊
主
は
、
次
々
と
問
題
を
発
生
さ
せ

る
。
大
切
な
の
は
、
子
供
に
温
か
い
視
線
を
向

け
る
こ
と
だ
。
ほ
か
の
先
生
か
ら
ク
レ
ー
ム
が

付
い
た
と
い
う
こ
と
で
「
子
供
に
当
た
り
散
ら

す
」
と
子
供
に
反
乱
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
解
決
策
や
明
確
な
指
針
を
示
し

て
く
れ
る
か
ら
希
望
が
も
て
る
。
同
僚
や
先
輩

が
幾
ら
慰
め
て
も
、
次
の
日
に
は
同
じ
学
級
で

授
業
を
し
、
子
供
た
ち
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
慰
め
る
ど
こ
ろ
か
、

学
級
が
荒
れ
て
い
る
こ
と
を
叱
責
す
る
教
師
さ

え
い
る
。
若
い
教
師
も
荒
れ
さ
せ
た
く
て
、
荒

れ
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
具
体
的
な
方
法

を
知
ら
な
い
だ
け
な
の
で
あ
る
。

　

平
和
な
時
代
に
技
量
が
上
が
り
、「
平
均
九

〇
点
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
授
業
」「
英
会
話
」

な
ど
を
始
め
、
子
供
や
親
の
信
頼
を
得
て
、
実

践
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
と
、
新
し
い
ト
ラ
ブ

　

学
級
が
荒
れ
て
く
る
と
担
任
だ
け
で
な
く
、

管
理
職
、
学
年
主
任
に
至
る
ま
で
、
保
護
者
か

ら
様
々
な
訴
え
や
要
求
が
寄
せ
ら
れ
て
く
る
。

向
山
洋
一
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

教
室
に
は
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
も
ち
込
ま

れ
る
。「
ト
ラ
ブ
ル
を
ど
う
な
く
し
た
ら
よ
い

か
」
と
誰
で
も
願
う
が
、
ト
ラ
ブ
ル
が
な
く
な

る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
時
々
に
、
必
ず
ト
ラ
ブ

ル
が
生
じ
る
も
の
な
の
だ
。
向
山
学
級
で
も
、

ト
ラ
ブ
ル
は
生
じ
て
い
た
。
だ
か
ら
「
ト
ラ
ブ

ル
が
生
じ
な
い
よ
う
に
」
と
願
っ
て
も
、
無
理

な
の
だ
。
ト
ラ
ブ
ル
を
放
置
し
た
り
、
そ
こ
か

ら
逃
げ
よ
う
と
し
た
り
す
る
と
最
悪
だ
。
ト
ラ

ブ
ル
は
成
長
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ト
ラ
ブ
ル
が

生
ま
れ
る
の
は
教
師
の
仕
事
だ
け
で
は
な
い
。

全
て
の
仕
事
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
も
の
な

ル
が
生
じ
る
。
必
ず
生
じ
る
。
そ
れ
は
、
同
僚

の
中
で
足
を
引
っ
張
る
人
が
出
る
こ
と
だ
。
年

輩
の
人
だ
。
そ
れ
に
若
い
人
が
付
く
場
合
も
あ

る
。
旧
文
化
の
学
校
で
は
、
必
ず
生
じ
る
。
露

骨
な
批
判
、悪
口
が
始
ま
る
。
こ
ん
な
と
き
「
無

視
す
る
」
の
が
一
番
い
い
。「
子
供
の
事
実
」

だ
け
を
大
切
に
し
て
、
実
践
を
進
め
る
こ
と
だ
。

論
争
す
る
と
き
も
、「
も
の
静
か
」
に
「
証
拠
」

を
示
し
て
す
る
の
が
い
い
。
二
、
三
年
掛
か
る

が
、カ
タ
は
付
く
。
そ
れ
は
「
若
い
実
践
家
」
を
、

暖
か
く
見
守
っ
た
り
、
応
援
し
た
り
し
て
い
る

人
が
、
ど
こ
か
に
必
ず
い
る
か
ら
だ
。
そ
う
い

う
人
に
支
え
ら
れ
る
。

　

若
い
う
ち
は
先
輩
か
ら
様
々
な
助
言
を
頂
く
。

有
難
い
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
も
の
も

あ
る
。
や
は
り
基
準
は
「
腹
の
底
か
ら
の
手
応

え
」
と
「
子
供
の
事
実
」
で
あ
る
。
こ
の
基
準

が
ブ
レ
な
け
れ
ば
、
不
安
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

　

父
母
、
子
供
の
中
か
ら
も
「
ト
ラ
ブ
ル
」
が

生
じ
る
。
ク
ラ
ス
の
中
の
二
、
三
名
と
い
う
の

が
特
徴
だ
。
教
師
の
や
り
方
に
批
判
的
だ
っ
た

り
、
合
わ
な
か
っ
た
り
す
る
た
め
だ
。
こ
う
い

の
で
あ
る
。
ト
ラ
ブ
ル
は
「
悪
い
こ
と
」
だ
け

で
は
な
い
。
解
決
す
べ
き
問
題
点
を
教
え
て
く

れ
る
の
で
あ
る
。
ト
ラ
ブ
ル（
ク
レ
ー
ム
）に
、
正

し
く
対
応
で
き
れ
ば
、
成
長
の
糧
に
な
る
の
だ
。

　

こ
の
文
章
に
ど
れ
だ
け
救
わ
れ
た
こ
と
だ
ろ

う
。
向
山
学
級
で
さ
え
、
ト
ラ
ブ
ル
は
起
こ
る

も
の
な
の
だ
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
れ
ば
、

自
分
の
学
級
な
ら
何
倍
も
の
ク
レ
ー
ム
や
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
っ
て
も
当
然
と
思
え
て
く
る
。

「
ト
ラ
ブ
ル
」「
ク
レ
ー
ム
」
は
、
必
ず
生
じ

る
と
書
い
た
。
教
師
と
し
て
の
技
量
が
向
上
し

て
も
「
ク
レ
ー
ム
」「
ト
ラ
ブ
ル
」
は
発
生
す

る
の
で
あ
る
。
大
森
修
氏
に
も
、
向
山
に
も
、

伴
氏
に
も
、
石
黒
氏
に
も
、
石
川
・
師
尾
氏
に

も
「
ト
ラ
ブ
ル
」「
ク
レ
ー
ム
」
は
発
生
す
る
。

但
し
「
年
代
に
よ
っ
て
発
生
す
る
問
題
は
違

う
人
が
三
十
名
の
中
に
、
何
人
か
い
る
の
は
当

然
だ
。
し
か
し
、若
い
頃
は
「
自
分
は
正
し
い
」

「
い
い
こ
と
を
し
て
い
る
」
と
一
途
に
思
い
込

む
。
こ
の
一
途
さ
に
付
い
て
い
け
な
い
人
を
見

落
と
し
て
し
ま
う
の
だ
。
正
し
い
対
応
は
「
そ

の
子
」
と
「
親
の
言
い
分
」
を
誠
実
に
受
け
止

め
る
こ
と
だ
。
自
分
の
ど
こ
か
に
隙
が
あ
っ
た

の
で
あ
り
、
そ
れ
を
解
決
し
て
い
け
ば
い
い
の

だ
。
こ
の
と
き
「
全
面
的
に
非
を
感
じ
る
」
の

は
間
違
い
だ
。「
い
い
先
生
だ
」
と
思
っ
て
い

る
子
供
や
保
護
者
は
い
っ
ぱ
い
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
事
実
を
見
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　

ク
レ
ー
ム
が
く
る
と
、
人
間
性
を
否
定
さ
れ

た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
り
、
保
護
者
全
員

を
敵
に
回
し
た
よ
う
な
感
じ
を
受
け
た
り
す
る

こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な
い
の
だ
。

　

こ
の
種
の
ク
レ
ー
ム
は
、
発
展
途
上
の
ク

レ
ー
ム
で
あ
り
「
も
っ
と
上
の
レ
ベ
ル
に
行
く

た
め
の
神
様
の
試
験
問
題
」
な
の
で
あ
る
。

　

向
山
氏
の
こ
の
言
葉
に
救
わ
れ
て
今
の
自
分

が
あ
る
。
今
後
も
ク
レ
ー
ム
に
も
し
っ
か
り
と

耳
を
傾
け
て
い
き
た
い
。

う
」
と
い
う
こ
と
は
あ
る
。
二
十
代
、
若
い
と

き
に
発
生
す
る
「
ト
ラ
ブ
ル
」「
ク
レ
ー
ム
」

の
ほ
と
ん
ど
は
「
学
級
崩
壊
」
を
典
型
と
す
る

ト
ラ
ブ
ル
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
若
い
先
生
が
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
た
り
、
ク
レ
ー
ム
に
対
応
し
た
り
す

る
際
に
相
談
に
乗
っ
た
り
、
保
護
者
と
の
面
談

に
立
ち
会
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
支
援
し
た

こ
と
が
何
度
も
あ
る
。
そ
こ
で
共
通
し
て
い
た

こ
と
は
、「
授
業
の
つ
ま
ら
な
さ
」
と
「
配
慮

不
足
」
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

新
卒
教
師
の
ほ
と
ん
ど
が
通
過
す
る
。
基
本

原
因
は
、
教
師
の
技
量
の
未
熟
さ
に
あ
る
。
授

業
が
ヘ
ッ
タ
ク
ソ
な
の
だ
。
我
流
の
授
業
は
、

全
て
ヘ
ッ
タ
ク
ソ
と
思
っ
て
い
い
。サ
ー
ク
ル
・

校
内
で
の
模
擬
授
業
が
最
も
良
い
解
決
方
法
だ
。

あ
と
は
「
学
級
崩
壊
を
克
服
し
た
」
と
い
う
実

践
記
録
を
十
人
分
、
二
十
人
分
読
む
こ
と
だ
。

そ
こ
に
し
か
解
決
の
道
は
な
い
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の

本
に
し
か
、
そ
れ
は
書
い
て
な
い
。
つ
ま
り
、

学
級
崩
壊
を
克
服
し
た
実
践
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
し
か

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
以
外
の
教
育
書
を
、

授業技量向上の法則

教
師
生
活
の
生
涯
に
、
そ
の
時
々
の

ト
ラ
ブ
ル
（
ク
レ
ー
ム
）
は
必
ず
発
生
す
る

ク
レ
ー
ム
は
「
も
っ
と
上
の
レ
ベ
ル
に
行
く
た
め
の
神
様
の
試
験
問
題
」
な
の
で
あ
る
。

久く

野の 

歩あ
ゆ
む

東
京
都
目
黒
区
立
五
本
木
小
学
校

向山洋一：論文アーカイブから学ぶ
─授業技量向上の秘

ひ

訣
けつ

─

※ 

太
字
は
、「
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
№
２
４
８
」

 

（
東
京
教
育
技
術
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
四
月
号
）
よ
り
引
用
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授業技量向上の法則

　

そ
れ
か
ら
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　

何
を
や
る
か
と
い
う
と
、（
間
）

漢
字
の
テ
ス
ト
を
い
た
し
ま
す
。

　

子
供
た
ち
は
ざ
わ
ざ
わ
と
し
た
雰

囲
気
に
な
り
「
え
え
ー
？
」
と
か

「
は
？
」
と
い
う
小
さ
な
声
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
漏
れ
始
め
る
。「
そ
ん

な
ー
…
…
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え
る
。

　

向
山
氏
は
「
は
い
」
と
言
っ
て
、

恐
ら
く
は
「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ

ル
」
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
を
、
子
供
た

ち
の
前
で
開
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

子
供
た
ち
は
、
確
信
す
る
。

　

向
山
先
生
は
ど
う
や
ら
本
気

で
漢
字
テ
ス
ト
を
す
る
よ
う
だ
。

　

子
供
た
ち
の
ブ
ー
イ
ン
グ
が
大
き

く
な
る
。

「
え
ぇ
ー
っ
」

「
信
じ
ら
れ
な
い
！
」

　

教
室
は
騒
然
と
な
る
。

（
続
く
）

る
。
す
る
と
、
子
供
た
ち
か
ら
、

　

え
え
ー
っ

と
い
う
、「
不
満
げ
」
な
マ
イ
ナ
ス

反
応
の
ブ
ー
イ
ン
グ
が
起
こ
る
の
で

あ
る
。
信
じ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
が
、

本
当
だ
。
そ
の
シ
ー
ン
は
音
声
Ｃ
Ｄ

と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
今
で
も
入
手
可
能
だ
。

　

そ
れ
は
向
山
学
級
の
二
学
期
。

　

そ
の
第
一
日
目
。

　

始
業
式
の
日
に
「
漢
字
テ
ス
ト
」

を
す
る
場
面
だ
。

　

重
要
な
場
面
な
の
で
、
誌
面
で
再

現
し
て
み
よ
う
。

　

朝
一
番
の
教
室
だ
。

　

子
供
た
ち
と
朝
の
挨
拶
を
し
、
向

山
氏
は
す
ぐ
に
指
示
を
す
る
。

　

筆
記
用
具
を
出
し
な
さ
い
。

　

早
口
で
あ
る
。
こ
の
指
示
を
、
全

く
「
同
じ
テ
ン
ポ
」「
同
じ
ト
ー
ン
」

で
、
三
回
繰
り
返
す
。

１	

保
護
者
を
褒
め
る
応
用

	

︱
会
っ
た
と
き
に
褒
め
る

　

保
護
者
面
談
な
ど
で
は
当
然
だ
が
、

参
観
日
や
懇
談
会
、
そ
の
他
の
行
事

で
も
学
校
に
保
護
者
が
来
る
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
立
ち
話
に
な
っ
た

り
す
る
。

　

当
然
「
最
近
の
我
が
子
の
様
子
」

を
親
は
聞
き
た
い
。

　

教
師
の
方
か
ら
、

「
あ
、◯
◯
さ
ん
！　

こ
ん
に
ち
は
」

と
明
る
く
声
を
掛
け
、
さ
ら
に
子
供

の
い
い
話
を
具
体
的
に
伝
え
て
く
れ

た
ら
、
ど
ん
な
親
だ
っ
て
う
れ
し
い

に
決
ま
っ
て
い
る
。

「
太
郎
ち
ゃ
ん
、
こ
の
間
の
社
会
科

の
時
間
に
大
活
躍
だ
っ
た
ん
で
す

よ
！　

み
ん
な
が
﹃
太
郎
ち
ゃ
ん
す

ご
い
！
﹄
っ
て
」

　

内
容
は
何
だ
っ
て
い
い
の
だ
。

　

先
生
が
、
我
が
子
を
気
に
掛
け
て

く
れ
て
い
て
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
様
子

を
話
し
て
く
れ
た
と
い
う
、
そ
の
こ

と
自
体
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

２	

子
供
た
ち
の
﹁
ブ
ー
イ
ン
グ
﹂	

	

に
対
す
る
向
山
氏
の
対
応

　

向
山
氏
の
授
業
で
、
子
供
た
ち
か

ら
「
ブ
ー
イ
ン
グ
」
が
起
こ
っ
た
こ

と
が
あ
る
。

　

向
山
氏
が
子
供
た
ち
に
指
示
を
す

授業のベーシック
スキル６
「授業での対応・
応答」⑦
２学期初日の漢字テスト。子供
たちから大ブーイングが起こっ
たとき、あなたならどう「対応・
応答」できるのか。向山洋一氏
はどのようにしたのか。

東京都・玉川大学教職大学院 教授

谷
たに

 和
かず

樹
き

授業のベーシック
　スキル
ベーシックベーシック
　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル
ベーシック
　スキル

伴
一
孝
の
教
師
道

　

三
つ
目
の
悪
は
「
給
食
」
で
あ
る
。
私
も
苦

し
め
ら
れ
た
。「
嫌
い
な
物
を
無
理
に
食
べ
さ

せ
る
」
こ
れ
は
立
派
な
拷
問
（
犯
罪
行
為
）
で

あ
る
。
教
育
と
は
言
え
な
い
。
無
論
、「
一
口

食
べ
て
み
て
ご
ら
ん
」
く
ら
い
は
あ
り
得
る
。

強
要
で
は
な
い
か
ら
だ
。
子
供
に
は
ち
ゃ
ん
と

拒
否
す
る
権
利
が
あ
る
。
問
題
は
、「
食
べ
る

ま
で
遊
ば
せ
な
い
」「
昼
休
み
ま
で
食
べ
な
さ

い
」
と
や
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
長
崎
県
の
場
合
、

昼
休
み
は
四
十
五
分
間
あ
る
。
教
師
の
休
憩
時

間
と
重
ね
て
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
昼
休
み
が
始

ま
っ
て
も
食
べ
て
い
る
子
供
た
ち
が
い
る
。
か

な
り
多
数
で
あ
る
。極
端
な
場
合
、昼
休
み
い
っ

ぱ
い
食
べ
て
い
る
。
好
き
で
食
べ
て
い
る
と
し

て
も
問
題
（
管
理
者
が
い
な
い
）
だ
が
、
ほ
と

ん
ど
は
無
理
し
て
食
べ
て
い
る
は
ず
だ
。
遊
ぶ

の
よ
り
食
べ
る
の
が
好
き
と
い
う
子
は
少
な
い
。

ま
た
、
そ
う
い
う
子
た
ち
ほ
ど
、
食
べ
ず
に
遊

ん
だ
方
が
よ
い
の
だ
。
仮
に
栄
養
状
態
が
悪
い

子
が
い
た
な
ら
ば
、
昼
休
み
で
は
な
く
、
ほ
か

の
時
間
で
栄
養
補
給
を
し
て
あ
げ
る
べ
き
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
る
原
因
の
一
つ
に

「
残ざ

ん

滓さ
い

調
査
」
が
あ
る
。
給
食
室
に
返
却
し
た
食

缶
を
開
け
て
、
残
滓
を
調
査
し
て
学
級
ご
と
に

一
覧
に
し
て
あ
る
。
滅
茶
苦
茶
で
あ
る
。「
完

食
し
な
い
学
級
は
悪
」
な
の
だ
。
私
も
か
つ
て
、

校
長
室
ま
で
呼
ば
れ
て
「
指
導
」
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
。
返
却
食
缶
の
写
真
ま
で
見
せ
ら
れ
た
。

「
ひ
ど
い
」
と
言
う
。
逆
だ
。
そ
っ
ち
が
ひ
ど
い
。

例
え
ば
結
婚
披
露
宴
に
出
た
と
す
る
。
テ
ー
ブ

ル
ご
と
に
残
滓
調
査
を
さ
れ
、
写
真
ま
で
撮
ら

れ
る
。
立
派
な
人
権
侵
害
で
あ
る
。「
せ
っ
か

く
心
を
込
め
て
作
っ
た
の
だ
か
ら
完
食
し
ろ
」

と
迫
ら
れ
る
。
そ
の
披
露
宴
会
場
は
一
日
で
潰

れ
る
。
客
は
誰
も
来
な
い
。
学
校
は
、
こ
れ
を

平
気
で
や
っ
て
い
る
わ
け
だ
。
完
全
麻
痺
状
態

だ
。
誠
実
に
仕
事
を
し
て
い
る
つ
も
り
な
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
根
本
が
間
違
っ
て
い
る
。

　

御
飯
給
食
の
日
が
週
に
三
日
あ
る
と
す
る
。

パ
ン
給
食
の
日
と
同
じ
よ
う
に
牛
乳
が
出
る
。

和
食
の
御
飯
に
牛
乳
を
合
わ
せ
て
食
べ
て
い
る

家
庭
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
メ

ニ
ュ
ー
を
出
す
和
食
屋
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
し

か
も
、
こ
れ
は
オ
ー
ダ
ー
で
は
な
い
。
無
理
や

り
出
し
て
い
る
の
だ
。
私
は
見
て
い
る
だ
け
で

気
持
ち
が
悪
く
な
る
。
子
供
た
ち
の
味
覚
は
破

壊
さ
れ
る
。

「
食
育
」
と
言
う
。
そ
れ
は
「
食
」
を
通
し
て

「
人
」
を
育
て
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
家
畜
」

を
育
て
て
い
る
の
で
は
な
い
。
食
べ
る
・
食
べ

な
い
は
自
分
で
決
め
る
。
感
謝
を
忘
れ
な
い
。

食
べ
る
姿
や
片
付
け
は
き
れ
い
に
。
簡
単
な
こ

と
だ
。

「
学
校
の
三
悪
」
そ
の
参
は
こ
れ
だ

多
く
の
教
師
は
誠
実
な
人
た
ち
だ
。
私
も
三
十
年
こ
の
稼
業
を
や
っ
て
来
て
、
出
遭
っ
た
悪
人
は
十
指
に
満
た
な
い
。

た
だ
、
業
界
全
体
が
間
違
っ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
中
で
誠
実
に
頑
張
れ
ば
、
悪
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
る
。
指
標
は

「
子
供
の
事
実
」
だ
け
だ
。
子
供
が
荒
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
教
師
の
「
誠
実
」
は
間
違
っ
て
い
る
。
子
供
に
力
が
付

か
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
「
誠
実
」
は
教
師
が
自
ら
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

伴ば
ん 

一か
ず

孝た
か

長
崎
県
長
与
町
立
長
与
小
学
校

※ 

（
編
集
部
よ
り
）
伴
氏
の
九
月
号
の
原
稿
に
つ
い
て
、
リ
ー
ド
文
に
誤
解
を
招
く
表
現
が
あ
り
ま
し
た
。
リ
ー
ド
文
で
書
か
れ
て
い
た
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
伴
氏
の
勤
務
校
と
は
全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

 

関
係
者
の
皆
様
に
は
、
多
大
な
る
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
編
集
部
一
同
、
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。



チャレン
ジング

教師の

66  2018. 1067

授業技量向上の法則

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

生
徒
・
選
手
の
伸
び
を
加
速
さ
せ
る

授
業
・
学
級
づ
く
り
の
腕
を
上
げ
る
修
業
と
部
活
動
指
導
と
を
両
立
さ
せ
る
。

そ
れ
が
中
高
教
師
の
本
道
で
あ
る
。

１	

仕
組
み
が
生
徒
の
幸
福
を
増
進
す
る

　

七
月
上
旬
、
水
曜
木
曜
と
二
年
生
が
一
泊
の

林
間
学
校
、
木
曜
金
曜
と
一
年
生
が
一
泊
の
宿

泊
学
習
と
い
う
三
日
間
が
あ
っ
た
。

　

中
規
模
校
ゆ
え
、
複
数
学
年
を
担
当
す
る
教

師
ば
か
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
自
習
は
皆
無

で
あ
っ
た
。
自
習
は
学
力
向
上
に
資
し
な
い
。

授
業
す
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
二
週
間
前

か
ら
の
、
授
業
交
換
を
は
じ
め
と
し
た
調
整
を

行
っ
た
成
果
で
あ
る
。

　

ま
た
、
七
月
ま
で
に
三
人
の
研
究
授
業
、
二

度
の
授
業
参
観
を
実
施
し
た
。
三
月
ま
で
に
は

全
員
が
研
究
授
業
を
行
う
。
こ
れ
も
、
仕
組
み

づ
く
り
の
成
果
で
あ
る
。
向
山
洋
一
氏
の
教
務

主
任
実
践
の
よ
う
に
、
仕
事
は
意
図
的
、
計
画

的
、
組
織
的
に
進
め
る
の
だ
。

２	

部
活
動
指
導
と
研
修
と
を
両
立
す
べ
し

　

七
月
の
三
連
休
、熊
谷
市
周
辺
は
気
温
三
七
・

八
度
が
続
い
た
。
彩
の
国
く
ま
が
や
ド
ー
ム
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
予
約
で
き
な
い
た
め
、
炎
天

下
で
の
部
活
動
指
導
と
な
っ
た
。

　

初
日
、
通
常
ど
お
り
七
時
か
ら
準
備
し
、
練

習
を
始
め
る
。
十
二
時
に
は
終
え
、
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
し
、
解
散
。
そ
の
後
一
年
生
か
ら
の
質

問
や
相
談
に
応
じ
、
退
勤
し
た
。

　

中
日
、
最
終
日
に
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
校

の
高
校
生
と
の
試
合
も
実
施
し
た
。
連
日
の

灼し
ゃ
く

熱ね
つ

の
中
、
生
徒
は
よ
く
動
き
通
し
た
。

　

さ
て
こ
の
三
連
休
、
珍
し
く
セ
ミ
ナ
ー
遠
征

が
な
か
っ
た
。
学
校
総
合
体
育
大
会
県
大
会
直

前
ゆ
え
、
空
け
た
の
で
あ
る
。

　

遠
征
が
な
い
ゆ
え
、
一
日
が
部
活
動
と
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
の
み
で
終
わ
っ
て
ゆ
く
。
若
い
頃
か
ら
変

わ
ら
な
い
、
中
学
教
師
の
休
日
で
あ
る
。

　

た
だ
し
私
の
場
合
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
度
の
方
が
大

分
濃
い
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
活
動
を
し
な
い
日
は
な

い
し
、
部
活
動
後
に
セ
ミ
ナ
ー
登
壇
や
合
宿
な

ど
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
こ
な
す
。
今
回
も
連

休
初
日
夜
か
ら
、
サ
ー
ク
ル
有
志
の
合
宿
を
催

し
た
。

　

そ
こ
が
一
般
の
中
学
教
師
と
の
違
い
だ
。

　

部
活
動
指
導
「
し
か
な
さ
な
い
」
か
ら
、
腕

が
上
が
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

部
活
動
指
導
と
、
授
業
及
び
学
級
経
営
の
質

の
向
上
を
実
現
す
る
研
修
と
を
両
立
す
べ
き
な

の
で
あ
る
。
私
は
初
任
以
来
、
言
い
尽
く
せ
な

い
ほ
ど
の
工
夫
を
し
て
、
両
立
を
実
現
し
て
き

た
。

　

そ
う
し
た
方
が
力
量
が
高
ま
る
。
力
量
が
高

ま
れ
ば
こ
そ
、
生
徒
・
選
手
の
伸
び
も
加
速
す

る
の
で
あ
る
。

実践日誌
長谷川博之の

　

新
卒
一
年
目
。
臨
時
的
任
用
講
師
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。

　

初
め
て
の
担
任
。し
か
も
一
年
生
。「
ま
さ
か
」

と
思
っ
た
が
、
や
る
し
か
な
か
っ
た
。

　

始
業
式
、
黄
金
の
三
日
間
。
作
っ
た
ノ
ー
ト

を
基
に
何
と
か
乗
り
切
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
一
か
月
た
つ
と
「
ざ
わ
つ
き
」
が

だ
ん
だ
ん
教
室
を
支
配
し
て
き
た
。

　

勝
手
に
席
を
立
つ
子
、
お
し
ゃ
べ
り
を
始
め

る
子
。

「
静
か
に
し
ま
す
」

「
勝
手
に
立
ち
ま
せ
ん
」

　

毎
日
続
く
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

崩
壊
の
兆
し
が
見
え
て
い
た
。

「
五
色
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
か
る
た
」
を
知
っ

た
の
は
、
そ
ん
な
と
き
だ
っ
た
。

キ
ン
コ
ン
カ
ン　

チ
ャ
イ
ム
が
な
っ
た
ら

　

せ
き
に
つ
く

ぶ
つ
か
っ
た　

わ
ざ
と
で
な
く
て
も

　

ご
め
ん
な
さ
い

　

一
年
生
に
教
え
た
い
こ
と
が
、
ほ
と
ん
ど
網

羅
さ
れ
て
い
る
。

　

ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
ど
お
り
に
や
っ
て
み
る
。

　

子
供
た
ち
は
た
ち
ま
ち
夢
中
に
な
っ
た
。

「
か
る
た
を
し
ま
す
」

「
や
っ
た
ー
！
」

　

毎
日
取
り
組
ん
だ
。

　

か
る
た
の
と
き
だ
け
は
、
私
の
声
が
「
全
員
」

に
届
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

休
み
時
間
が
終
わ
る
と
、

「
キ
ン
コ
ン
カ
ン　

チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
ら
？
」

「
席
に
着
く
！
」

　

言
い
な
が
ら
席
に
着
く
子
供
た
ち
。

　

こ
の
よ
う
な
や
り
取
り
も
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

教
室
が
明
る
く
な
っ
た
。

　

学
校
に
行
く
こ
と
が
楽
し
み
に
な
っ
た
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
材
に
は
、

・
子
供
の
事
実

・
教
師
の
腹
の
底
か
ら
の
手
応
え

　

こ
の
二
つ
が
あ
る
。

　

新
卒
一
年
目
に
し
て
体
験
で
き
た
こ
と
が
幸

運
だ
っ
た
。

　

今
で
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
材
に
は
助
け
ら
れ
て
い

る
。

　

現
在
、
特
別
支
援
学
級
の
先
生
に
「
五
色

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
か
る
た
」
を
お
貸
し
し
て

い
る
。

「
楽
し
そ
う
に
や
っ
て
い
ま
す
」

「
絵
と
音
で
教
え
ら
れ
る
の
が
い
い
で
す
ね
」

　

特
別
支
援
学
級
の
子
も
熱
中
し
て
い
る
。

　

困
っ
て
い
る
子
供
、
先
生
方
を
「
助
け
る
」

た
め
に
も
、
良
い
教
材
を
広
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

並な
み

木き 

友と
も

寛ひ
ろ

千
葉
県
我
孫
子
市
立
根
戸
小
学
校

私
の
新
卒
一
年
目
、
こ
の
教
材
に
救
わ
れ
た
！

「
五
色
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
か
る
た
」
が
教
え
て
く
れ
た
二
つ
の
こ
と
。



あ
な
た
の
指
示
は
届
い
て
い
ま
す
か
？

十
年
以
上
掛
か
っ
て
で
き
た
「
指
示
は
全
員
に
す
る
」。広

島
県
東
広
島
市
立
龍
王
小
学
校

笠か
さ

井い 

美み

香か

笠か
さ

井い 

美み

香か
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本
書
に
次
の
文
が
あ
る
。

「
芭
蕉
が
、
そ
れ
ま
で
の
安
定
し
た
生
活
を
捨
て

て
旅
に
出
た
気
持
ち
が
こ
の
ご
ろ
分
か
る
。」

　

こ
の
一
文
を
追
っ
た
。
芭
蕉
が
遺の
こ

し
た
二
千
近

く
の
作
品
を
、
加
藤
楸
邨
の
「
芭
蕉
全
句
」（
ち
く

ま
学
芸
文
庫
）
で
確
認
し
た
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ

て
い
る
と
、
そ
れ
な
り
の
特
徴
が
見
え
て
く
る
。

い
わ
ゆ
る
作
風
の
変
化
で
あ
る
。
芭
蕉
は
別
格
で

あ
る
。
作
風
の
大
き
な
変
化
は
、
ほ
か
の
人
な
ら

せ
い
ぜ
い
一
度
。
と
こ
ろ
が
芭
蕉
だ
け
は
、
そ
の

表
現
を
四
期
に
区
分
で
き
る
。
第
一
期
（
二
十
歳

か
ら
二
十
九
歳
）、
第
二
期
（
三
十
歳
か
ら
四
十
一

歳
）、
第
三
期
（
四
十
一
歳
か
ら
四
十
九
歳
）、
そ
し

て
第
四
期
（
五
十
歳
か
ら
五
十
一
歳
）
の
四
つ
で

あ
る
。（﹃
俳
句
の
世
界
﹄
小
西
甚
一
著　

講
談
社
）

　

驚
く
こ
と
に
秀
句
の
ほ
と
ん
ど
が
第
三
期
に
集

中
し
て
い
る
。
当
時
は
人
生
五
十
年
の
時
代
。
四

十
歳
は
既
に
晩
年
だ
と
い
え
る
。
こ
の
時
期
に
何

が
あ
っ
た
の
か
。
向
山
氏
の
指
摘
の
と
お
り
、
芭

蕉
は
旅
に
出
て
い
る
。
芭
蕉
に
と
っ
て
「
旅
」
と

は
何
だ
っ
た
の
か
。
歩
い
た
距
離
だ
け
な
ら
蕪
村
、

一
茶
に
及
ば
な
い
。「
お
く
の
ほ
そ
道
」
に
し
て
も
、

歩
き
続
け
た
わ
け
で
は
な
い
。
で
は
何
が
違
っ
た

の
か
。
そ
の
こ
と
が
最
初
の
旅
「
野
ざ
ら
し
紀
行
」

に
記
さ
れ
て
い
る
。
芭
蕉
は
真
剣
だ
っ
た
。
覚
悟

の
仕
方
が
違
っ
た
。
死
を
覚
悟
し
て
の
旅
だ
っ
た
。

野
ざ
ら
し
を
心
に
風
の
沁し

む
身
か
な

　

芭
蕉
は
こ
れ
か
ら
の
先
、
生
涯
に
わ
た
る
旅
を

こ
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
思
わ
れ
る
。
西
行

に
し
ろ
、
宗
祇
に
し
ろ
風
雅
人
の
旅
は
楽
で
は
な

か
っ
た
。
事
と
次
第
に
よ
っ
て
は
、
自
分
が
旅
の

途
中
に
死
ぬ
こ
と
だ
っ
て
あ
り
え
た
。

　

旅
に
出
る
頃
の
芭
蕉
は
、
江
戸
で
宗
匠
の
地
位

を
確
立
し
、
多
く
の
弟
子
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
そ

ん
な
安
定
し
た
生
活
を
捨
て
た
の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
か
。
藝
術
に
生
き
る
た
め
で
あ
る
。
俳
諧

を
西
行
の
和
歌
や
宗
祇
の
連
歌
と
同
じ
次
元
の
藝

術
と
す
る
た
め
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
住
む
所

を
も
ち
、
人
並
み
の
暮
ら
し
を
す
る
自
分
に
別
れ

を
告
げ
た
の
で
あ
る
。
故
郷
伊
賀
へ
の
旅
は
「
表

現
の
旅
」
で
あ
り
「
藝
術
へ
の
旅
」
だ
っ
た
。

道
の
辺べ

の
木む
く

槿げ

は
馬
に
食
は
れ
け
り

　

こ
れ
は
旅
の
途
上
で
の
吟
で
あ
る
。
何
で
も
な

い
句
で
あ
る
。
何
で
も
な
い
句
を
何
で
も
な
く
詠

む
。
こ
の
時
代
と
し
て
は
驚
異
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
後
年
の
「
か
る
み
」
に
通
じ
る
も
の
だ
。

一
瞬
一
瞬
に
全
て
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
旅

だ
っ
た
。
厳
し
い
旅
の
中
で
芭
蕉
は
不
易
・
流
行
、

か
る
み
な
ど
の
考
え
を
生
み
出
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
表
現
に
足
を
止
め
ず
、
常
に
「
新
し
さ
」
を
追

究
し
た
の
で
あ
る
。
旅
に
命
を
懸
け
た
芭
蕉
は
、

弟
子
に
生
き
方
の
指
針
を
示
し
た
。

古
人
の
跡
を
求
め
ず
、
古
人
の
求
め
た
る
所
を
求

め
よ

　

向
山
氏
は
冒
頭
の
一
文
の
後
、
こ
う
述
べ
る
。

「
不
安
定
な
旅
の
状
態
に
身
を
お
か
ね
ば
、
創
造

で
き
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
彼
の
作

品
で
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
、
高
名
で
弟
子
も
多

く
安
定
し
た
生
活
の
中
で
創
ら
れ
た
も
の
で
は
な

い
。
旅
以
後
で
あ
る
」

　

そ
し
て
こ
う
結
ぶ
。

「
四
代
目
が
三
代
目
を
ぬ
け
る
と
す
れ
ば
、
こ
の

ク
ラ
ス
に
三
代
目
以
上
の
困
難
が
存
在
す
る
時
で

あ
る
」

　

氏
も
ま
た
芭
蕉
の
求
め
た
と
こ
ろ
を
求
め
た
の
だ
。

笠か
さ

井い 

美み

香か

広
島
県
東
広
島
市
立
龍
王
小
学
校

「
指
示
は
全
員
に
す
る
」

　

こ
の
当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
に
「
十
年
く
ら
い
」

掛
か
る
と
、
向
山
洋
一
氏
は
、
論
文

に
書
い
て
い
る
。

　

私
が
初
め
て
一
年
生
を
担
任
し
た

と
き
の
こ
と
だ
。
学
年
主
任
の
先
生

が
わ
い
わ
い
言
っ
て
い
る
一
年
生
の

前
に
立
ち
、
右
手
と
左
手
の
人
差
し

指
を
出
し
て
顔
の
前
で
く
っ
つ
け

「
た
し
算
」
と
言
っ
た
。
す
る
と
、

最
初
の
「
た
し
算
」
で
三
人
の
子
が

「
に
ー
」
と
言
っ
て
か
ら
、次
の
「
た

し
算
」
の
一
声
で
百
人
の
子
供
た
ち

の
声
が
そ
ろ
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
、

先
生
が
一
つ
指
示
を
出
し
た
。「
立

ち
な
さ
い
」
と
。

　

こ
の
光
景
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な

い
。
ま
さ
に
、
以
下
の
論
文
に
書
か

の
は
、
最
悪
の
状
況
な
の
だ
。

　

四
月
の
学
年
び
ら
き
。
百
人
の
子

供
た
ち
を
集
め
、
生
活
の
ル
ー
ル
に

つ
い
て
説
明
を
し
た
。
私
は
、
子
供

の
前
に
立
ち
、
右
手
の
人
差
し
指
と

中
指
、
左
手
の
人
差
し
指
と
中
指
を

出
し
、
顔
の
前
で
く
っ
つ
け
た
。
そ

し
て
、
一
言
「
か
け
算
」
と
言
っ
た
。

す
る
と
、
全
員
が
一
回
で
こ
ち
ら
を

向
き
、同
時
に
「
よ
ん
」
と
「
し
ー
」

と
答
え
た
。だ
か
ら
、「
に
に
ん
が
？
」

と
も
う
一
度
聞
く
と
、「
し
ー
」
と

声
が
そ
ろ
っ
た
の
で
、
小
さ
な
声
で

話
を
始
め
た
。

　

こ
れ
を
見
て
い
た
女
の
先
生
が

「
み
ん
な
が
先
生
の
方
を
向
い
て
話

を
聞
い
て
い
て
、
鳥
肌
が
立
ち
ま
し

た
」
と
言
っ
た
。
私
が
昔
見
た
光
景
、

そ
れ
が
で
き
る
の
に
三
十
年
掛
か
っ

た
。（

前
年
度
の
ル
ー
ル
が
）
自
分

の
方
針
と
違
っ
て
い
た
ら
、
変

更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

「
子
供
た
ち
が
納
得
す
る
理
由
」

が
必
要
だ
。
変
更
し
て
い
く
手

続
き
が
必
要
な
の
だ
。

　

そ
れ
を
強
引
に
や
る
と
、
反

発
さ
れ
る
。

　

新
し
い
先
生
よ
り
、
前
の
先

生
の
方
が
い
い
に
決
ま
っ
て
い

る
か
ら
だ
。

　

子
供
が
反
発
す
る
と
、「
素
直
じ
ゃ

な
い
な
」
と
嫌
な
思
い
を
し
て
い
た

私
は
、
こ
の
言
葉
に
は
っ
と
し
た
。

納
得
す
る
理
由
は
「
高
学
年
だ
か

ら
」
だ
っ
た
。「
新
し
い
学
校
に
な
っ

た
か
ら
」
も
理
由
に
な
っ
た
。
そ
し

て
、
前
の
先
生
に
感
謝
し
、
で
き
た

ら
ほ
め
る
、
み
ん
な
に
紹
介
し
て
褒

め
る
こ
と
を
繰
り
返
し
た
。「
子
供

た
ち
が
納
得
す
る
理
由
」
と
「
変
更

し
て
い
く
手
続
き
」
が
整
っ
た
と
き
、

ル
ー
ル
が
定
着
し
た
。

れ
て
い
る
と
お
り
の
出
来
事
を
目
の

当
た
り
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

ク
ラ
ス
を
静
か
に
さ
せ
、
全

員
が
教
師
の
方
を
注
目
す
る
よ

う
に
し
て
い
う
の
が
、
教
師
の

仕
事
な
の
で
あ
る
。

（「
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
﹃
行
動
支

援
カ
ー
ド
﹄」「
教
育
ト
ー
ク
ラ

イ
ン
」
二
〇
一
七
年
六
月
号
の

向
山
洋
一
氏
の
論
文
よ
り
）

　

向
山
氏
は
、
更
に
最
悪
の
状
況
も

教
え
て
く
れ
て
い
た
。

　

指
示
を
す
べ
き
な
の
に
、
指

示
を
し
な
い
人
が
い
る
。
空
白

の
時
間
が
流
れ
、
混
乱
が
大
き

く
な
っ
て
い
く
。
指
示
し
な
い

あ
な
た
の
指
示
は
届
い
て
い
ま
す
か
？

十
年
以
上
掛
か
っ
て
で
き
た
「
指
示
は
全
員
に
す
る
」。

『新版 小学五年学級
経営 子供の活動ははじ
けるごとく』
（向山洋一著　学芸みらい社）

授業力向上に
役立つこの１冊

吉永順一の読書論 授業力向上に
役立つこの１冊

向
山
氏
の
一
文
を
追
う

芭
蕉
は
旅
に
出
る
こ
と
で
、
本
当
の
芭
蕉
と
な
っ
た
。

あ
え
て
自
分
を
宙
づ
り
状
態
の
不
安
な
中
に
置
き
続
け
、

未
来
の
可
能
性
を
押
し
開
い
て
い
っ
た
。
向
山
洋
一
氏
も
教
師
の

仕
事
を
通
し
て
芭
蕉
の
求
め
た
と
こ
ろ
を
捉
え
て
い
た
。

吉よ
し

永な
が 

順じ
ゅ
ん

一い
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q

A

」

＆

木き

村む
ら 

重し
げ

夫お

日
本
文
化
大
学

高
段
者
編

　

私
の
手
元
に
、
ピ
ン
ク
色
を
し
た

﹃
大
塚
の
教
育
﹄
が
あ
る
。
多
く
の

人
が
持
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
こ
の

表
紙
に
向
山
洋
一
氏
の
直
筆
で
、
次

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
向
山
の
仕
事向

山
洋
一

　

以
前
、
向
山
氏
が
講
座
で
﹃
大
塚

の
教
育
﹄
に
つ
い
て
話
す
と
き
、
手
元

に
本
が
な
か
っ
た
の
で
、
私
の
手
持

ち
の
も
の
を
お
貸
し
し
た
。
講
座
が

終
了
し
、
私
に
返
し
て
く
れ
る
と
き

に
、
表
紙
に
書
い
て
く
れ
た
言
葉
だ
。

る
。
大
変
細
か
い
こ
と
だ
け
れ
ど
も
、

勤
務
に
当
た
っ
て
は
、
ど
う
し
て
も

知
り
た
い
内
容
な
ど
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
勤
務
規
定
及
び
手
引

き
」
の
「
職
員
の
勤
務
に
関
す
る
内

容
」
を
見
て
み
る
。
こ
の
中
に
は
、

「
職
員
の
勤
務
に
関
し
、
本
人
か
ら

提
出
を
要
す
る
﹃
願
﹄﹃
届
﹄」
と
い

う
項
目
が
あ
る
。

　

育
児
休
業
を
申
請
す
る
場
合
は
、

誰
に
、
い
つ
ま
で
に
申
請
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
が
書
い
て
あ
る
。

　

そ
し
て
、
私
は
初
め
て
目
に
し
た

が
、「
生
理
休
暇
」
と
い
う
内
容
も

あ
り
、
そ
の
日
数
や
条
件
な
ど
も
記

載
さ
れ
て
い
る
。

　

う
が
っ
た
考
え
方
か
も
し
れ
な
い

が
、
も
し
か
し
た
ら
女
性
の
中
に
は

こ
の
申
請
を
出
す
際
に
、
そ
の
内
容

を
確
認
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
躊ち
ゅ
う

躇ち
ょ

し
て
、
申
請
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
っ

た
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う

考
え
る
と
、
大
変
配
慮
の
あ
る
内
容

と
い
え
る
。

　

ほ
か
に
、
予
算
会
議
や
転
入
・
転

出
児
童
に
関
す
る
手
続
き
な
ど
も
記

載
さ
れ
て
い
る
。「
大
塚
だ
よ
り
」

の
編
集
に
至
っ
て
は
、
誰
が
い
つ
ま

で
に
作
成
す
る
か
な
ど
、
大
変
詳
細

に
書
か
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
見
る
と

「
あ
れ
？
」
と
思
う
人
も
い
る
だ
ろ

う
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
児
童
の
学

校
生
活
に
直
接
関
係
す
る
も
の
で
は

な
く
、
主
に
教
師
の
手
続
き
に
関
す

る
内
容
で
あ
る
。

　

な
ぜ
か
。

　

表
紙
を
見
る
。
毛
筆
で
「
大
塚
の

教
育
」
と
書
か
れ
て
い
る
、
そ
の
下

に
小
さ
く
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
。昭

和
60
年
度　

教
育
課
程
等

　

最
後
に
「
等
」
の
一
文
字
が
あ
る
。

こ
れ
な
の
だ
。
こ
れ
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、教
育
課
程
以
外
で
、教
師
に
と
っ

て
本
当
に
必
要
な
情
報
を
入
れ
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
皆

が
、
い
つ
で
も
持
ち
歩
い
て
い
た
の

だ
。
そ
れ
が
﹃
大
塚
の
教
育
﹄
で
あ

る
。

　

私
の
宝
物
に
な
っ
た
本
書
だ
が
、

中
身
も
珠
玉
の
一
冊
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
勤
務
し
て
き
た
学
校
で

も
、
教
育
計
画
を
作
成
し
て
き
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
全
て
フ
ァ
イ
ル

し
て
い
る
も
の
で
、
大
変
分
厚
い
も

の
だ
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て

い
る
の
で
、
前
年
の
内
容
を
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
全
く
読
ま
な
い
ペ
ー
ジ
が
多
数

あ
る
。
恐
ら
く
机
の
引
き
出
し
に
入

れ
た
ま
ま
、
ほ
と
ん
ど
使
用
し
て
い

な
い
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、﹃
大
塚
の
教
育
﹄
に

は
、
必
要
な
情
報
だ
け
が
入
っ
て
い

『
大
塚
の
教
育
』
の
表
紙
の
一
文
字

調
布
大
塚
小
学
校
の
教
育
課
程
が
示
さ
れ
て
い
る

『
大
塚
の
教
育
』
は
、
本
当
に
必
要
な
情
報
だ
け
を

詰
め
込
ん
だ
珠
玉
の
一
冊
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
端
が
、

表
紙
に
示
さ
れ
た
一
文
字
に
託
さ
れ
て
い
た
。

松ま
つ

崎ざ
き 

力つ
と
む

栃
木
県
真
岡
市
立
真
岡
東
小
学
校

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
芳
賀
野

A

Q

「
ま
ず
何
を
し
ま
す
か
」

（
わ
る
数
を
整
数
に
し
ま

す
）

「
次
に
何
を
し
ま
す
か
」

（
小
数
点
を
移
動
し
ま

す
）

　

ポ
ン
、
ポ
ン
と
声
を
出

さ
せ
て
矢
印
を
か
か
せ
ま

す
。

　

整
数
の
わ
り
算
と
同
じ
よ
う
に
計
算
し
ま
す
。

補
助
計
算
を
書
か
せ
ま
す
。
九
九
表
を
堂
々
と

見
さ
せ
ま
す
。

「
最
後
に
何
を
し
ま
す
か
」

（
小
数
点
を
上
げ
ま
す
）

　

こ
ん
な
合
い
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

（﹃「
算
数
」
授
業
の
新
法
則　

５
年
生
編
﹄

　

企
画
・
総
監
修　

向
山
洋
一

　

学
芸
み
ら
い
社
）

　

指
導
法
を
工
夫
し
、
か
す
か
な
成
長
を
見
付

け
、
褒
め
続
け
ま
し
ょ
う
。

　
五
年
算
数
、
割
合
を
授
業
し
て
い
ま
す
。

小
数
の
わ
り
算
で
、
商
立
て
に
困
難
を
示
し
、

授
業
を
進
め
れ
ば
進
め
る
ほ
ど
個
人
差
と
時

間
差
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
子
が
い
ま
す
。

　
九
九
表
を
見
せ
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
個

別
に
指
導
も
し
て
い
ま
す
が
、
立
式
は
で
き

て
も
計
算
に
時
間
が
掛
か
り
、
テ
ス
ト
も
八

十
分
掛
か
る
状
態
で
す
。

　
同
僚
に
は
、
放

課
後
残
し
て
指
導

し
た
方
が
よ
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
現
状
を
何
と

か
打
開
し
た
い
で

す
。

　

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
学
校
と
は
、

お
子
さ
ん
の
学
力
を
昨
日
よ
り
も
今
日
、

向
上
さ
せ
る
場
で
す
。

　

質
問
者
の
先
生
は
、
こ
の
子
を
ほ
か
の
友
達

と
比
べ
て
「
手
が
掛
か
る
・
時
間
が
掛
か
る
」

と
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
子
は
先
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
て
、
ゆ
っ
く
り
で
す
が
確
実
に
成
長
し
て
い

ま
す
。「
立
式
は
で
き
る
」「
八
十
分
あ
れ
ば
テ

ス
ト
が
で
き
る
」
わ
け
で
す
。

　

こ
の
子
へ
の
指
導
で
す
が
、
ま
ず
四
年
生
段

階
で
の
整
数
の
わ
り
算
の
筆
算
の
習
熟
不
足
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
①
立
て
る
、
②
（
補
助
計
算

を
書
い
て
）
か
け
る
、
③
う
つ
す
、
④
ひ
く
、

⑤
お
ろ
す
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
定
着
し
て
い
ま

す
か
。
商
を
立
て
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
の

で
す
。
87
÷
21
の
筆
算
で
は
、
両
方
の
一
の
位

の
数
字
を
指
で
隠
し
、
８
÷
２
と
見
る
。
局
面

の
限
定
で
す
。

　

小
数
点
の
移
動
は
重
要
で
す
。

最
難
関
「
小
数
の
わ
り
算
」

つ
ま
ず
き
を
突
破
さ
せ
る
指
導
法
を
工
夫
す
る
。

で
き
る
ま
で
励
ま
し
、
褒
め
続
け
よ
う
。

※ 

﹃
大
塚
の
教
育
﹄
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
師
の
研け
ん

 

鑽さ
ん

用
に
、「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
内
部
資
料
」
と
し
て

 

提
供
さ
れ
て
い
る
。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い 

光ひ
か
る　

　

構
成
：
和わ

田だ 

孝た
か
　こ子

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　http://tosshoken.com/

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：和田孝子

習
熟
度
別
学
習
に
よ
り
担
任
以
外
の
先
生
の
授
業
を
受
け
た
子
の

中
に
、
点
数
が
急
激
に
下
が
っ
た
子
が
出
た
。
担
当
の
先
生
を
外

し
て
ほ
し
い
と
い
う
ク
レ
ー
ム
に
、
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
か

 教師必読！  トラブルに巻き込まれないための予備知識 

株式会社 騒人社　師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

となりの座席の女発
女社長奮戦記

25年たった今も幸運の
女神はほほ笑んでくれ
ています
教材開発座談会――板倉先生大活躍。

今
年
度
よ
り
算
数
で
習
熟
度
別
学

習
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
担
任
以

外
の
先
生
の
授
業
を
受
け
た
結
果
、

点
数
が
急
激
に
下
が
っ
た
子
が
い

ま
す
。
保
護
者
か
ら
担
当
の
先
生

を
外
し
て
ほ
し
い
と
ク
レ
ー
ム
が

入
り
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
対
応

す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

ま
ず
、
保
護
者
に
対
し
て
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
の
教
師
を
配
置
す
る
か
は
学

校
長
が
決
定
し
ま
す
。
私
に
は
権

限
が
な
い
の
で
、
学
校
長
に
直
接

お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
護
者
か
ら
学
校
長
へ
打
診
す
る
こ

と
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
先
生
が

配
置
転
換
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

も
し
そ
の
先
生
を
守
り
た
い
と
い
う
場

合
は
、
目
に
見
え
る
評
価
シ
ス
テ
ム
を

考
え
て
保
護
者
に
説
明
す
る
準
備
を
整

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
、
個
人
の
成
長
を
折
れ

線
グ
ラ
フ
な
ど
で
目
に
見
え
る
形
で
示

す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。例
え
ば
、「
あ

か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）

の
場
合
、
問
題
数
を
子
供
自
身
が
選
択

で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
供
が
選
択
し
た
問
題
数
に
対

す
る
正
答
率
を
折
れ
線
グ
ラ
フ
な

ど
で
数
値
化
す
る
。

　

少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
る
様
子
が
保

護
者
に
伝
わ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
次
号
。

　

祖
母
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
勝

手
に
持
ち
出
し
、
友
達
と
三
十
万
円

使
っ
た
子
が
い
ま
す
。
保
護
者
は

「
お
金
を
持
っ
て
こ
な
い
と
遊
ば
な

い
と
脅
さ
れ
た
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

一
緒
に
使
っ
た
子
た
ち
の
保
護
者
へ
、

謝
罪
と
全
額
返
金
を
す
る
よ
う
、
先

生
か
ら
言
っ
て
く
だ
さ
い
と
依
頼
さ

れ
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ

ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

　

私
は
、
三
年
間
、
向
山
先
生
、

板
倉
先
生
と
同
学
年
を
組
む
と
い

う
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。

　

そ
の
頃
、
隠
れ
法
則
化
（
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
の
前
身
）
だ
っ
た
友
達
に
、

「
師
尾
先
生
、
こ
れ
で
運
は
使
い

切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。
こ
こ

か
ら
は
下
る
だ
け
で
す
よ
」

と
脅
さ
れ
た
。

　

当
時
は
、
こ
ん
な
楽
し
い
日
々

な
ら
、
こ
こ
が
ピ
ー
ク
で
も
、
後

は
思
い
出
を
食
べ
て
生
き
て
い
こ

う
な
ん
て
思
っ
た
り
も
し
た
。
そ

れ
が
、
二
十
年
前
の
幸
運
の
残
り

火
は
消
え
る
こ
と
な
く
、
今
も
続

い
て
い
る
。

　

先
日
は
、
板
倉
先
生
が
司
会
を

し
、
向
山
先
生
、
伴
先
生
、
谷
先

生
と
三
人
で
ビ
ッ
グ
鼎て
い

談だ
ん

を

行
っ
た
。
撮
影
は
、
名
取
監
督
と

カ
メ
ラ
六
、
七
台
、
照
明
さ
ん
な

ど
、
十
名
ほ
ど
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
。

か
な
り
本
格
的
な
収
録
と
な
っ
た
。

私
も
同
席
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

ま
た
、
そ
の
日
で
き
な
か
っ
た

教
材
の
話
を
、
板
倉
先
生
が
浅
草

に
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

浅
草
の
「
み
よ
し
」
と
い
う
店
で

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

今
回
は
、
音
声
だ
け
で
の
収
録
。

師
尾
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と

に
な
っ
た
。
教
材
に
つ
い
て
は
、

私
に
も
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ

る
。

　

板
倉
先
生
が
持
っ
て
来
て
く
れ

た
教
材
開
発
に
関
わ
る
資
料
に
、

参
加
者
皆
が
驚
き
の
声
を
あ
げ
た
。

向
山
先
生
の
直
筆
の
企
画
会
議
の

レ
ポ
ー
ト
七
十
枚
（
ベ
ネ
ッ
セ
、

光
村
、
セ
シ
ー
ル
な
ど
大
成
功
を

収
め
た
数
々
の
企
画
の
立
ち
上
げ

の
レ
ポ
ー
ト
）、「
あ
か
ね
こ
漢
字

ス
キ
ル
」、「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ

ル
」
ほ
か
、
ザ
・
作
文
、
旺
文
社
、

サ
ン
マ
ー
ク
を
は
じ
め
、
様
々
な

教
材
。
そ
の
一
つ
一
つ
を
一
か
ら

生
み
出
し
て
き
た
向
山
先
生
の
す

ご
さ
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
自

分
が
関
わ
っ
て
き
た
も
の
も
た
く

さ
ん
あ
り
、
う
れ
し
か
っ
た
。

　

二
十
五
年
前
、
セ
シ
ー
ル
の
幼

児
の
通
信
教
育
教
材
作
成
の
と
き

は
、
板
倉
先
生
の
下
請
け
を
し
て

い
た
。
当
時
は
、
向
山
先
生
も
板

倉
先
生
も
本
当
に
忙
し
い
日
々
を

送
ら
れ
て
い
た
。
私
は
、
ま
だ
中

央
事
務
局
に
も
入
っ
て
い
な
か
っ

た
。
今
、
そ
の
幼
児
教
材
が
形
を

新
し
く
し
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ　

Ｋ
ｉ
ｄ

ｓ　

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
の
教
材
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
の

教
材
群
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
多
く

は
、
板
倉
先
生
が
作
ら
れ
た
も
の

だ
。

　

そ
れ
ら
教
材
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
作

り
出
す
た
め
に
、
本
を
読
み
、
調

べ
尽
く
す
こ
と
は
、
板
倉
先
生
に

し
か
で
き
な
い
。
向
山
先
生
も
絶

対
の
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
。
私
は
、

板
倉
先
生
が
し
て
い
た
よ
う
な
頭

が
痛
く
な
る
よ
う
な
仕
事
は
苦
手

だ
っ
た
け
ど
、
教
材
を
作
る
こ
と

は
好
き
だ
っ
た
。
学
研
や
主
婦
の

友
、
旺
文
社
な
ど
の
連
載
や
書
籍

に
も
携
わ
っ
て
き
た
。

　

今
、
こ
う
し
て
時
が
流
れ
て
も
、

向
山
先
生
と
板
倉
先
生
と
ご
一
緒

で
き
る
幸
せ
を
か
み
し
め
て
い
る
。

︿
生
ビ
ー
ル
の
注
文
﹀

　

ビ
ー
ル
っ
て
、
そ
ん
な
に
お
い

し
い
の
か
し
ら
？　

谷
先
生
も
松

崎
先
生
も
お
な
か
の
ど
こ
に
入
る

の
か
し
ら
と
思
う
ほ
ど
ビ
ー
ル
を

飲
む
。

　

そ
ん
な
中
、
美
崎
さ
ん
は
、
い

つ
も
「
生
ビ
ー
ル
の
小
」
を
注
文

す
る
。
な
ぜ
か
？
「
私
、
そ
ん
な

に
飲
め
ま
せ
ん
」
ア
ピ
ー
ル
か
と

思
っ
て
い
た
け
ど
、
ち
ゃ
ん
と
お

代
わ
り
を
す
る
。
一
人
冷
え
た

ビ
ー
ル
を
飲
む
た
め
と
推
察
。
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次の夢へ向かって
～アニャンゴ発、日本の子供
たちへのメッセージ

向
むこう

山
やま

 恵
え

理
り

子
こ

オクム師匠の教え⑦
「後は、自分でできるようになるまで
練習しなさい」

向山洋一の
日常から学ぶ仕事術

東京教育技術研究所　美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ 世界初女性

ニャティティ奏者
アニャンゴこと

宣伝の極意
向山先生は最強の営業マン。

１　

宣
伝
の
極
意

　

向
山
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
い

た
。

①
ま
ず
は
告
知
す
る
こ
と
。
た
と

え
詳
細
が
決
ま
っ
て
い
な
く

て
も
、
知
ら
せ
る
こ
と
が
重

要
。
思
い
付
き
段
階
で
も
早
く

情
報
を
流
す
。
そ
の
場
で
流
せ

れ
ば
超
一
流
。
ち
ゃ
ん
と
し
て

か
ら
流
す
の
は
三
流
。

②
ち
ゃ
ん
と
で
き
て
な
い
か
ら
出

せ
な
い
は
マ
イ
ナ
ス
一
〇
〇
点
。

③
手
書
き
で
も
い
い
か
ら
、
チ
ラ

シ
な
ど
で
広
め
る
こ
と
が
大
切
。

④
往
々
に
し
て
、
女
性
は
き
ち
ん

と
し
た
形
で
知
ら
せ
た
い
、
間

違
え
た
ら
後
で
困
る
と
思
っ

て
、
宣
伝
が
遅
く
な
る
傾
向
が

あ
る
。

⑤
丁
寧
さ
よ
り
も
早
さ
。
ス
ピ
ー

ド
。

　

そ
し
て
、
向
山
先
生
の
結
論
は
、

「
ま
だ
か
な
、
ま
だ
か
な
と
思
わ

せ
な
い
と
、
も
の
は
売
れ
な
い
」

　

ま
た
、
以
前
か
ら
向
山
先
生
は
、

こ
と
あ
る
ご
と
に
「
情
報
は
一
人

で
も
っ
て
い
て
も
価
値
が
な
い
、

伝
え
て
こ
そ
生
き
て
い
く
」
と
言

わ
れ
る
。
例
え
ば
、
五
色
百
人
一

首
が
海
外
の
日
本
人
学
校
で
広
く

活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し

た
と
き
も
、「
発
信
し
な
く
ち
ゃ
」

と
言
わ
れ
た
。
と
い
う
こ
と
で
、

こ
の
場
を
借
り
て
、
先
日
も
ア
ラ

ブ
首
長
国
連
邦
の
ア
ブ
ダ
ビ
日
本

人
学
校
か
ら
た
く
さ
ん
の
注
文
を

頂
い
た
こ
と
を
ご
報
告
し
ま
す
。

２　
「
４
」
は
嫌
い

「
熱あ
つ

燗か
ん

、
四
本
お
願
い
し
ま
す
」

と
店
の
人
に
頼
む
と
、
す
か
さ
ず

向
山
先
生
か
ら
「
五
本
」
の
声
。

　

こ
の
前
も
、
向
山
先
生
の
ブ

ラ
ッ
ク
カ
ー
ド
が
新
し
く
な
っ
た

の
で
、
昔
の
カ
ー
ド
を
ハ
サ
ミ
で

切
り
刻
ん
で
い
た
ら
「
も
う
一
回

切
っ
て
」
と
言
わ
れ
た
。

　

私
は
「
？
」
と
思
っ
て
い
た
ら

「
四
は
嫌
」
と
向
山
先
生
。
無
意

識
に
四
回
切
っ
た
と
こ
ろ
で
終
わ

ろ
う
と
し
て
い
た
の
を
、
向
山
先

生
が
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
た
の
だ
。

　

以
前
、
講
師
料
の
相
談
を
し
た

と
き
も
、
二
万
四
千
円
を
二
万
五

千
円
に
訂
正
。

　

向
山
先
生
は
徹
底
し
て
い
る
。

３　

う
そ
で
も
う
れ
し
い

　

向
山
先
生
の
体
調
が
少
し
優
れ

な
い
と
き
が
あ
っ
た
。
飲
み
会
に

遅
れ
て
参
加
し
た
ら
、
向
山
先
生

が
「
美
崎
の
顔
を
見
た
ら
治
っ

た
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
う
そ
で

も
う
れ
し
か
っ
た
。

　

ニ
ン
マ
リ
し
て
い
た
ら
、
す
か

さ
ず
、
師
尾
先
生
が
こ
う
言
っ
た
。

「
違
う
で
し
ょ
。
美
崎
の
顔
を
見

た
ら
帰
り
た
く
な
っ
た
。
具
合
が

悪
く
な
っ
た
で
し
ょ
（
笑
）」

　

く
〜
。
ま
た
し
て
も
、
悪
魔
に

さ
さ
や
か
れ
た
。

︻
今
月
の
向
山
先
生
︼

写真右：９月の一言「TOSSの輪は大きい。友人、知人、同志が全国に広がる」
写真中：木曽路でトークラインの校正。どこでもお仕事モード。
写真左：『大塚の教育』の本にサインのお仕事。

夜の向山先生。中央事
務局の先生方と。

　

覚
悟
し
て
い
た
と
は
い
え
、
稽

古
が
始
ま
っ
た
ら
、
二
〇
〇
%
集

中
し
て
も
つ
い
て
い
け
な
い
。

　

生
ま
れ
て
初
め
て
聞
く
ニ
ャ

テ
ィ
テ
ィ
の
フ
レ
ー
ズ
と
ル
オ
ー

語
の
歌
を
超
高
速
で
二
、
三
回

や
っ
て
み
せ
て
、
す
ぐ
に
「
弾
き

な
さ
い
」

　

僅
か
十
五
秒
程
度
の
短
い
フ

レ
ー
ズ
な
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
私

が
知
っ
て
い
る
曲
と
は
全
く
違
っ

た
指
の
動
き
を
す
る
場
所
が
四
つ

も
五
つ
も
あ
る
。
そ
の
上
、
初
め

て
聴
く
ル
オ
ー
語
の
歌
ま
で
付
い

て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
フ

レ
ー
ズ
だ
け
を
や
ろ
う
と
、
大
師

匠
の
指
の
動
き
を
探
り
つ
つ
弾
き

始
め
る
。
す
る
と
「
歌
も
歌
い
な

さ
い
」
と
ピ
シ
ャ
リ
。

　

日
本
人
で
あ
る
私
が
、
初
め
て

聴
く
ル
オ
ー
語
の
歌
を
ニ
ャ
テ
ィ

テ
ィ
を
弾
き
な
が
ら
歌
う
。
そ
の
難

し
さ
が
オ
ク
ム
に
は
分
か
ら
な
い
。

　

し
か
し
、「
で
き
ま
せ
ん
」
と

言
お
う
も
の
な
ら
、「
あ
な
た
は
、

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
精
霊
に
選
ば
れ

て
い
な
い
。
日
本
に
お
帰
り
な
さ

い
」
と
言
わ
れ
る
の
は
分
か
っ
て

い
る
。

　

も
の
す
ご
い
速
さ
で
実
際
に

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
を
弾
い
て
み
せ
て
、

「
後
は
、
自
分
で
で
き
る
よ
う
に

な
る
ま
で
練
習
し
な
さ
い
」。た
っ

た
こ
れ
だ
け
言
う
と
、
ど
こ
か
に

行
っ
て
し
ま
う
。

　

し
ば
ら
く
し
て
戻
っ
て
来
る
こ

と
も
あ
る
け
れ
ど
、
だ
か
ら
と

い
っ
て
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
て
く
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。「
そ

の
ま
ま
続
け
な
さ
い
」
と
か
「
も

う
少
し
大
き
な
声
で
歌
い
な
さ

い
」
く
ら
い
。

　

し
か
も
、
そ
の
稽
古
も
週
二
回

も
あ
れ
ば
い
い
方
だ
。

「
今
日
は
雨
と
牛
が
気
掛
か
り
で
、

そ
れ
で
頭
が
一
杯
だ
。
稽
古
は
ま

た
今
度
」

「
今
日
は
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の

精
霊
が
や
っ
て
こ
な
い
か
ら
、

歌
っ
て
は
い
け
な
い
し
弾
い

て
も
い
け
な
い
」

　

そ
う
言
っ
て
、
気
の
向
い

た
と
き
し
か
稽
古
を
付
け
て

く
れ
な
い
。

　

歌
だ
け
で
な
く
、
足
に
ガ

ラ
（
鉄
の
鈴
）
と
オ
ド
ゥ
オ

ン
ゴ
（
鉄
の
輪
）
を
付
け
て

の
本
格
的
な
練
習
も
始
ま
っ

た
。
オ
ク
ム
が
や
っ
て
見
せ

て
く
れ
た
と
お
り
に
、
ス
ト

リ
ン
グ
ス
と
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
と
ヴ
ォ
ー
カ
ル
の
三
つ
を

同
時
に
そ
の
ま
ま
再
現
す
る
。

　

ど
ん
な
楽
器
で
あ
れ
、
聴

い
た
歌
や
音
を
そ
の
場
で
再
現
で

き
る
能
力
が
な
け
れ
ば
、
世
界
レ

ベ
ル
で
通
用
す
る
プ
ロ
の
音
楽
家

に
は
な
れ
な
い
。

　

そ
の
こ
と
が
や
っ
と
分
か
っ
た

の
は
、
私
が
ワ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
の
本
場
で
あ
る
パ
リ
で
演

奏
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
だ
。

オ
ク
ム
の
教
え
方
こ
そ
が
、
ま
さ

に
世
界
標
準
だ
っ
た
。

（
パ
リ
に
て
）
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髙た
か

橋は
し 

史し

朗ろ
う

麗
澤
大
学
大
学
院
特
任
教
授

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
教
授

海
外
日
系
人
大
会
で
討
議
さ
れ
た
日
系
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）（
１
）

一	

第
五
十
九
回
海
外
日
系
人
大
会

　

秋
篠
宮
殿
下
・
同
妃
殿
下
ご
臨
席
の
下
に

ホ
ノ
ル
ル
で
六
月
六
〜
七
日
に
開
催
さ
れ
た

第
五
十
九
回
海
外
日
系
人
大
会
に
参
加
し
た
。

同
大
会
に
は
地
元
ハ
ワ
イ
を
含
め
た
米
国
、

日
本
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
カ
ナ
ダ
を
は
じ
め
十
五

か
国
十
八
地
域
か
ら
約
三
百
人
が
出
席
し
た
。

同
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、「
世
界
の
日

系
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）
を
未
来
の
礎
に
！
」。

世
界
各
地
に
在
住
し
て
い
る
日
系
人
が
一
堂

に
会
し
、
在
住
国
の
実
情
に
つ
い
て
情
報
を

交
換
し
、
国
際
交
流
、
国
際
理
解
、
国
際
親

善
を
深
め
、
世
界
の
対
日
理
解
の
促
進
と
強

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
式
で
秋
篠
宮
殿
下
が
挨
拶
さ
れ
た
後
、

国
際
協
力
機
構
の
北
岡
伸
一
理
事
長
の
記
念

講
演
。
続
い
て
上
智
大
学
名
誉
教
授
で
海
外

日
系
人
協
会
常
務
理
事
の
堀
坂
浩
太
郎
の
基

調
講
演
「
日
本
の
近
代
化
と
移
住
―
ヒ
ト
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
」
が
行
わ
れ
た
。

　

昼
食
後
、「
日
系
人
の
レ
ガ
シ
ー
と
は
」

の
テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
実
施
さ
れ
た
。
第
一
部
で
は
、「
日
系
資

料
館
の
連
携
に
向
け
て
」、第
二
部
で
は
、「
日

系
人
の
社
会
活
動
と
課
題
へ
の
取
り
組
み
」

と
題
し
て
、
各
国
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を

述
べ
、
討
議
し
た
。
最
後
に
、
①
日
系
レ
ガ

シ
ー
、
②
日
系
資
料
館
、
③
グ
ロ
ー
バ
ル
化

と
日
系
人
、
④
若
い
世
代
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
形
成
⑤
在
日
日
系
社
会
、
⑥
「
国
際
日

系
デ
ー
」
の
六
項
目
で
構
成
さ
れ
た
大
会
宣

言
文
が
採
択
さ
れ
た
。

　

翌
日
に
は
、
百
五
十
年
前
に
初
め
て
ハ
ワ

イ
に
移
民
し
た
「
元
年
者
」
実
行
委
員
会
主

催
の
元
年
者
百
五
十
周
年
記
念
式
典
及
び
関

連
行
事
が
行
わ
れ
た
。

　

ア
イ
リ
ー
ン
・
ヒ
ラ
ノ
・
イ
ノ
ウ
エ
の
基

調
講
演
の
後
、
元
年
者
の
歴
史
、「
絆き

ず
な

」
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
元
年
者
子
孫
の
登
壇

と
紹
介
、
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
が
行
わ
れ
、
日
本
政
府
主
催
の
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
。

二	

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
村
の
初
代
村
長

　

最
も
注
目
さ
れ
た
の
は
、
ペ
ル
ー
の
世
界

遺
産
で
世
界
的
に
有
名
な
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
遺

跡
の
麓
に
あ
る
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
村
の
初
代
村

長
に
な
っ
た
野
内
与
吉
氏
の
孫
で
あ
る
野
内

セ
サ
ル
良
郎
氏
（
日
本
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
協
会

副
会
長
）
の
発
表
で
あ
っ
た
。

　

同
氏
は
ペ
ル
ー
共
和
国
ク
ス
コ
市
出
身
の

日
系
三
世
で
十
六
歳
で
来
日
し
、
南
山
大
学

大
学
院
で
与
吉
氏
の
歴
史
と
日
本
人
移
民
の

歴
史
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。

　

昨
年
に
は
与
吉
氏
の
故
郷
で
あ
る
福
島
県

大
玉
村
に
お
い
て
、「
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
村
を

創
っ
た
日
本
人
・
野
内
与
吉
資
料
館
」
を
開

設
し
、
館
長
を
務
め
る
と
と
も
に
、
マ
チ
ュ

ピ
チ
ュ
区
役
所
特
別
代
表
者
で
も
あ
る
。

　

与
吉
氏
は
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
村
の
た
め
に
生

涯
を
さ
さ
げ
た
人
物
で
、
一
九
一
七
年
に
契

約
移
民
と
し
て
ペ
ル
ー
へ
渡
っ
た
。

　

一
九
四
七
年
に
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
村
の
川
が

氾
濫
し
、
村
は
大
き
な
土
砂
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
。
そ
こ
で
、
与
吉
氏
は
住
人
た
ち
と
と

も
に
、
地
方
政
府
宛
に
緊
急
支
援
を
依
頼
し

た
。
そ
し
て
地
方
政
府
か
ら
の
命
令
で
、
復

興
の
た
め
一
九
四
八
年
に
与
吉
氏
は
マ
チ
ュ

ピ
チ
ュ
村
の
村
長
に
任
命
さ
れ
た
。

　

当
時
の
新
聞
の
土
砂
災
害
を
伝
え
る
記
事

に
は
与
吉
氏
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一

九
五
〇
年
頃
、
与
吉
氏
は
ペ
ル
ー
国
鉄
ク
ス

コ
―
サ
ン
タ
・
ア
ナ
鉄
道
で
再
度
働
く
た
め

に
、
妻
と
ク
ス
コ
市
へ
移
り
住
み
、
定
年
ま

で
勤
め
た
後
、
息
子
に
引
き
継
い
だ
。

　

一
九
五
八
年
に
三
笠
宮
殿
下
が
ペ
ル
ー
を

訪
問
さ
れ
、
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
遺
跡
を
見
学
さ

れ
た
折
に
、
与
吉
氏
の
長
女
が
三
笠
宮
殿
下

に
花
束
を
贈
呈
し
た
。

　

日
本
に
い
る
家
族
が
そ
の
新
聞
記
事
を
目

に
し
、
与
吉
氏
の
消
息
を
知
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
し
て
日
本
大
使
館
を
通
し
て
与
吉
氏

と
連
絡
を
取
り
、
旅
費
を
集
め
た
お
か
げ
で
、

一
九
六
八
年
に
与
吉
氏
は
故
郷
で
あ
る
福
島

県
大
玉
村
に
五
十
二
年
ぶ
り
に
帰
郷
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

与
吉
氏
は
日
本
に
着
く
と
、「
電
気
は
付

い
た
か
？
」
と
質
問
し
た
と
い
う
。
与
吉
氏

の
中
で
は
時
間
が
当
時
の
ま
ま
で
止
ま
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

日
本
滞
在
中
は
、
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
遺
跡
に

関
す
る
講
演
会
を
開
く
な
ど
し
て
ペ
ル
ー
の

魅
力
を
伝
え
、
地
元
の
新
聞
や
ラ
ジ
オ
番
組

に
出
演
し
、
半
世
紀
ぶ
り
の
帰
郷
に
「
今
世

紀
の
浦
島
（
現
代
の
浦
島
太
郎
）」
と
紹
介

さ
れ
、
そ
の
音
声
も
残
っ
て
い
る
。

　

日
本
に
戻
る
よ
う
家
族
は
説
得
し
た
が
、

「
ペ
ル
ー
に
十
一
人
の
子
供
た
ち
が
待
っ
て

い
る
か
ら
」
と
日
本
の
家
族
と
別
れ
、
ク
ス

コ
に
戻
っ
て
僅
か
二
か
月
後
の
一
九
六
九
年

八
月
に
息
を
引
き
取
っ
た
。

　

こ
う
い
っ
た
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
村
と
鉄
道
の

歴
史
、
そ
し
て
そ
れ
に
尽
力
し
た
日
本
人
の

物
語
は
、
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
興
味
深
い
事
実
を
一
人
で
も
多
く
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
孫
の
一
人

で
あ
る
日
系
三
世
の
野
内
セ
サ
ル
良
郎
氏
が

活
動
を
続
け
て
お
り
、
そ
の
一
端
を
海
外
日

系
人
大
会
で
報
告
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
体
な
ぜ
、
自
分
が
生
ま
れ
る
六
年
も
前

に
亡
く
な
っ
て
い
た
祖
父
の
こ
と
を
語
ろ
う

と
す
る
の
か
。
そ
れ
は
祖
母
か
ら
繰
り
返
し

「
祖
父
は
責
任
感
の
強
い
人
で
村
の
裁
判
官

も
や
っ
て
い
た
ん
だ
よ
」
と
い
う
話
を
聞
き
、

祖
父
の
意
思
を
受
け
継
ぎ
、
日
本
と
ペ
ル
ー

の
架
け
橋
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ

る
と
い
う
。

　

そ
こ
で
良
郎
氏
は
、
祖
父
が
生
ま
れ
た
福

島
県
大
玉
村
や
ペ
ル
ー
を
訪
れ
、
村
人
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
文
書
資
料
の
発
掘
と
い
っ

た
調
査
を
続
け
て
い
る
。

　

同
大
会
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
、
パ
ラ
グ
ア
イ
な

ど
の
日
系
三
世
た
ち
や
、
百
五
十
年
前
に
ハ

ワ
イ
に
移
民
し
た
「
元
年
者
」
の
子
孫
た
ち

が
、「
日
系
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）」
に
つ
い
て

熱
く
語
っ
た
が
、「
多
様
性
の
中
の
統
一
性
」

す
な
わ
ち
多
様
性
に
「
通
底
す
る
価
値
」（
日

系
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
））
に
深
く
感
動
し
た
。

戦
後
七
十
周
年
に
お
け
る
情
報
戦
　
第
四
十
五
回

※ 

後
半
の
内
容
は
、
野
内
氏
の
発
表
資
料
を
も
と
に
作
成
し
た
。

「
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
と
野
内
与
吉
の
物
語
」
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

（http://w
w

w
.um

.u-tokyo.ac.jp/w
eb_m

useum
/ouroboros/v19n3/v19n3_nouchi.htm

l

）



7879   2018. 10

T
O
S
S
全
国
の
サ
ー
ク
ル
紹
介

http://circle.tos-land.net/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

七
月
一
日
㈰　

名
古
屋
向
山
塾
か
ら
帰
京
。
品

川
駅
「
す
し
好
」
で
一
献
。
師
尾
、
谷
、
雨

宮
、
手
塚
、
中
濱
氏
達
と
。

七
月
二
日
㈪　

聖
路
加
病
院
。
原
稿
チ
ェ
ッ
ク

（
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
）。

七
月
三
日
㈫　

グ
リ
ッ
ト
マ
ー
ク
、
Ｇ
ペ
ン
打

ち
合
わ
せ
。「
木
曽
路
」、
桜
木
、
久
野
、
師

尾
、
美
崎
、
廣
田
氏
達
。

七
月
四
日
㈬　

デ
ジ
タ
ル
会
議
、
二
十
人
ぐ
ら

い
。「
木
曽
路
」
二
次
会
。

七
月
五
日
㈭　

雨
宮
、
手
塚
、
師
尾
、
美
崎
氏

達
と
「
木
曽
路
」。

七
月
六
日
㈮　

恵
理
子
、
孫
の
か
ん
ち
ゃ
ん
達

と
夕
食
、「
木
曽
路
」。

七
月
七
日
㈯　

静
岡
キ
ッ
ズ
セ
ミ
ナ
ー
。
高
山
、

稲
田
、
杉
山
、
師
尾
、
手
塚
氏
達
と
。

七
月
八
日
㈰　

家
で
読
書
。

七
月
九
日
㈪　

木
曽
路
会
。
桜
木
、
久
野
、
手

塚
、
水
本
氏
達
十
人
ぐ
ら
い
。

七
月
十
日
㈫　

聖
路
加
病
院
、
検
査
。
夕
方
、

木
曽
路
会
。
二
次
会
、
中
華
「
鵬
龍
」。

七
月
十
一
日
㈬　

木
曽
路
会
。
谷
、
師
尾
、
美

崎
、
手
塚
氏
達
と
。

七
月
十
二
日
㈭　

銀
行
支
店
長
打
ち
合
わ
せ
。

夜
、
中
央
事
務
局
会
議
、
四
十
人
。
行
雄
氏

参
加
。「
木
曽
路
」
で
二
次
会
。

七
月
十
三
日
㈮　
「
木
曽
路
」、
恵
理
子
、
か
ん

ち
ゃ
ん
、
鈴
木
、
瀧
澤
、
安
田
、
美
崎
氏
達

と
。

七
月
十
四
日
㈯　

第
二
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ビ
ル
で
、
十

一
時
よ
り
会
議
。
谷
、
師
尾
氏
達
と
。

七
月
十
五
日
㈰　

第
二
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ビ
ル
で
会
議
。

七
月
十
六
日
㈪　

聖
路
加
病
院
、
恵
理
子
が
同

伴
。

七
月
十
七
日
㈫　

青
年
事
務
局
会
議
。
第
二
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
ビ
ル
三
十
人
。
二
次
会
「
木
曽
路
」

か
ら
「
鵬
龍
」
へ
。

七
月
十
八
日
㈬　

木
曽
路
会
。
め
ず
ら
し
い
人

達
と
。

七
月
十
九
日
㈭　

品
川
プ
リ
ン
ス
で
恵
理
子
達

と
食
事
。

七
月
二
十
日
㈮　

恵
理
子
、
か
ん
ち
ゃ
ん
と

「
木
曽
路
」
で
食
事
。
木
村
、
鈴
木
、
美
崎

氏
達
と
。

七
月
二
十
一
日
㈯　

美
崎
、
師
尾
氏
達
と
食
事
。

七
月
二
十
二
日
㈰　

か
し
こ
い
子
セ
ミ
ナ
ー

（
旗
の
台
）。

七
月
二
十
三
日
㈪　

聖
路
加
病
院
。
夜
、
デ
ジ

タ
ル
会
議
。「
木
曽
路
」
二
次
会
。

七
月
二
十
四
日
㈫　

小
貫
氏
と
騒
人
社
運
営
の

打
ち
合
わ
せ
、
三
井
住
友
銀
行
支
店
長
と
。

「
木
曽
路
」
二
次
会
。

七
月
二
十
五
日
㈬　

夜
「
木
曽
路
」
で
十
一
人
。

師
尾
、
戸
村
、
久
野
、
手
塚
、
井
戸
氏
達
と
。

七
月
二
十
六
日
㈭　

恵
理
子
、旦
那
、か
ん
ち
ゃ

ん
来
る
。

七
月
二
十
七
日
㈮　

恵
理
子
、
か
ん
ち
ゃ
ん
、

木
村
、
並
木
、
中
濱
、
美
崎
氏
達
で
「
木
曽

路
」
で
食
事
。

七
月
二
十
八
日
㈯　

台
風
の
た
め
家
。
子
ど
も

観
光
大
使
全
国
大
会
（
名
古
屋
）
中
止
。

七
月
二
十
九
日
㈰　

浅
草
、
か
し
こ
い
子
セ
ミ

ナ
ー
。
文
科
省
道
徳
の
テ
キ
ス
ト
会
議
。
飲

み
会
「
木
曽
路
」。

七
月
三
十
日
㈪　
「
木
曽
路
」
戸
村
、
橋
本
、

関
根
、
前
田
、
西
尾
、
細
羽
、
久
野
氏
達
十

数
名
で
宴
会
。

七
月
三
十
一
日
㈪　
「
木
曽
路
」
身
近
な
六
人

で
小
宴
。

2018年7月
最新セミナー情報
http://seminar.tos-land.net/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

エネルギー教育シンポジウム in 神戸・山口
（TOSS中央事務局　手塚美和）

神奈川県TOSS川崎教育サークル

神奈川県川崎市立大谷戸小学校

田
た

丸
まる

 義
よし

明
あき

連絡先：tamaru.yoshiaki@toss2.com

授業１単元分を見通した指導法を考えるサー
クル
　武蔵小杉駅から徒歩５分、中原市民館にて、
毎月２回開催している。先日の主な内容は、
外国語の授業の進め方・単元の進め方、３年
生の説明文の進め方、一筆箋を書く５つのポ
イント、クラス企画のやり方など９本の提案
があった。毎月、多くの情報が得られる。よ
ろしければ、田丸までご連絡いただきたい。

　エネルギー教育全国協議会は、環境問題に対する社会の関心が集まる中で、環境やエネルギーについての
理解を深め、子供たちが自ら考え行動できる正しい知識を習得できるように、授業を通してエネルギー問題
の大切さを教えていくことを目的としています。毎年、全国7か所でシンポジウムを開催しています。

2018年度　シンポジウム開催地
　第141回2018年 6月 3日　宮城
　第142回2018年 9月 1日　東京
　第143回2018年 9月29日　北海道
　第144回2018年10月14日　兵庫
　第145回2018年10月28日　山口
　第146回2018年11月18日　石川
　第147回2018年12月 8日　福岡

　開催エリアの先生方による工夫を凝らしたエネルギーの模擬授
業など、教室ですぐに役立つ内容です。シンポジウムでは当協議
会制作の掲示用教材やワークシート教材が無料で配付されます。

【主催】エネルギー教育全国協議会・TOSS関西中央事務局・TOSS中国中央事務局
【開催日時】兵庫　2018年10月14日（日）午前　　　山口　2018年10月28日（日）午前
【開催場所】兵庫　兵庫県学校厚生会館　神戸市中央区北長狭通4-7-34

山口　下関市立長府小学校　山口県下関市長府松小田北町14-1
【参加費】無料
【講師】谷和樹氏（玉川大学教職大学院教授）、小森栄治氏（日本理科教育支援センター）

特別講師（現在交渉中）
【日程（予定）】①エネルギー教育模擬授業関西ブロック予選　②特別模擬授業　小森栄治氏・谷和樹氏　③特別講演

兵庫県
TOSS山風サークル

兵庫県姫路市立英賀保小学校

許
ほ

 鍾
じょん

萬
まん

連絡先：ho.jyongman@toss2.com

「嵐」を巻き起こすサークルに！
　サークル名は、百人一首の「吹くからに　
秋の草木の　しをるればむべ山風を　嵐とい
ふらむ」から名付けた。山風サークルメンバー
が「嵐」となって、各地で旋風を巻き起こす
という思いを込めている。社会貢献活動も行
いながら、教師力を向上させるための活動を
続けている。「やりたい人が、やりたいことを、
やりたいときにやる！」を合言葉に楽しいイ
ベントも企画している。

10 月

D
SP Basic

版（G-Speak

＋
ド
ッ
ト
シ
ー
ル
セ
ッ
ト
）

価
格
　
九
〇
〇
〇 

円
（
税
込
）

G
-Speak

と
は
、
ド
ッ
ト
コ
ー
ド
を
印
刷
し
た
写
真
・

文
字
・
イ
ラ
ス
ト
を
タ
ッ
チ
す
る
と
、

あ
ら
か
じ
め
録
音
し
、
設
定
さ
れ
た

音
声
を
再
生
す
る
ペ
ン
型
教
材
で
す
。

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
ご
活
用
い
た
だ

け
ま
す
。
お
求
め
は
東
京
教
育
技
術

研
究
所
ま
で
。



80

「論争」が文化を創る
ー 教育文化を革新させてきた
　　　　　　　　　 向山の論争40年史 ー

特集

『教育トークライン』11月号
予告　10月15日発行

谷和樹　　板倉弘幸　椿原正和　松崎力
木村重夫　桜木泰自　川原雅樹　小森栄治

教育トークライン：第502号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、戸村隆之（副編集長）、
　　　田村純子（編集実務）、手塚美和、橋本信介、
　　　久野歩、小嶋悠紀、板倉弘幸（校正）
発行人：向山洋一
発行所：東京教育技術研究所、TOSS
〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
電話	：03-3787-6564　
FAX	：03-5702-2384
印刷所：株式会社光陽メディア
DTP・編集：株式会社プラウ21

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌 32 ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月のデジタル・トークライン
今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ TOSS高段者に聞く！
Ｑ＆Ａ 「道徳の授業
ポイント」

３

４

（動画） （動画）

※アクセス方法は表紙裏を
　ご覧ください。

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

ID：TL10　パスワード：g817ad

授業の原則第八条「確認の原則」

編
集
後
記		

▼「
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
県

が
違
う
と
当
た
り
前
で
は
な
い
」
現
状
が
数

多
く
存
在
し
、
教
育
現
場
を
混
乱
さ
せ
て
い

ま
す
。
給
食
指
導
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
氷

山
の
一
角
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
先
人
の
知

恵
を
継
承
し
な
が
ら
、
新
た
な
教
育
課
題
に

取
り
組
む
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
を
考

え
る
時
期
に
き
て
い
ま
す
。（
橋
本
）

▼「
一
匹
お
お
か
み
の
た
く
ま
し
さ
と
は
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
、
一
匹
で
も
闘
う
こ
と
が

で
き
る
お
お
か
み
の
た
く
ま
し
さ
だ
」
…
…

大
森
第
四
小
の
卒
業
文
集
に
、
向
山
洋
一
氏

が
子
供
た
ち
に
向
け
て
書
い
た
文
で
す
。
向

山
行
雄
氏
は
、
給
食
改
革
の
た
め
に
逆
風
だ

ら
け
の
中
、
た
っ
た
一
人
で
闘
っ
て
い
ま
し

た
。
行
雄
氏
も
ま
た
、
た
く
ま
し
い
一
匹
お

お
か
み
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
全
国
連
合
小

学
校
長
会
の
伝
説
を
つ
く
る
ボ
ス
だ
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。（
手
塚
）

▼
給
食
指
導
は
学
級
経
営
の
要
で
す
。
こ
の

時
間
を
し
っ
か
り
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
な
い

と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
「
い
じ
め
の
温
床
」

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
無
理
な
給

食
指
導
が
は
び
こ
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
、

発
達
障
害
の
あ
る
子
供
た
ち
を
苦
し
め
て
い

る
の
も
事
実
で
す
。
本
号
を
ぜ
ひ
多
く
の
先

生
方
の
英
知
と
し
て
、
広
め
て
い
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
小
嶋
）



トークライン活用法
❶ トークラインのWEBページ
 「デジタル・トークライン」

本誌には、購読者限定のWEBサービス「デジタル・トークライン」があります。

＜「デジタル・トークライン」の特長＞　※今月の内容は p.80 をご覧ください。
1 本誌掲載のモノクロ画像がカラーで
見られます。

2 コピーフリーページ（p.37）で紹介
しているコンテンツを、ダウンロード
して自由に使えます。

3 「谷編集長の5min. アンサー」をはじめと
する、ここでしか見られない動画を見る
ことができます。

4 今月の表紙人物について、デザインした
水川氏本人の解説を読むことができます。

＜アクセス方法＞

❷ 東京教育技術研究所・TOSSランドとの
 お得なタイアップ企画

〇東京教育技術研究所とのタイアップ※ p.34 をご覧ください。
　→記事で紹介されている教具がお得に購入できます！

〇TOSSランドとのタイアップ※ p.36 をご覧ください。
　→TOSSランド、動画ランド、TOSS-SNS、TOSSメディア
　　それぞれの月号テーマに従って、タイアップを展開！

 読むだけじゃもったいない！

携帯電話・PCで
アクセス！
（下のアドレス）

今月のパスワードを
入力してログイン

WEBページを
ご利用ください。

※ TOSS-SNS に入会されている方は、
SNSからアクセスできます。

トップページに
アクセス後、
ログインページへ

＊TOSSランド
の殿堂入りコン
テンツもこのパ
スワードでご覧
いただけます。

デジタル・トークライン
＆

タイアップ
企画

デジタルトークライン 検索

http://talkline.tos-land.net

今月のトークラインID・パスワード

g 8 1 7 a d
（ジー・はち・いち・なな・エー・デー）

※有効期間：2018年9月15日～ 12月14日

ID：TL10

TOSS のセミナーが
いつでも、どこでも
ご覧いただけます！

TOSS動画ランド

《最新のリリース動画》好評配信中!!
第24回　TOSS 特別支援教育セミナー
in 東京　～発達凸凹のある子への授業の技
・対応の技～

3,000円（税込）
　毎回大人気の特別支
援セミナーですが、 今
回のテーマは 「発達凸
凹のある子への授業の
技・対応の技」 です。
小嶋悠紀氏、 小野隆行
氏の最新の実践を余す
ところなく紹介いたし
ます。 また、 日本より
も格段に進んでいると
いうアメリカでの特別
支援教育について、 実
際に視察された両先生
の解説は、 必見です。 

全ての先生に見ていただきたい、 明日から役に立つ “とって
おきのセミナー” です。

　TOSS の ICT 教育をお伝え
する、TOSS ランド会議。 今年
度のテーマは 「プログラミン
グ教育」 です。 新学習指導要
領で導入が決定したプログラ
ミング教育ですが、 まだまだ
学校現場では議論されていな
いのが現状です。 TOSS ラン
ド会議では、 谷氏を講師にお
招きし、 ２時間で、 プログラ
ミング教育の基礎基本を分か
りやすく解説します！  ここ
でしか聞けない谷氏のプレゼ
ンテーション術も見所です！

TOSSランド会議2018　～２時間で 「プログラミン
グってこういうことです！」 と職員室で語れるようになる！　
はじめてのあなたにもできる！　プログラミング教育～

《お問合せ・ご連絡先》
TEL. 03（5702）4450  mov@tos-land.net

TOSS動画ランド事務局

検索索索索

5,000 円（税込）

絵画工作授業大成功の絵画工作授業

先人に学ぶ
レオナルド・ダ・ヴィンチ
佐藤昌彦

芸術家であり、科学者でもあったレオナルド・
ダ・ヴィンチは、「芸術から科学へ、科学から
芸術へ」という考えを大切にしていた。ものづ
くりをしていく上で重視したい、生命に対する
敬意と人々の生活環境の創造について、ダ・ヴ
ィンチから学ぶことができる。（本誌P32）
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トークラインを定期購読
いただいている方へ、本
誌の内容をより深く理解
できる動画と写真が満載
　のウェブサイトです！
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集
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食
の
時
間
を
楽
し
く（
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ト
レ
ス
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ロ
）

〈巻頭論文〉

向山 洋一
〈特別連載〉

髙橋 史朗 向山 行雄

日本教育技術学会 会長
TOSS 代表

2018.

給食の時間を楽しく
（ストレスゼロ）
給食の時間を楽しく
（ストレスゼロ）特集

敬愛大学国際学部教授
全国連合小学校長会 顧問

向山行雄　給食奮戦記
木村重夫　『大塚の教育』は給食指導の中にも
　　　　　「人間性の尊重」を溶かし込み、 明文化していた
河田孝文　誰もが満足する平等で優しいシステム
水本和希　ちょっとした工夫が、 ストレスフリーの
　　　　　楽しい給食の時間をもたらす
堀田和秀　おいしくて適量ならば、 子供は給食を残さない！
桜木泰自　東京都区部は恵まれている＆
　　　　　豆料理と酸っぱい料理は不人気傾向
片山育男　どこで作るかで味が変わる
森元智博　地元の食材を給食で食べてほしい
西端信哉　食器洗浄をパンでさせる学校
小林智子　学校全体で、 完食を強いる指導
川原雅樹　給食指導は子供の一生を変える
山田花子　完食を強制する交流学級担任
小野隆行　日本の給食指導は全く異質である
松崎　力　未納給食費を教師が徴収するシステム自体がおかしい

麗澤大学大学院特任教授
モラロジー研究所教授

10

定価 750 円（税込）／年間定期購読料 8,500 円（税込）

〒142-0064 東京都品川区旗の台2-4-12 TOSSビル
TEL. 0120-00-6564
FAX. 0120-88-2384

平日9:30～17:30　土日祝休

＜ご注文・お問合せ先＞

東京教育技術研究所
24時間365日受付中！

トレースくん  学習テンプレート  国語①　©TIOTOSS A-21

ひらがなの　れんしゅう（1）
ひ
ら
が
な
を  

な
ぞ
り
ま
し
ょ
う
。

ああ
あ
あ
あ

め




